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富合町上空より有明海を望む
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富合町上空より熊本市内、金峰山を望む
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１．下江中島遺跡１区北壁土層断面

２．下江中島遺跡１区南壁土層断面
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１．下江中島遺跡１区西壁士層断面

2.下江中島遺跡１区SDOO2木製品(鼠返し)出土状況３．下江中島遺跡１区NROO1木製品(えぶり）出土状況
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下江中島遺跡１区古壇時代後期完掘状況
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１下江中島遺跡２区北壁土偏断面

２．下江中島遺跡２区NROO1･NROO2完堀状況
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下江中島潰跡２区古代完掘状況
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１．下江中島遺跡３区南壁土層断面

2.下江中島遺跡３区古代完掘状況



１．下江中島遺跡４区東壁土屑断面

2.下江中島這跡４区NROO5木製品（扇）出土状況３．下江中島遺跡４区NROO5木製品H-l十状況
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下江中島遺跡４区古代完掘状況
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下江中島遺跡１区NROO1出土遺物
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下江中島遺跡４区SUOO1出土造物
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下江中島遺跡１～４反卜H士潰物（後列脚付は復元モデル）
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３．下江中島遺跡出土遺物（卜骨）
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１．下江中島遺跡出土遺物（鹿角装刀子）

２．下江中島巡跡出土遺物（骨雛）
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１．下江中島遺跡出土遺物（金製品）
３下江中島遺跡出土遺物（貝）－①
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２下江中島遺跡出土遺物（貝輪）
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２．下江中島遺跡出土遺物（石製品）
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１．下江中島遺跡出土遺物（貝）一②

3.下江中島遺跡出土遺物（木製品）－①
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下江中島遺跡出土遺物（木製品）－②
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1．上日置女夫木遺跡調査区全景一①

2.上日置女夫木遺跡調査区全景一②
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序文

本書は、九州新幹線建設工事に伴い埋蔵文化財発掘調査を実施した熊本市南

区富合町に所在する「下江中島遺跡」と、八代市上日置町に所在する「上日置

女夫木遺跡」の発掘調査報告書です。

下江中島遺跡は、緑川水系の浜戸川流域南岸に位置し、古墳時代の自然流路

が有明海に注ぎ込む河口部付近に位置しています。検出された遺構は打ち込み

杭による掘立柱建物跡といった簡易なものであり、微高地を利用した一時的な

作業空間であると考えられ、堰状遺構とそれに付随する作業施設が確認されま

した。今回の調査では、古墳時代後期のト骨や県内初となる８世紀の木製の扇

が出土するなど当該地域の歴史を考えるうえで貴重な資料を提出しました。

また､上日置女夫木遺跡では､弥生時代前期の集落跡と墓域が検出されました。

方形周満墓内からは山陰系土器も出土しました。集落から墓域への変遷を辿れ

る貴重な資料を提供しています。

本書が学術資料としてはもとより、郷土の歴史に対する理解を深め、ひいて

は教育・文化の向上の一助として学校教育や生涯学習など幅広く活用され、さ

らにそれが県土の発展へと繋がることを切に希望します。

最後になりましたが、本事業において埋蔵文化財発掘調査にご理解、ご協力

をいただきました独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、熊本市教育

委員会をはじめ、関係各位に対し心より感謝申し上げます。

平成２５年３月３１日

熊本県教育長田崎龍
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下江中島遺跡発掘調査報告
一九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査一

第１章序言

ｌ調査に至る経緯

(斗Ｉ業計画の概喚）

下il:中島遺跡埋蔵文化財発掘調査は、九州新‘幹線建設':１１＃（熊本総合車輔｣,Ｉ地建設':‘ｌｆ）に伴い、当該遺

跡の地下に埋蔵されている文化財が巡設工事により影禅を受けると､ﾘ断されたことから、それらをi;[l録保存

し、後世に伝えていくことを目的に』|典成１８年１２月４Ｈから平成１９年５ノ１３１日まで事業の施工主であ

る独'f行政法人鉄道建設･述輪施設盤備支援機俄鉄道辿投本部ノL州新幹線巡‘没局（以下、「鉄道･迎輸機柵」

という｡）から委託を受け、熊本県教育委員会が実施したものである。

調従の起因となったﾉl州新幹線鹿児島ルートは、同民経済の発展及び国民生活領域の拡大並びに地域の振

興をl刈る目的で「全国新幹線鉄道整備法」に雄づき建設されるもので、福岡Iliから熊本市、鹿児曲)県川内市

付近を綴由し鹿児島市に至るまでの総延長約249kmの九州縦軸の大動脈である。完成により、移肋時間の

短縮、県内総生産にもたらす経済波及効果及び地域間交流の拡大等多くのメリットがもたらされることから、

各界から早期の開業が望まれていた。

当核ルートは、昭和４８年１１月１３日に整備‘11画の決定股び建設の指示がなされた後、昭和６１年８月２９

日にi:１;実施計画認可申i;Iliがなされたが、その後の経済状況や社会愉勢の変化に伴い、平成３年８月２２日

先行して八代一西鹿児胤|ⅡIについて面子実施‘''1111が認可され、１面1年９月７［Iに起工した。その後、平成１０

年３ﾉ）１２日に船小屋一新八代問のI郡実施洲側が認可され、Iiil年３月２１日に起工、さらに平成１３年４月

251]に博多一新八代間のl事実施iil画が追加縄可され、IIil年６月２日に博多一船小屋間が起工している。

２００４年(平成１６年）３月１３日には新八代一鹿児島中央駅（|ｕ西鹿児島駅）間がフル規格で部分開業し、

続いて２０１１年(平成２３年）３月１２日には博多駅一新八代間が開巣し、幣傭‘汁画の決定から３８年を経て全

線で憐業運転を開始した。（吉田徹也）

２聯前照会と予備調査の経緯

熊本県内における九州新幹線建設業への取り組みは、平成４年（1992年）に日本鉄道建設公団九州新

幹線辿投局により八代一水俣間の那業計画が示された班により始まった。平成８年（1996年）には水俣｢|ｊ

において「長野遺跡」を雌隠し、平成９年（１９９７年）１２月より発掘調査にｲ‘f手した。その後、‘jIき続き

芦北郡津奈木町内における試掘調企を皮切りに、八代市域を含む先行着手区間において|‘1事業における取り

組みが本格化した。平成１２年（2000年）８jlには熊本県内で起点となる八代市において「西片百田遺跡」

｢中片小路遺跡」の調査が始まり、、'4成１５年８月の「宙地小畑遺跡（側道部)」の調在をもって新八代一座

児助''１央間の渦在は終了した。

その後、工４Ｍ･両の中心は博多一新八代間へと移り、川地買収の進捗とともに熊本駅l‘'1辺、県北部域とな

る瓶f',｢|域へと発掘調査の範囲は拡大していった。八代iljの調査が雌盛期を迎えている､'4成１１年には熊本

駅柵内で第一回の確認調在（三本木遺跡群（存日地区)）を実施している。その後、熊本駅新幹線駅舎に伴

う発掘‘凋査を平成１７年１１月から''4成１８年１２月まで実施し、この調査をもって熊本市内中心部域におけ

る発掘調査は一ｕ終了することとなる。

二本水遺跡群（春日地区）発掘調代終了後、引き続き鉄道・運輸機構が九州新幹線全線開業後の本格総合

車輔j1L地建設をＦ定している熊本駅南方約１０kｍの「熊本総合車輔基地」進‘没予定地の埋蔵文化財発掘捌

査へと移行していくこととなった。IIi輔基地救地は、ＩｍＷｉ約２０万ｍ2、全及約１４kｍ、全幅約150ｍの細

１



災の構造であり、蝋地内の建造物は台IIi検修場、取休検修場、車体塗装場２棟、検車Iili、総合事務所など

で構成され、加えて８両編成の新幹線fIiII〔を収容できる着発収容線１３線が予定されていた。

当該工邪予定地における埋蔵文化財協0猫並びに予備調査の対応は平成１７年度当初より始まり、１１１地買収

のlEl途がついた場所から随時予備調査に入ることとし、同年１０月２０Ｈ付け鉄巡九連用一節２５３号で鉄道・

巡輸機構九州新幹線巡設局長より「九州新幹線工ﾘＩに伴う埋蔵文化財試掘調査について（依頼)」が提出され、

これを受け熊本県では、面械が広いことから１０月３日の第一回目以降は迅速に対応するため二班体制で同

年１０月２４日から２６日（第_洞)、同年１２月Ｉ４Ｒ（第三1面I）に予備（試掘）I淵査を実施した。その結果、

工事予定地の一部から占墳時代後期の遺柵・遺物、古代８世紀後半の辿構・遺物を確認したため、途中から

確認調査に変更し実施した。」記依頼に対する回容として平成１８年３月１０日付け教文第３０２１号熊本県

教育長名で、今後の措個を「依頼のあった事業予定地内において試掘捌査の結果、埋蔵文化財を砿認したこ

と。よって文化財保‘迩法の趣旨を尊重のうえ、計1111変更等により埋蔵文化財の保遡が必要であること｡｣、「計

画変更等による現状での埋蔵文化財の保I池ができない場合は､県文化課と協議が必要であること｣と通知した。

併せて熊本県ではこの結果を踏まえ、新発見の雌蔵文化財包蔵地として「熊本県遺跡地図|への避録をす

るとともに、富合町数育委員会に対し町が保管する遺跡地図の修正・砿録をするとともに広く周知するよう

通知した。遺跡名は当該地が「宿合町大字下江字Ill烏」であることを踏まえ「下江中島遺跡」と付した。

調査が必要な面柚は、鉄道.迩輸機構が有する]:'｝;計画図妃絞面菰から算出し雌終的に総而積7.107.49㎡

を確定し、平成１８年度末までに5,507.49㎡を、１２成１９年５月末までに1,600㎡を終えることとした。

依頼文書番場・・日付 回答文苫舟号・日付 子IWiI淵査実施Ⅱ

教文第１７３５号 (第１Ir11）Ｈ１7.10.12

Ⅱ１７．１０．２０付け 教文第３０２１号 (第２I可）Ｈ１7.11.Ｍ

鉄迎凡辿用一節253号

教文飾3021号
(第３同）1117.11.24

～Ｈ１７．１１．２６

Tab.ｌ下江''1烏遺跡予{INi調査一覧

担当行

坂川韮太郎・今村和徳

坂川韮太郎・今村和徳

艮将部善一・宮部武典

早川利宏・水上悌

圃川恭子

３発掘調査のji1'i手

確認調在の結果、周知の埋蔵文化財包蔵地「下江中島遺跡」は平成１８年１１月１６日付け鉄運九連用一

節２２５号鉄道・運輸機構九州辿設局長名で文化財保護法第９４条第１項の通知が当該市町村教委である笛

合町教育委しl会に提出され、｜‘i１年１１月１７日付け術公第５３６号で篤合町教育災から熊本ﾘ,↓教育長あて進達

された。

工事の内容を確認0淵査の結果と照らし合わせた結果、記録保存やむなしという判断に至り、「発掘調査」

の指示が平成１８年１１月２７日付け教文第２１５８号熊本県数育長名で猶合町数行長、鉄道・運輸機構九州

新幹線連投局長あて通知された。鉄道・巡輸機柵では低湿地帯での地椴改良工』l｛に時間がかかるとして迅速

な発掘調査を望んでいたため、県教育災から「発掘調査」の指示が１１１る以前のltil年１１月１６日付け鉄運九

巡用一第２２５号（文化財保緬法第９４条第１項と同日）に鉄道・運輸機構九州新幹線連投局長名で「九州

新幹線建投工事に伴う埋蔵文化財の発掘捌査について（依頼)」が捉川されていた。

この依救を受け、熊本県で緊急調査に対応する発掘調査体制を構築し、平成１８年１１月２８日付け教文

第２１７８号で熊本県敬育長あてに文化財保護法第９９条第１項に基づく「埋蔵文化財の発掘調査の通知につ

いて」を拠出し、発掘調査にｲ'ｆ手した。また、平成１９年度は同法に｣&づき平成１９年３月２９日付け教文

第３１８５号を提出し、翌月の４月３日から調査に締手（継続）し同年５月３１日に終了した。発掘i淵査に係

る費用は当核年度契約のなかで鉄道・迎輸機柵が負担することもここまでに合葱していた。

２



番号 所在地儒地1１ 川

熊本叫↓ド統城郡１ V合町古閑 2８７－１ １，５８５．０６

２ 熊本ﾘi(ド益城郡１ Y合町古閑 287-3 897 1５

３ 熊本県ド益城郡１ v合町古閑 293-27 1．９ ００

４ 熊本ﾘ,!;下益城郡１ 合町古閑 302 1．６９３ 、イ

５ 熊本ﾘ１１:ド益城郡１ ｢合町古川 304-2 1，０２９ 7１

‘汁 1０７ ４９

lIi位：㎡

TaI).２ド江中川遺跡発伽洲在予定地一覧

４民間調査委託

ド江中勘遺跡発掘,淵査では、１２月に発掘調査に箇手し、翌年３Ｈには5.50749㎡の0洲査を終えると、リ,↓

毅公と鉄道・運輸機柵側との協縦で決定したことを受け、発掘調査の迅速化のため発掘捌査の民ＩＨＩ調査組織

の導入を図ることとなった。民間発掘洲査組織の導入は、平成１８年座に実施した二本木遺跡群（存日地区）

に続いて２か所目である。

導入にあたっては、文化庁が示す「ifll蔵文化財の保謹と発掘調査の円滑化霧について」平成１０年９ﾉ１

２９日付け庁保記第７５条文化庁次長から各都道府県教育委員会教育長あて通知及び，九州地区埋蔵文化

財発掘調査雅準ｊを腿本とし、平成１７年度に作成した「熊本県埋蔵文化財発掘調査業務に係る民間調査関

係組織選定堆準｣及び｢稿算基地｣により一般競争契約入札により業者を決定した。入札にあたり｢(|:様書｣｢特

記仕様当」を作成したうえで、さらに調侮の積算のための現地説明会を先行し、調査を実施している県調炎

区において担当者による説明を実施した。

委託面欄は、調査２区1.064,i、３１重L500niとし、主任‘iIM査貝．,淵査員・上木監理技-tを常恥させ、そ

の他調査技師を含めた調査班を２班編成してそれぞれの調汽区に配ｌｌｖｉした。調従着手にあたって全期間を通

じた調査工穐表の提出を受け、その後は毎週余暇Ｈに調査I程会議の時間を持った。各班担当者からは「下

江‘'１島遺跡Ｏ区週間｣二程」として毎週､①今週の洲衡内容､②来週の0淵査予定（友で作業内容を詳しく示す）

③髄問事馴を記載した押而の提Ⅱ|を受け、県担当茜との協搬の場とした。ここで調査委托地の「捌査進行禰

珊」「遺柵検出・精査の状況」等の状況を把握することと併せ、現場においては県担当荷が隣接地で調査を

実施しているため、好日午前・午後に委紐調査区の調査状況を随時検分した。

今回の調侮委託において、現場の安全禰理等を担当するt水監IIM技ｔには、今回委託対象地となった現場

内の安全点検・作業貝管理を実施するとともに、濁核調査区を含む耶幡基地全休のエリⅡxで毎月一・回開催さ

れている「災害防止協縦会」へ埋蔵文化財調査班（県・受託業者）を代表して参加することを求めた。

なお、民'''1へ委託する調査区の文化財保護法第９９条第１項にもとづく通知は、県の’淵査組織のなかに取

り込んだ体制で県担ﾘi者の監理のもと受‘ｉｆ業者が1洲査を実施することから県の担当者名で通知を提出した。

５調査・整理組織

発掘調査は平成１８年１２月に衝手して平成１９年５月に終了し、盤理（一次・二次盤理）は14成２２年

１０月に清手し、報告１１$原稿執飛等は平成２３年５月に着手した。

【発掘調査】

調従期間平成１８年１２月４日～平成１９年３月３０日

平成１９年４月３口～平成１９年５月３１日

平成１８年座調査蛍任者文裸課長梶野英二

調査総括課長補佐小田信也

調査指導課股補佐１１:本直

課長補佐（文化財調代講一係担埼）高木'E文

３



3区兼務）

調査担当文化財調査第一係主任学芸貝長谷部善一

〃主任主４１ド吉田徹也（兼事務）

〃 非常勤職貝早田ﾘ宏・手柴智暗・吉井英志

坂本亜矢子

国際航業株式会社

主任調査員束園千輝男・土木監理技士飯Ⅲ秀樹（両名とも２．３区ジ

（調在２区）捌査員長尾聡子・安村他

捌査技師辻本彩・鳥越道腫

（調在３区）捌査員桐山秀穂

鯛査技師巾村祐一

平成１９年座調査武任者文化課長梶野英二

調盃総括課長補佐小田信也

調査指導柳長補佐江本直

課長補佐（文化財洲盗第一係担当）商木正文

調査担当文化財調在第一係主任学芸員長谷部善一

′ノ主任主耶吉旧徹也（兼事務）

〃 非常勤職貝早田利宏・手柴智I聯・吉井英志

坂本亜矢子

【整理報告業務】

平成２３年度整理賞任者文化課長小田僑也

整理総括課長補佐川上勝美

整理指導文化財訓在第一係農村崎孝宏

整理担当参事長谷部善一

非常勤職貝稲葉貴子・唐木ひとみ

盤理作業員石田敦子（班長）柵烏典子（niIl班長）小早川雌春塩田喜美子今崎光成

藤井美智子田熊敏子田中裕子溜測俊子（以上、一次整理）

土田みどり岩下恵美子築出直美（以上、二次整理）

専ｌＩｌｊ捌査員独立行政法人国立文化財機柵奈良文化財研究所埋蔵文化財センター

環境考古学研究室客員研究側丸山真史（出土動物骨、魚骨分析）

平成２４年度盤理責任者文化課長小田傭也

整理総括課長補佐川上勝美

整理措導文化財調査第一係長村崎孝宏

整理担当岩手県教育委員会生涯学習文化課

文化財専門貝長谷部灘一

非常勤職貝稲葉世子・唐木ひとみ

契約聯務（兼）佐藤哲郎

盤理作業貝福助典子（班良）藤ｊ:I:美智子（lliIl班長）小早川隆祥塩田喜美子今崎光成石田敦子

溜測俊子本田頼子（以上、一次整理）

土Ⅲみどり岩下恵美子田中裕子井上真優（以上、二次盤理）

専門調査貝独立行政法人国立文化財機椛奈良文化財研究所埋蔵文化財センター

環境考古学研究室客貝研究員丸山真史（出土動物冊、魚骨分析）

千蕊ﾘｉＬ立中央博物館学芸課上席研究員肥住耐二（貝類分類）

４



調査指導磯関及び捌査助詞・協力者

独立行政法人|Ⅲ|立文化財機構奈良文化財研究所

独立行政法人鉄道辿投・運輸施投整備支援機柵鉄道建設本部九州新幹線述i没局

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所高妻洋成赤田昌倫柳田明進

奈良教育大学金原正明

（株）古環境研究所金原美奈子

千葉県立中央叫物館加藤久催

熊本県立装飾古墳館八代市立博物館未来の森ミュージアム

熊本市教育委員会宇土市数育委員会甲佐町教育委貝会

牛嶋茂杉本和樹（西大寺フォト）

高木恭二丸山典史中原紳彦藤本貴仁原田範昭馬場正則宮崎敬士西口貴志

上澗原聡械浦加代子毛利恒彦松祁智

石川哲哉大谷伸宏内田賢一山田大輔

椎莱博昭本田晶子渋久野あゆ子作田消悪雨田繊之

小原さおり吉側加奈子相浦光久中川かなえ

調査・整理業務に伴う業務委託受託者一覧

発掘洲査委託業務（２区・３区）

測最・遺構実測・調査補助業務

空中写真撮影業務

遺物一次整理業務

遺物実測委託業務

デジタルトレース委託業務

遺物捌影・版下作成委託業務

自然科学分析委託業務

木器保存処理委託業務

５

国際航業株式会社

株式会社埋蔵文化財サポートシステム

写測エンジニアリング株式会社

株式会社埋蔵文化財サポートシステム

株式会社埋蔵文化財サポートシステム

株式会社埋蔵文化財サポートシステム

写測エンジニアリング株式会社

株式会社吉田生物研究所

株式会社吉田生物研究所
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ム
ｌ
ｎ
ｕ
４
明
二
戸
爵

６

地
域
Ｎｂ． 遺跡端 所在地

訓諭肺臓

(㎡〉
調従期間

熊
本
肌
南
部
（
水
俣
・
八
代
市
域
）

乎
城
市
域

熊
本
市

1０

1１

1２

１３

1．１

１５

]６

1７

1８

1９

２０

２１

２３

２．１

2６

一
Ｊ
リ
】

2８

腿野遺跡

古艇戦跡遺跡

古脆能浮迩跡

‘If脆嘘ド遺跡

↑.『地硯行寺遺跡

悔地小畑辿跡

;|:片小路遺跡

両片･稲村遺跡

lwi片百田辿跡

上11侭女夫木辿跡

liIj田遺跡

,叩11Ｆ永旧雌|;ﾉｊ

四i洞棚Ⅱ．!堤防

IIf竹部辿跡

尚請遺跡

尚良柳迫遺跡

川尻外城遺跡

ヒノ郷辿跡

八‘Ifh町遺跡

君水木遺跡1肺

三本木遺助;群

(田崎地賦）

ドfI:中llHj辿跡

水ﾙｌＩｌｉ氏野町

八代市古雄町

八代市占麓町字能が

八代I|『古雌町宇砥崎

人代I|耐地町字肌↑ｒ‘1Ｆ

八代IIf宮地町,j･:小畑

ﾉ､侭11『:|】片字小路

八代:!i1町片町‘i:{,ii村

八代１１７飯片町字IＷＩＩ

八代市上岡慨町
字女ﾉﾐ木

八代市lrbIIIlIIl‘

八代111Ｆｒ町新牟旧

八代市鏡町Iﾄﾘ‘i川

‘i:城Ili不知火町小牌部
宇中納1０８３６，１９８１－３

宇城Ｉｌ
字南‘Ｉ

『i唱城ｉ１ｉ不知火町

大字高良宇柳迫

熊木｢iiI梢区常合町古閑

1287-1他５Ⅷ

熊本市両区川尻３１.目
831他６縦

熊本IIiI卜jl“〃I1lj･ｌｒ１１
30'1-1他５A庇

熊本IIf阿区蓮台､IF4-I

!｜132-3他１１鞭

熊本llillIilえ蓮台.ljb･ｉｒ

11578-8

熊木市阿区厩崎Ｉｊ,閥

::７稀の！

熊本１W侭区岡崎１１.同

｢不知火町小脚部

'’’１９９－１，１‘l”･･２

1．５００

(ｘ２ｍｉ）

1.800

2,200

１，５２８

(ｘ３１ｍ）

505

(ｘ２ＩＩＩｉ）

１８０２．７

（x1Iiii）

352.1

（x31iii）

1,072,1

<×､1ｍi）

１，５３０.‘１

(x3Iiii〉

3.Son

(ｘ２Ｉｉｉ）

1．２００

〈×３面）

2,800

6.282

(xgIiW）

２.Ｓｏｏ

１，５３０，１

(×２而）

2,10

6０

160

9(1).３７

郷６

7,107‘１９

1756.91

ＭＯ{]0

３３００

２５０

700

3138..12

119.12.s

～i110.3.31

H12.12,5

～1113.5‘３１

1113.10.9

～Ｈ1,1.､1．３０

Ｈ１3．．１．２８

～１１１１．３.聾０

Ⅱ1.1.1.1s

～111,1,1.20

１１１３，１０‘９

～Ｈ１I.{:､３

1115.5.6

～1115.9.30

H1.1_辺．：

～期･I‘６．３

H1‘1‘’１，：

～Ⅱ:５．１冊．１２

iiI【

H１

H】‘1．１２．１

～1115.3.12

Ⅱ13,,1.15

～1113.9,28

剛2,7.1

～111,1.1.19

1113.11.1

～1M.1．３．２９

Ⅱ１３．８．６

～lIl,1．３．２９

Ｈ１5．１．１１

～1115.:１．３１

H1６．１１．５

～Ⅱ16.12.割

期6‘１１．１

～Ⅱ16.12.10

1113.9.20

～iiIH．【2．２８

11Ｍ.９‘：７

～ⅡＭ･脳.２７

Ⅱ18.12.,1

～1111),５，３１

Ⅱ18.9,20

～IIIO.:1．３０

1115.罰.２：

～Ⅱ１６．１．１$Ｉ

1115‘６．５

～Ⅱ15.【I).３１

１１１１１．２．１７

～1116.3.31

IIS，１．２１’

～1１８．３．２５

１１１５．１１．２７

～1116.3,31

Ｓ･Ｉ

1１３．３．３１

10.：

I:,1.2‘２８

村崎羊嵯中川裕弓

i昨':久j:ｆ米村火

古城史雄水jlf悔郎

青柳抑兇Ｗ色茂
宮崎妬

背水勝上松j色繁

ilf木勝上米村大
松l色繁水川麻紀

商Ⅲ災樹瞳朴部縛-．
宇川仏将

坂田和弘坂口装太郎

艮ｔｆ部鮮-,‐中村幸宏
Ｍｉｌﾙ（聡牢ⅡIL1将

内側成侭洲崎明子

村中押絵

災符祁蕃一商、英樹
flIIII敏郎更‘r:一生

出川久庁米材大

坂口階太郎瀧貴史

民静部粋一村中秤絵

坂i：l;太郎戦没史

長行部溌一緒ﾉﾉ評jz
kI澗脈蕊荒木隆宏

洲崎IﾘI子

KII
後
村･擢宏１W総和生
藤没美子占悶敬士
讃聞教蛸和田敏郎

野'11英袖

内iii成待西山'11炎了

坂１１階太郎

坂1.1膳太郎

坂1.11苫太郎

坂1-1･陰太郎雌〃-膳子
坂木'11【矢‘

坂1.1.陛太郎

字HiLl将伽lij敏郎

長谷部蕃一‘Ｗ日徹也

ITLlH利宏
剛H恭子

嘱柴摺購

坂11:臆太郎

怯鈎１１美多倒時司

今｛:､脈|徳nlIll敏郎
字111瓜将｛伽１１光智

坂１１世八個.；

城水liK矢！．．

帆足俊文

宮崎敬七柵永雅美

城臓明角111賢甚
佃朋生宇田貝将
』抑'１奈子演II1敦端

拠文晩川

弥生後期.

占代

『''111：

古代・中世

近1M：

古代・中批

古代・中世

古城・古代

中

iI『l（・古代

｢1１

占代・ｉ１:ｌｈ：

;'１．代・中世

古代・中世

占戦・古代

近

古代・近

弥化後期・Ili

代・１１:世

弥生中期

～後期
古jjfi初頭

弥ﾉk前期.

古城初頭
後期

弥ﾉ!:IiiI期

後期

近枇

(文政２年）

1819年～

近

<寛政１１年）

1799年～

【1１

11,.代

IＷｔ

古jfi時代

･'11.代(平安）

'''１１ｔ・古代

lyl;ﾉ１４;'１期～

後期・古代

llFI唯後期

Iir代・I11iIl：

古代

１文晩期

vk後期
,･代

ｲ輔

,ド緑

喉係

，|、

雌鯉

ド報

ぶ熱

雄泣

,ド制

正道

水線

,ド線

正道

,棋線

』＝
令､

ﾉL悪

|似。
､龍線

､撰線

仁線

本線

‘1§線

鶴
郷

俊線

IEF線

睡施

弧〔立

巡立

端１８９災

繭２２７災

第２１６典

第２３５災

鰯25‘l典

節２３５鯉

鋪25.1

第228災

第228集

城２２４嘘

第228集

第２‘１２災
捕郵６蝉ﾆ
ｰー 郁記,股あり

4淵､'￥

第236蝿に
~稲記牧あり

第２１１災
端蜘Ｇ恥「．

‐部記戦あﾄフ

第25‘l蝶

第265鵬

刈再,Iｆ

第２７９災

鰯２３９蝿

鋪２８１雄

繭１７‘1集

第２８０災

jjM盃担当荷 遺跡の年代
剛茄
聞別
報併,IＦ



Tal〕､３九州新幹線新八代～岬多間述I没に伴う熊本県内の発掘捌在一覧

７

凡 列

l:道 工１ 川道路

服駅 新１ 満駅

駅 新 本駅

迎立 JＲｊ い郷f業

怖幹 市道切り替え

迂道 迂回道路

縦施 新幹線縦備施‘没

八駅 新八代駅

芯施 電源施俄

熊
本
市
域

2９

3０

３１

３２

３３

３４

3５

3６

諾本木遺跡群

(田崎地Ⅸ）

二本水

(聞崎ili

H跡群

ij1切性）

二本水遺跡群

(田崎隙幡）

二本木遺跡酢

(存、地区）

流６次↓IMIだ

三本木遺跡畔

(春Ii地に）

第１４次剥盃

花IMllll

〃日山道跡昨

新馬併遺跡

北島適跡解

〃楽寺出11遺跡

熊ｲKII柄ⅨiⅡ崎１丁1１

本市西 八:1M崎１１．１１

本市凹 訓１１崎１１．１１

熊本市西脳作『1３１．１１

】015榊地

熊本市西区ｲド1131.11

熊本市四区横ｆ２－ｒｌｌ

1183-21版か８韮

熊本市西低横手１ＴＩＩ

IＭ２番地服か６縦

熊本市衡区池川４１Ⅷ

519ほか’１錐

熊本市北Ⅸｋ郎迫町

１７．１－２ほか２乗

2300

4８

78.6

12700

３１３３．５１

550

3450

9８１．５２

Ⅱ1７．１１．１１

～Ⅱ18.8.1H１

1119.5.

～剛9.1j,仲

IIlU.10-1

～川9．１１．１

Iil７．１１．

～ＩＩ１８.】３.瓢i

Ⅱ型.７．２０

～1122.8.3

Ⅱ1７．１－２１

～'118.12.1桃

H1８．５．３０

～Ｈ18-6.:K)

1120.1..1

～肥0－１．３１

Ⅱ鵬.６．１５

~Ｈ１9,2,2H

Ⅱ１９．５．１

～Ⅱ１９．１０．３１_ウ

坂口篭,k即ｌ色〃稚子

多慨lIIlj‘１

松森剛〕(』水Ｍ琴

槻化鬼横川光智

民谷部鮮一吉Ｈ１撤也

早川利宏吉井英志

蛙拝部沸｡

坂ｕ雌太郎辿Ｉｌｌ宏

坂ｕ二|;太郎

述11」没椀化鬼

今村和鯉

撤脚光刊 111次

坂口圭ﾉk郎

慨雌克

弥碓後期

ＴＷＩ・Tfr代

弥ﾉk後期

古代･中世

1r代・近仙：

古代、１１

近'11；

古代

古代

中'11:。占代

弥生後期

古代・中世

純文晩期

古代

無線

'1f詩

辻道

蛎駅

仏線

,炊線

乍線

龍線

鋪２８０集

鋪２７１典

鋪２６６災

熊
本
県
北
部
（
玉
名
市
域
）

3７

3８

3９

4０

４１

4２

4３

｡１１

1５

4６

災山ﾙiiI11週跡

稲佐沌制遺跡

祭田下遺跡

小園遺跡

太郎九週跡

西,壁敷遺跡

瀬萩辿跡

il1j迫間Ｈ波遺跡

I端平野条拠跡

(古閑Iiij地Ⅸ）

阿安輔脚跡

蹄郡南側町氏山

’i2IiiiIll

I端郡嘱Ⅲ〔町稲佐

K名市津{W'r:祭田下

223-2ほか９筆

Ｉｉ瑞市石伐'ｉ２'1,園

3.15-2ほ力､１３筆

二1輪市大字iltWI宇白柚

l'･373-2ほかｌ３兼

K名市大坊'i:両屋敷

2660-3ほか４筆

瀦市沌冊it川而

03-3辰か３笠

K名市I‘ｌｉ迫lNl

限f',市両辿'111'i:古閑Iiii
158-2ほか０乗

{端郡二K束町I噂安寺
1０１８

600

2273.5,1

5762

（×２ｍ）

2406

Ｍｌ４８

325

43.14

742.92

2537.85

５１８

Ⅱ1６．－１．２７

～Ⅱ1８．５．２１

Ｈ１６，５．２７

～Ⅱ17-12.2月

1１１６，６，１

～1116.10,27

１１１６．６．１１

～Ⅱ16.10,31

'１１６．１１－１

~Ｈ１７．１{).3１

'117..1,9

～Ⅱ１７．５．１３

1117.4-19

~ＨＩＴ､9.30

1118.8.23

～１１１８．１〔1，１０

１１１９．６．１

~Ⅱ20.1.31

Ｈ１8.11-26

~１１１９.肥.ユ&

坂口戦ﾉk郎

尼方二脚'．今村ハl徳

遠山没

災谷部iIf・占川倣也

IIL側利淡間川恭1『．

坂口圭火郎怯森州災

坂本猟矢ｆ速'１１座

災容部岬一吉111微也
fi4田利吹園111撫子

長谷部僻・古IiI徹也

JI1Hi利宏剛i11恭ｆ

Ifi徹也早川利窒

坂1-1二l;太郎屯Ｈ１学

災谷部鮮・古川徹也

鼎田利次閲111恭ｆ

坂'-1-1号,ｋ

弥/I
IIIll

後期

弥生後期

古j、占代

中仙

弥生後期

''１１ｉｔ近世

古代中世

近iM：

古噛古代

[Ｉ

弥′ｋ占墳

弥生後期

占噛(初・後）

古代II1lM：

中仙近世

,ド線

ド報

小線

9さ線

供線

本線

,権謀

K駅

撚線

に通

鋪268集

鰯２６３典

第2.17集

第256災

第250集

鋪２５０集

第２５０集

第２６Ｈ災

第261集

鋪263集



九州新幹線建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一覧

『二本木遺跡群』熊本県文化財i淵査第17‘1集熊本ﾘiL教育委員会柵１９９９

『災野遺跡』熊本ﾘi1:文化財洲在報告節189集熊本県教脊委員会糊２０００

『古龍能寺遺跡古麓城下遺跡』熊本A(文化財i捌在慨告第２１６集熊本県数７if委員会綿２００３

『古麓城跡』熊本県文化財捌在棚告第227集熊本県教帝委員会綱2005

1'‘|'片小路遺跡』熊本県文化財捌査報竹第224典熊本ﾘIL教育委１１会編２００５

『西片稲村遺跡！''片小路遺跡』熊本ⅢL文化財捌在卸告第228集熊本雌教育委員会編２００５

『悔地小畑遺跡宮地微行寺遺跡』熊本ﾘ,!:文化財細itf報告第235典熊本貼数青委員会編２００６

『肋、遺跡，上日Wit女夫木遺跡，西片百田遺跡』熊本ﾘｉｌ文化財i淵従雑告第236集熊本県教帝委員会縞２００６

『i)n片百m遺跡』熊木ﾘi1:文化財i淵査報併蛎242災熊本ﾘ,!:数育委旦会編２００７

『上ノ郷遺跡』熊本LL文化財捌在報告流239菜熊本ﾘIL敬青委員会編集２００７

『ﾊﾙ、遺跡』熊本ﾘ'し文化財捌在慨告第241集熊本県教帝委員会綿２００７

『祭田下遺跡』熊本ﾘ,!;文化財澗在報告節247災熊本ﾘ,L教育委員会編２００９

『太郎丸遺跡、西駄倣遺跡、瀬恢遺跡』熊本県文化財調従報告第250集熊本県教育姿貝会細２０１０

『八代平野二I急拓遺跡僻（高川手永旧堤防・四百町I)N旧堤防)』熊木ﾘi1;文化財,淵在報告節254難熊木ﾘi1:教脊委員会編２０１０

『小圃遺跡』熊本ﾘ‘(文化財捌在報告第256集熊本県教帝委員会糊２０１０

『古曽部遺跡、南洲遺跡、商良柳迫遺跡』熊木ﾘ11:文化11州M在慨告鋪265集熊本ﾘj1:教背委員会編２０１１

『花岡１１１．万日山遺跡、新賜借遺跡、北JMi遺跡雌万楽寺出、遺跡』熊本ﾘR文化財細在第266災熊本ﾘ！(敦青委瓜会編

『稲佐津研遺跡、西宏寺遺跡』熊本1jiL文化財洲在鞭告第263集熊本喋教行姿員会細２０１１

『玉名平野条里跡（古閑前地腿)』熊木ﾘIL文化財i淵在報告鰯261災熊本ﾘ,!:敬育委員会編２０１１

『1を山前1m遺跡、両迫間日渡遺跡１』熊本県文化11ｹ調在縦!『第268典熊本ﾘiL敦青委負会編２０１２

『二本木遺跡群（秤日地区）５』熊本ﾘﾑ文化財I淵在第271災熊本ﾘi1:教育委興会編２０１２

『ド江中側遺跡（上１１侭女夫木遺跡)』熊本県文化財調盃第278典熊本ﾘ,!;教育委典会２０１３

『川尻外城跡』熊木ﾘ11:文化財i淵査第279集熊本県教育委員会２０１３

『三本木辿跡群（川崎地区)、市道切り枠え、辿立区間』熊本県文化財調在報告第280集熊本ﾘi1:教育委員会２０１３

『八崎町遺跡』熊本ⅢL文化財i淵森第281集熊本1M:文化11ｹi州査第281集熊本ﾘi1:教背委員会２０１３
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第２章調査

ｌ調査地域

（１）遺跡の位悩

地形概要当遺跡の立地する熊本ﾘ,↓熊本市南区富合町（旧.下益城郡富合町）地内は、ＪＲ鹿児島本線「富

合駅_ｌと「宇土駅」間に位置する。当地域を含む熊本平野は、北～東～南側を山体に挟まれた大きな入江

(熊本海湾）を形成し、白川及び緑川の二大主力河川とその仙中小河川の沖祇作用により熊本海湾を埋め立

て作った三角洲と地盤の隆起迎動による干潟化、近世以来進められた人工的な干拓によって形成された低平

地である。形態的には複合三角州といえる極めて新しい沖積平野で軟弱な砂賀土及び粘性土より成る沖欄層

(現在～1万年前）によって柵成されている。また、熊本平野を流れる主な河川は北から坪井川、白川、緑川、

浜戸川の４河川である。

熊本平野について日本の九州地方、熊本ﾘI↓中北部に位置する沖禎平野である。狭渡の熊本平野として捉

える場合は、熊本市から宇土市にかけての低地を指すが、広義には菊池・鹿本平野から八代平野に至る平野

も含める場合がある。しかし、本報告では熊本平野と記す場合は前者の場合の平野を指す。平野の広さは

775平方キロメートルで、九州島内では筑紫平野に続く２悉目の広さを誇る。平野の東側は阿蘇山の外輪

山に、西側は有明海の島原湾に、南側に宇土半島･雁回山に面しており、平野の中央を白川、緑川が横断する。

（２）歴史的背最

当該遺跡は沖積平野上にあり、圃場整備が終わっていることから埋蔵文化財に関する情報はこれまでには

少なかった。しかし、周辺部の山塊部へと移る丘陵地上には縄文時代以降の遺跡が多数知られている。遺跡

の南を有明海に向かい流れている浜戸川流域の熊本市南区城南町では､縄文中期に｢御領貝塚｣｢阿高貝塚｣｢黒

橋貝塚」が見られる。黒橋貝塚から見つかったイタホガキ製貝而や阿商式土器は、佐賀県腰岳の黒剛石とと

もに韓国釜山市東三洞（トンサムドン）貝塚からも出土している。

また、富合町の南に接し位慨している宇土市の「卿畑貝塚」からはドングリ貯蔵の痕跡も見られ、出土し

た曽畑式土器は同型のものが沖縄諸脇や朝鮮半島からも発見されている。

弥生期になると、海岸線から離れた台地上に環濠典落を形成している富合町の東隣にあたる嘉島町では、

大規模な環濠集落として知られている「二子塚遺跡」があり、緑川流域の拠点集落として知られている。

（３）既往の捌査

今回調査を実施した下江中貼遺跡の周辺は、これまでは発掘調査等、埋蔵文化財に閲する限りは空白地帯

であった。それは、周辺地域に見られる縄文後期の貝塚群が丘陵裾部に位慨しており、縄文海進期以降も河

川河口部、干潟、埋め立て地等の海浜地域であったため人々 の足跡はないとみられていた地域であった事に

よる。今回連投された熊本総合車両所に関し確認調盗を実施した約２０万niのうち、埋蔵文化財包蔵地とし

て協縦確認した面積約7.107.49㎡は全体面欄中約3.5％の割合であった。調査の結果、遺構が広がるとみら

れた方向は隣接地においてもiIi灰色粘土により包蔵地が切られており、県内四大河川の一つ「緑川｣、その

支流「浜戸川」とに挟まれた中に遺跡は位置しているため、幾度となく洪水による被害を受けたことは想像

に難くない。また、この地域は県内でも比較的早くに、場繋伽が実施されており、旧地形が改変されそれ以

前の様子を探る資料も少ない。

このような歴史的な背殻をもつ地域であるが、昭和５５年にやや上流域になるが熊本市南区城南町赤見字

前田で県営凹場整備ｊｌＩ業に伴う工4Ｉで発掘調査が実施されている。当時、県文化課では同町上の原遺跡で発

掘調盃が実施されており、不時発見に伴う調在にも関わらず地元教育委員会と連挑のうえで洲査がなされた。

遺跡は水路掘削地のみという面積約200㎡ではあったが、弥生時代後側～近世までの遺物が確認されている。

参考文献

r赤見前田遺跡』熊本県文化財調通報告瞥５３集熊本県教育委員会１９８１
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また、一部では遺物包含屑及び遺柵が確認され、６世紀中葉～後､'４期の生活に伴う跡であろうと推測されて

いる。標,１．ｉが３～３．５ｍ前後の低湿地であったことから、遺構が確認された洲査区は微高地であったようで

ある。

（４）測敬

当遺跡‘淵査に際し、事前に唯準点測１１tと水醜点測量を実施した。基準点は、調査の契機となった九州新幹

線建設工ｊＨに伴い鉄道・運輸機構が設慨した'二１本測地系に基づき、｜』士座標Ⅱ系により設世している。

２００２年（平成１４年）４ﾉ１１日から施行された改正測脳法に伴い、日本測地系から世界測地系へ穂行す

ることとなったが、本事業における騨催点がすべて日本測地系にﾉ‘|Lづいていることから、県内における同事

業に伴う埋蔵文化財発掘調在で設置した基準点は、すべて日本測地系に基づき設例している。なお、世界測

地系との盤合をとるために設悩した基郡杭の数値を日本測地、世界測地でそれぞれ示す。

点名
日本測地系

X座標 Ｙ座標

世界ガ

Ｘ座標

M地系

Y座標

１区 -32440 -30470 -32067.9434 -30690.9968

２区 -32470 -30470 -32097.9438 -30690.9967

３区 -31300 -30350 -31927.9418 -30570.9957

４区 -32370 -30310 -31997.9431 -30530.9946

Tab,４下江中肋遺跡調従区内飛祁点測哉成果

（５）地区削り

試掘・確認調査の結果確認した調査区を網羅し、統一したＧｒｉｄ表記を行うためにｌＯＯｍ四方に及ぶＧｒｉｄ

を捌査区全体に北西隅を起点とし、東へｌ～４、折り返し５～１２までの人Ｇｒｉｄを投定した。さらにその

内部を５ｍメッシュ区分し、調査第１Ｉ型北西隅では「10-G-2」Ｇｒｉｄと炎‘氾した。本報告課内で表記する

Crid名はすべてこの方法による表記としている。

（６）その他

①発掘調査は遺構の種別を派す以下のI把号と、一・連の遺拙番号（三桁の数字）の組み合わせにより表記した。

ＳＡ（塀・柵列）・ＳＢ（掘立柱建物）・ＳＣ（廊）．Ｓ、（洲）・ＳＥ（井戸）・ＳＦ（道路）・Ｓｃ（池）・ＳＨ（広場）．

sＩ（竪穴述物）・ｓｊ（土器埋納遺構）・ｓＫ（土坑）

SＬ（炉・誼)・ＳＮ（水田・畑）・ＳＰ（柱穴）・ＳＳ（礎石・葺石・配石）・SＴ（墓)・ＳＵ（遺物災俄）・ＳＷ（石

畑・防謹嘘）・ＳＸ（その他）・ＮＲ（自然流路）

※上記には当遺跡で使用していない記号も含んでいる。

※太文字、下線付きで表記している辿構は当慨告で他川している‘把号である。

②遺物観察炎に使用している色調については「新版基準1:色帳」1999､ＤｌＣカラーガイド「中剛の伝統色（２

版)J、「標準色230．日本色研1998」を使用している。

１１
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遺跡地名表鹿

週跡

播珊
辿跡名 週跡の時代

職水平野条Ⅲ跡 古代・'11世

２ 811無11種跡肺 弥生 OＩＩ

３ 禍域寺跡 古代 111

･１ 願ＥＷ寺跡 古代 中世

５ 脚町 古j、 古代

６ 1,1拙諦跡 近

７ 光明寺跡 古代・OIU世

８ 条胆跡 古代・01n世

９ 辿棚の六地幽 '12111

０ 揃走 i9i代・'１

築竃貝塚 縄文

２ 此隙断巡 近１１t

３ 大穂旧街幽 i”

４ 禍騒寺跡 古代・#1１

５ 薬iW寺跡 1１

６ 川口時跡 '1３

７ ド江IIB回 iWI侭則・古代

８ lqiIt条皿跡 古代・Ul311I

９ 腿禍寺跡 Cｌ

2０ 洲熊の硯需倣 近ilt

２１ 条蝿跡 古代・：IⅡ

2２ 条川跡 古代・Cｌ

2３ 佃抑域跡 1１

2４ ソピエ石側峨 抑文

2５ 神ノ上古岨 古咽

2６ '11原難跡 代

2７ 腿鵬寺跡 811

2８ 西蔵 弥生

2９ 水脈111城跡 8１

3０ 肥剛山悔上寺跡 81111ｔ
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２下江中島遺跡調査日誌抄

調査llx

IiMl盗貝及谷部群一・、吉田徹也、li1111利宏、ＢＪｆ仲英志

㈱埋蔵文化11イサポートシステム上研Ｉ;(恥

2006年（平成１８年）

12.43Ｋ炎上剥ぎ開始ｃ本道跡捌介低を７１'<に没疋し３

Ｋから蛍'二を剥ぐこととなったｃ表_|:を乗らかいため調frK

雌面のＩｌｉｌ藩が想定されたため、法而Ｗ爪から１ｍの帆をと

りさらにそこからｌ：1.5の勾配をつけ掘削を続けた。試掘

時のトレンチでは捌代に供するため土巷掘り上げつつ作業ど

続けた‘，遺物包含1Ｗとした略褐色粘二I:1面まで棚り下げる。

試掘で道物が確認されていない部分は部分的に包愈層相叫肘

‘'１位まで伽り下げをおこなった。同捌介区内において炎|剥

ぎ時に川ｔした遺物は土師洲片のみであった、

12.53Ｋ表土剥ぎ継続。側侮区南側道路沿いに排水のた

めの洲をfトレンチも雌ねて捌削・耕作土I'‘〔下の灰色帖置士(マ

ンガン粒多し）までは炎-1ﾆ剥ぎの対象として掘削を実施，３

肘（昭''1色粘土肘）からはMI1i器、鎖忠器等がローリングを

受けない状態で出土し始めたため掘削深唯をやや浅くとり作

業を継続することとした。全休としては遺物の品は少ない，

１２．６３区災上剥ぎ継続。作業は昨'１と変わらず須恵洲ﾊﾞ

の出上数が期えてきた態がある．誠撫結果かで約50.,と想

定していた捌削深庇からはやや渡<３０(2m程度で辿物包介肘

が露出することから掘削深唯を洩めに変史。試掘I淵炎時のト

レンチ即めｔも掘り上げたため本日の作業は進まず．ＭＩＩ11,

本‘凋査I><の災|剥ぎを終了する予定であるが厳しい状況であ

る。

１２．７朝から謝在区に赴き現地を確』蝿．，凋査区内には雨水

が淵まり排ﾉk路として掘削していた凋従Ⅸ周囲の洲も水中ポ

ンプを没慨していなかったため水没。よって、本11は衣|剥

ぎ作業は休止する‘，

12.83Ｋ災上剥ぎは昨日の降雨により水抜き作業実施の

ため本日もjn機を川いての作災は休止。Ｉ閥在員により排水fF

業を実施。また、本11は作業ｕ脱明会を爽施。地ﾉ錨合ｲI縦

荷（近接I1j町も含む）を対象に開怖。参加者１０９橘。勤務

にあたっての注意Ｗｒｉ（別紙ｌ）の脱iﾘl、質疑応涛の後、ＡＩ（

川喉諾苫９１名（辞退省５橘、１３名は態度保制）を採用す

ることとなった．

その後、脚際航業㈱と‘凋査ｕ淳の経雁‘'}に雁づき､'１方から賀

Ⅲ形式で内容の確I蝿を行う診締験不足と思われる行（大学ｆ

災から冊がなく実務総験に乏しいと推測される）が肴まれて

いたため検‘付を要州する。また（大型カメラ（４×５）関係、

測品機材）のリストの提出あり。概ねI'ﾉjtする。

夕方には‘州従員打ち合わせを爽施。職ｕ（瞳が部、苫剛)、

Ｊ１稲勤職ｕ（手柴、坂本、lfllII、吉井）が初めて雌合する１，

‘測征区の(雌Ｉ説Iﾘ収び現地賊‘泌撞行う，そこで捌介総括股

神部、鋼fr総括及び‘llI務担当ｉｉｉ田、IiMlfrl区lflIlI・吉ﾉｷ、

,IMI代２区11<l際航業㈱、ｊ淵査３１，〈下柴、，MII在４区IKl際航業㈱、

捌従５区坂本とすることを砿‘蝿。

12.113【'<炎土剥ぎIljl淵。（通算４１１１１）雨水瞳抜ききつ

1５

ていないためダンプl､ラックがスリップしたため、鉄板敬没

作典が新たに加わりＦ定よりも作業がはかどらず。なお、包

行肘（賠吠色粘土肘）’二面ＧＬから包含肘深度及び出土遺物

の仰類等はこれまでとＭ様。，kIIより、IKI際航典㈱職員が炎

Ｉ剥ぎ作驚に参加９時からはIEI際航粟㈱職員とり『1現場‘i１

筋所で県Ｉ１ｊ川、国際航業㈱来剛が綱在協,砿。作業ｕ説明公

(１２/８のiP伽日）には‘1名の参加があり４名とも作粟に従1Ｉ

して頂くこととなったｃｌ２/８の作業ｕ‘悦明会で態度保留と

していた方については２名承,階､３名辞退､２名迎絡なし（そ

の後喉諾）が確泌されるＣ

ｌ2.1231'<の表土剥ぎ終了。友士のＩ１，〔さ、遺物型介臓の〃

さ・深度とも変化なし。明日からは５区の炎上剥ぎ作業に締

下する予定。

12.13降l;Mのため災l剥ぎ作堆は終I~1体''二。リ,↓,淵介‘Ｉｉ務ﾘﾘｉ

で‘側在の班体制等を協縦・

'1〔成１８年庇

１１“蛎哲1.800,1

２Ｋ民間調ft委託1.064,｢ｉ

３区民間洲従委託1.500㎡（３Ｋ、４区は隣接する,iMl海区で

あることから懐哩時に４区に統合）

４１く°５１'<ﾘ,11f〔営1,2414㎡

平成１９年唯

５Ｋ県直営1,800,1

12.145区の炎|剥ぎ開始。３ばの時IljI槻に地禰がぜい弱

でることから路ﾙｰiから１ｍの柵を賎し、１:1.5勾配で法而を

役けその下に排水川（トレンチを』'@用）の満を設ける。明1-1

以降は表土部分の棚llillに入るｆ定。東側から掘削していた排

ﾉk川満の一IIIiiからまとまって」漁1j器片及び鏑哩器片が出土，

ｕ一リングを受けておらずまとまりを持った状態での出土で

ある，法而の一部には炭化物が肘位を保ち確縄された．遺柵

内である可能性が尚いく，

12.155Ｋ災土剥ぎ］（２日１１）本'二Iから捌究面の炎土剥

ぎに椅手。現状ＧＬからの掘削深哩は約３０(､～４０mlである』

j１１本胴序は３ＫとIiilじであるが３区と比べ辿物の出I:剛が而

的には少ない，昨日の排ﾉk満掘削時のこともあるため慎覗に

作粟を進める｡その後の作業で辿物の集11Ｉする範I川とそうで

ない範囲とがあることが徐々にWIlIﾘIしてくる。トレンチ周辺

での掘削が残ったため１８日（ﾉＩ）に若手することとなる。

12.1851,<炎土剥ぎﾉI:前中で終ｒｃ（iilMnfが必凹なｌ/３の

範川のみ，そのほかは次年度洲fr-r定。１Ｋ（県11,(楢)、２

Ⅸ（民間訓代公‘托）炎ｔ剥ぎ1%1蛤。ｌ区もこれまでlIil嫌、路

ﾙiから１ｍ*Mを確保し彼I､掘削を優先させる｡遺物包禽牌(雌

I‘1灰色粘土肘）上而ｃＬから深さ３０cm～‘10(ｍ概度（法面の

断1mにより鵬泌）を！』す。遺物は土師器股び須恵洲（１２号

幾２袋分）出ｔｏローリングを畳けていないものも含まれる

21,<についても網査I>〈II1j側と北側に排水川の洲（トレンチ兼

川）掘削を行う:」遺物包含層（略白灰色粘上肘）上【ｍまでの

ＣＬからの深さは３０m'剃鴎遡物は調査KIjIj側のり,(側と調壷

I,<｣上側の掘削部分に典11Iして人１１tに川土。辿物は二1:帥器及び

菟辿器｡なお、問辺のｋは炭化物が一miに座がっており、遺

物にも炭化物が付芯している‘，この一角に遺物が災中してい



ることから何らかの遺柵が〃ｲl;する可能性が高いと吟えられ

る。本棚侮区を担淵する国際航業㈱のiiM侮員も菱I:剥ぎに立

ち合う。

１２．１９１区、２区の表土剥ぎを継続（２日目）ｌ区の表士

剥ぎについては、遺物包含牌上面までのＧＬからの深さが約

30cm～４０ml程。２区と比べてやや厚い。出土辿物は土師器

片、須忠器片で１２１)袋３袋腿度ｃ調従l><西側に典中して出

土している。２区は包含職ｋｌｍまでのＧＬからの深さが３０

ｍl程。川上遺物は上師器片、釧恵器片だが調査区lIIj側に巣''１

しており１２号袋２袋分に股ぷ。それ以外の場所からも出土

するもののローリングを受けており数はまばら。なお、上腿

北西側の範囲には炭化物がまんぺんなく入っており部分的に

は黒く尚まって存ｲI;する。ｇ１ｉ‘咳部分からは遺物が出土する‘

Ｉ区、２区併せて遺柵は調在Ⅸ西側に典中する可能性がある。

１２．２０１区、２区炎土剥ぎ継続（３１１目）１区については

西に広げるに従い遺物包含肘が薄くなるとともに遺柵検出麺

が浅くなってきた。（現況ＣＬより約３０cm）遺柵は西側で渦

状の遺柵を数条検出できそうである。遺物の出土は多く遺柵

全体からまんべんなく出土している。炎l剥ぎ作災は残り１

日で終了できる見込み含試掘トレンチ（Tl-l5-l）を掘りｌ：

げるｃ

２区については昨Ｈ同様現況ＧＬから３０《m程まで作業を火

施。昨'1多くの遺物が出_l:した調査区｣上面側の範州から東側

については遺物がほとんど出ｔしていない。また、包含酒に

含まれる炭化物も命まない。本調査区においてはほとんど炎

土剥ぎ作業は終了しつつあり、明日午前中で作粟が終了でき

る見込み。なお､拭捌トレンチ（Tl-l7）と撹乱を棚り上げる。

１２．２１１区及び２区の戎士剥ぎ作鴬を終了する。これで

平成１８年度調盃Ⅸの表土剥ぎがすべて終了したこととなる。

ｌ区が包含贋（11冊白灰色粘｣猫）上ｍｉＣＬからの深さが深い。

（ｌ区ＣＬから約４０〔､、２１〕〈ＣＬから約30.､）なお、ｌ区で

は調査区中央部付近から東側ではほとんど遺物が出土しな

いため包含暦上miからさらに２０cm細虻深く掘りドげる。ま

た、試掘時のＴ1.14トレンチが確遡できなかったため掘り

下げられず。表土剥ぎ後、捌査区周辺の環境整備股び法而油

掃、土誕作り作業ｕ１４名）

12.22午後、１区調査区珊境整備鞍丸施。午前IIJは調査転

継続している冒そ水水遺跡群（作日地区）第６次IilM介区の完棚

写真撒影のため本遺跡における作業は中止。

12.25現場作業は特になし。県調商'11務所にて当砿車岬偲

地のｊｖ拙当者と安全管理を火施。安全衛生怯に』Aづく安全

管理（ﾘ【故防止）のため、委任業者である国際航笈㈱の監叫１

技士に代表して参加させることとする。（_Iﾆﾘ皿1M場内であ

りダンプトラックの往来が多いこと､また作業ｕの通勤路(移

動通蹄）とも亜なるためおＪ１:いに安全行哩の認披を統一して

持っておかないと１１故が万一起こった際の対応が問われるこ

ととなるとのこと、県（同際航業㈱含む)、Ｊｖ双方で認識を

一にしておくとともに、昨'-1まで異なる堺柄がある場合は作

業員に間知することとする｡）

12.26二本木遺跡群（が11地区）が側査終了したことを受

け、現場‘lＩ務所から調査機材の搬入を行う。搬入が本日だけ

1６

では終!'しなかったため、明日も継続して行う。現場作粟は

行わず．

12.27二本水遇跡群（作LI地区）捌査事務所から潤術機材

の搬入を終了する。本日も現場作業は行わず。

１２２８午前11'は１１務所IAl盤理作業。午後は二本木遺跡僻(存

日地区）邪務所撤収作業に立ち会い後、県庁にて平成１８年

の化‘lＩ納め式。

2007年（平成１９年）

１．４午前中ﾘﾑ庁で仕ﾘＩ始め式、午後は事務所にて作粟凹連

絡網群ﾂ務作粟。現場作驚は実施せず。

1.5現場作業は実施せず。砺務所内の整理等を実施ｃ

１．９１区ベルトコンベア股置、tlWi確認（排水滴兼）束側

雛1ざに掘削ｓ

1.10ベルトコンベア役間。Ｇ・Ｈ２、Ｉ・j-lCrid清捌。各ト

レンチ壁清卜,I･トレンチにて土閣線引き作業。本日111土した

遺物は６世紀代の土師器・須恵器が中心で破片が多い。取り

上げは清掃段賠であることから表_I:としてまとめて取りｋげ。

１．１１調査区暇際トレンチにて炎土面下（川場整備後であ

るため、大きく削平されていることが予想される）から過構

とみられる断仙権検出。炭化物、土器片を多く含む。現段階

では捌査対象となる土肘はおおよそ３屑に分肘される兇込み。

上牌から黒褐色士（包介肘）→灰色粘質土（包含層）→IQf灰

色粘土（本肘11面が遺柵検出面)。‘凋査区西側土層断面写真

搬影。

１．１２１区Ｃ～1-3．‘1Ｇｒｉｄ包含肘掘りドげ。南壁のj1f本

土肘の把捉を火施。湖侮区中央部に土質の変化点があるとみ

られるが、mi的な把握までは至っていない。1.4Gridで遺物

の典中を碓泌。

１．１５全体作鴬は昨日に続き調if区全体の包含層掘りドげ

作巣。Ｃ～j、３．４Ｇｒｉｄ遺構輔征。昨日雌‘蝿した土質の変

化ラインは調従区を超えて南北方向へ広がることが予想され

る。ｔ層確偲のため補助トレンチを投定し確偲を進める。そ

の結果、西側で確認した遺物包含肘がこのラインで切れるこ

とが判明。調従区全体からは６世紀後半から７世紀初頭の宇

城雌筑恵器が多く出土する。

遇跡の土屑碓,畷のため文化裸馬甥文化財保謹主事来跡ｃまた、

遺跡見学のため文化課吉田課長N1i佐、水上文化財保縄主聯、

今村文化財保１幅主事も来跡。

１．１６降雨のため現場作業は休止。

１．１７南側土肘詳細硫偲が終了したことから写真捌影を実

施。Ｈ・I-lOiIli助トレンチ掘削。遺物の出1:についてはこれ

まで同様変化はない。

１．１８調謙Ⅸ全体の』侭本土肘硫‘惚。Ｇ～J‐２～４Ｇｒｉｄで土

蘭が変わる変化ラインの見極め作業を実施。１１．１．１０Grid補

助トレンチ（Nq2トレンチ）掘削。水生粘土が主体のためベ

ルトコンベアの不具合が多い。そのためメンテナンス岡数を

畑やす。

１．１９調査区内基本北隅の確磁作業を継続。Ｇ・Ｈ‐２．３

Ｇｒｉｄ遺構鞘介、ＮＱ２トレンチ東間方向へ拡搬ｃ南醗際トレ

ンチにてみられる土質の違いは西側潤査区外まで広がる満で

ある可能性が川てきた。宇土市数行委貝会膝本学芸１１，本週



跡で尿１１肺定の字1:'1j内の作業凸を巡れて来跡。

1.22Ｇ．Ｈ、２～５Ｃｒｉｄ包含肘捌りドげ股び遺柵検出作業。

捌査区南側トレンチヒ層実測作業。実測図は１/２０にて作１．判‘

1.4Gridで川上したＩ:器群は人､ドが膳減しておりそれぞれの

原位置を保っていないと判断したため肘川士遺物として取り

上げた。卜位に遺柵があるかもしれないため今後の輔査が必

哩となる。本日から‘ド土市より作業員７f'i追加。

1.23Ｇ．Ｈ、５Ｇ『ｉｄでみられる灰色の肘は遺物を街み土ＩＷ

Ｆ位で遺物砿破片のレベルに明確な差がみられる。これまで

遺物が典'|IしていたＧ～J－２～５Ｇｒｉｄでの遺柵納介では1Ｗ

北方向の湖、柱穴が敬基あるのみであり、遺物を伴う遺構は

検出できていない。よって、地形のわずかな窪みに遺物が洲

まっていたものと考えられる。

肋２トレンチの拡弧の結果、１町側の落ちＭはみられるもそれ

に対応する束側の立ち上がりは兄られない。

1.24Ｇ～Ｊ、２～８Ｃｒｉｄ遺柵検出作業・試掘トレンチ（Ｔ1.

15-1）断１mで見られていた螺褐色粘質度を平断面で捉える作

難を実‘施。比鮫的この周辺にⅢ範囲に６世紀の遺物ど含む包

含胸があるものと考えられる。水屑が包含肘であるものか否

かも併せて確認することとする。調査Ⅸｌｆｊ壁中央付近Ｋ７

Ｃｒｊｄでみられる東方1mへの落ち込みがI‘1然流路群の胴なの

か満なのかを確認するため、J-8Gridの淡灰色粘圃I：（青灰

色上面まで）を掘削。出二tする辿物の中に木片、士淵片が出

ｔし始める。

1.25Ｃ～J、２～４Ｇｒｉｄ遺柵検出、遺柵が検出できる付近

にからは磯、ｔ器の典中がみられる。内側0凋査範州で遺俄検

川面がほぼlIjl一面を,】くすレベルまで掘りドげられたものと考

えられる。Ｈ・I-10Grid遺柵検出のためＧｒｉｄ単位で棚り下げｈ

昨日同様、掘り下げと進める。

1.26調従区西側の遺柵検川状況写真1M影のためｉｌ１ｉ#１１を実

施するも途中で降雨のため作業は中止。洲ｈｉ時に蹄0蝿したら

遺構の蝿|:には大別し２種のlIMl:が存ｲl;している模棟ｃ濃

い灰色粘閲I:ベース（遺物少ない)、薄い灰色ベース（木片、

炭化物、土器片）の２靴がある，今後の捌代の参藷となろう。

1.29西側０淵侮区断1m写真撮影．調炎のためベルトコンベ

ア（４機）搬出ｅ

1.30調介４区完掘のため油lW1oH-11Grid周辺で落ち込み

ＩＩｌから６世紀代の遺物とともに叫牌が検川されたことから掘

削を続ける。範囲の硫泌が非常に困難である，

１．３１１．Ｊ・K-12Crid，Ｈ､６．７Ｇ面。掘り下げ及び梢侮。Ｃ

～J，２～４Ｇｒｉｄ遺柵､'4面図作成（l/20）Ｊ､９Ｇｒｉｄでは貝を

含まない週物群が而的に見られた。碑群は第６隅（灰色粘

I:）の上位付近で広がるものと推測され（ド牌に貝肘があれ

ば分暦可能）遺構を形成している。その後、遺物川ｔ状況実

測（1/20）を実施。

2.1貝肘の現況確泌のため棚り下げる。Ｃ～j‐ｌ～４Ｇｒｉｄ

遺栂平面岡爽測及びレベリング．調査区南東隅､排水溝内(ポ

ンプ没固賜所）を深抑|り。地炎1ｍより４ｍｆ,1の深さとなった

が遺物は班められなかった。午後から降雨のため作難‘'1止・

2.2Ｋ-９，Ｈ・I-lOCridで補助トレンチ内にて検出した落

ち込みは東端まで遺物の連続が確縄されたことから洲ではな

1７

<､‘iJMfrIさ内で定結しない火規棋な流路の【'1能性があるrよっ

て、，ｉＭ夜区中央遊境に火きく堆欄のlli位が異なることが明ら

かとなったａこの遺柵（流路）は第３届を切り占墳時代後期

の1:器群と脚然遺物とみられる水ハ･を含みそのド牌にカキ、

シジミを中心とする貝顛を含む．

２．５脚然流路（以下「ＮＲ（NaturalRive『)」と＆.う｡）の範

朋脈偲作業．｜綱の碓i偲を進めながらi淵査遊継続．洲在区北

東隅の深掘りはIji藩可能性があるため中止した。栂還批概亀

２．６ＮＲの範IMI確思作業牡継続。Ｃ～J‐５～９Ｇ『ｉｄの遺柵

検出作業。

2.7Ｃ～j､５～９Ｇｒｉｄの遺構輪代股び実測。

２．８，ﾘM侮区火1111のＮＲを辿柵ではないと判断し重機を搬入

して則削を側蛾Ｎｑ２トレンチで雌遺物層とする屑までiIi機

を川いるが、ＴＷＩ時代後期の遺物を念む下肘については人力

による捌資のため牌を残す．

2.9降雨のため調査を休止ｃ調介ｕのみで‘脚代区の水抜き

作業を実施。その後、細i11tllI務所で武料・ＩＩＬ』録の盤理。

2.l3NROOl（‘淵査段階ではSDOO5と表記）ilt機を叩いた

掘削。４〔バックフォー仙川。

2.l4NROO1の掘削を継続し終！'･遺物の分布範囲は限定

されている可能性がある‘ＮＲ中から出土する遺物は1-1脚と

の関係は現在のところ不Iﾘlである《’'1:後から降l:Ijのため作災

を中1k･作粟II1Il:後は捌従ｕにより排水作業股び室内で妃録

の叢叩作業。

2.15ＮＲＯＯｌ柵に改めて排水坑をfin機により細削し200Ｖ

の大jW1排水ポンプ巷設慨する。ベルトコンベア役置。その後、

動作を賊認し爪機掘削後の環境整備を行う。１Ｋ凋査区金城

の柱穴（SP）俳の､ド裁作業をほぼ終j'、

2.16ベルトコンベアを北側に設睡NROO2股び湖SDOO3

の捌介に涛手℃NROO2は|:下二Ｍのjil1土慰持つ。遺物の出

上はI:師器小片が少最である。

2.19NROOlの滴捌作業。NROO1内j-llCrid付近では土

師器喪、須忠器杯、饗があるまとまりを持って出土。聯滅は

少なく廃棄後の移動はあまりなさそうである：

Ｇ～J，２．３Ｇｒｉｄで柱穴（SP）が柵１１柱辿物（SB）になる

か調従ｕによる検肘を実施。柱穴は小規模であることから通

常手賊のように辿柵内で,Ｍtしても｜:胴断面が剛察できない

ため半殿する１Ｍ合、残りの良いものについてはBoxに範囲

を投定し広く掘ることとする。それにより遺柵が確実である

かどうかを確偲する。

2.20柱穴（SP）遺櫛群の見極め股び完掘。（一部写典拠影

が必哩と判断したものを除く）ｊ・K-10Gridの磯群検出参満

SDOO1、NROO2は完掘し拠測作業へ。

2.21柱穴SPOlO,SPOll、SPOO6､SPOOI、SPOO2土肘断而、

NROO2充掘状況の写真柵彫。ＮＲＯＯｌ内の埋I:掘り下げ作業。

掘りドげのなかで人頭大の束西方向に延びるイiﾘを確&匙

2.22NROO3の掘り下げ、柱穴SPOO8、ＳＰＯｌｌＳＰＯＯ２定掘。

満SDOO5とSDOO6切り合いを雌偲。NROO3は雌下肘に極

度に癖減した｜器片が典11Ｉし出土している。Ｈ・1.6～９週

櫛平1ｍ図作成、柱穴SPoo8、ｓＰｏ１１、sPoo1、ＳＰｏｏ２１:膳

断面側作成。



2.23これまで‘淵査を火施してきた洲（SD）は湖炎遊終え

た結果、明確な洲（S､）過構であるものは少ないこと判断

される。今後の川辺の閥介結果ともあわせて遺榊の性賂を検

討することが必哩である。

2.26ＮＲＯＯｌの範囲詳細検出作粟。蝿土中からは木片、木

製品、磯、611t紀代の土器が出土，文化課野Ⅱl文化11ｲ資料室

長来跡。自然流蹄の調炎について御穀示を受けるｃ

２２７ＮＲＯＯ１のI洋細範I〃l確認作災。Ｈ・Ｉ～６～８の得道柵

掘り下げ。

ｚ２８ＮＲｏｏｌ棚り下げ、貝牌の検出ｃ貝牌１ｍでは遺物が集

中しており木器、骨角器も出土する。今後、1.11Gridから南

側に向かい貝肘上面までを掘り下げる予定。

3.1NROOlの伽り下げ作業を継続。柱穴SPO13・SPOl2、

満SDOO5等の過柵及びSDOO3を棚りＦげ。文化課非術勤職

口米村大氏、水川麻紀氏来跡。

3.2NROOl辿物取り上げ。遺物の取り上げは光波illll距疑を

利用しＸＹＨを0}｡録し点取り上げを爽施する。NROOl内の行

列実測（l/20）

３．５１．Ｊ．４～７Ｇｒｉｄ輪伐。NROO1内２５０点ほど取り！こげｃ

３．７１．J､４～７GridSDOO2精従、１．J－９～lOGridNROOl

遺柵際を確認する作業。NROOl内行列検出股ぴ写1'4棚影及

び実測。貝肘|:より不明水製品及び「つちのこ」（雁を編む

道具）出土。束西鞭告に伸びる杭列の尖測。

３．８ＮＲＯＯｌＭｉからSDOOl検出股び掘り~卜げ。SDOO2はほ

ぼ完伽し断而形を確認。

３．９NROOl只屑上面から木製紬「鍬」が出ｔｏ来週からは

貝価の脆囲を硫定させ棚り下げをしていくＦ定。

３.l2NROO1股びSDOOlの調炎を継続。SDOO2土胴断面

実測爽測（l/20)、NROO1木製細'１－ｔ状態、SDOOl遺物出

土状態撮影．

３．１３NROO11I範囲検出、SDOO2の土肺ベルトの除去。

SDOO1内杭列､ド而図、ＮＲＯＯｌ内只範囲実測。貝範l〃lでは上

から磯→木板→ｔ（木片が腐食した蝋色粘蘭士）→地山灰色

粘土と堆椴している模様。木板部は東西方向伸びる。この遺

榊群にあって、ほぼ南北方向に向けられ並び炊かれている状

況がみられた。木板の１１ﾒさは最大３ｍ程度で一定していない。

SDOOl内杭列は上層ベルトを境に倒れているものと雌び打

ち込まれているものとに分かれる｡NROOIとSDOO2は切り

合い部を検制しつつ網f1忽進める。切り合いはあるだろうが、

埋上が区別できるかｲ<女であるｃ

３．１４ＳＤＯＯｌＬｌ範囲周辺部調商。木片・木製品の取り上げ

を始める。

3.15SDOOl杭列群の．{2断面図、兄通図作成。NROOl内貝

屑刷り下げ。

3.16昨日I‘１槻の作業を継続今ＮＲＯＯｌ内の貝範囲の取り'二げ。

３.l9NROOlLl範囲‘淵従継続ｃ貝範囲の則りドげは本日で

ほぼ終了。雌終段階で木型農具（ｉ又鍬）出'二。よって、さ

らに周辺の輪在を明日以降も継続。文化郷I断水課陛補佐、(卿

埋蔵文化財サポートシステムHIl社雌来跡。

３．２２年度末も迫ってきたため、本Ｈ１凋代ｌ区の古噛時

代までの遺柵定掘写典柵影、商所作業収を使用して搬影，

1８

NROOlはその後、継続‘測術。面的Mllり下げが終了している

ため北・南壁土肘の線引きの準備。（令体に水をかけてシー

トにて侭生。明11線引き予定)SDOO2内木製IYI｢ねずみ返し」

出土状況写真拠彬及び実測。土坑SKOO3、NROO3、SDOO2

との切り合い部の断面写1.4捌影を火施ｃ

３２３ＳＤＯＯ２冊I|り下げ。IIMI侮区北・南・岬釧Ii影。

3.26SDOO2のド端付近の精査を継続．随時、実測作業、

写呉Ⅲ影を実施。

NROOlll1土のｲi列について赤味がかった磯附であったため

宇土化‘fi産の「阿蘇ピンク行」である可能性があったため字

上市教flf委員会,}'1i水恭Z氏、藤本出仁氏来跡。実見の粘果、

字-t半期三岳庶出の女山糊であろうとのこと。調査で出土し

ていた製塩土器について胎土から2ift半島大多尾産､ノＷ[諸

島産のものが同時に出土している模嫌とのこと。出ｔ釧忠器

はＭＴｌＯ～TK209期の釧忠器であるとの戦示を受ける。

3.27くりlから脚I:|:iのためＩ側侮は体11:。

3.28本年度‘洲ft終了に向け事務所の盤理を火施。

3.30年度末を迎え本年庇の調代終~j'･網代は次年度以降

も継続Ｆ定・

調査４区

調誠ｌ熊本ﾘ‘1戦育庁文化課手柴評暗

㈱埋蔵文化財サポートシステム松油智

2007年（平成１９年）

１．１１３－Ｒ‐１４，３－Ｒ‐１５，３－Ｓ１４，３－Ｓ‐１５，３－Ｔ‐１４，

３－T､l5Grid掘りドげ。昨'1掘り~ドげた範囲よりは遺物の出

士品が減少する。東側水披ざ及び上肘断面確偲用満のl鷺暦断

面滴１１，１及び土livi確認〉

1.123.R－１４．１５Ｇｒｉｄ掘り下げ。３．R､１４．１５，３－S－１４．１５，

３－T､１４・l5Gridi'1'i掃股び遺構検111作業。７－Bl4Gridで確認

した炭化物混じりの土が周辺には広がっていない模梯で確認

できない。

週明けに東・llI1j側の満の峨而浦１１１１を実施し、写真柵影を行う

予疋。その-IJW断而を砿‘泌後、今後の調壷方針を決定する。

1.15束・西側噛舗I}股び分刷。世1弦調従地の土塊がほぼ

水､14堆硫であることを砿縄。

１．１６棚から降雨のため作業員による調在は休止。IiMl従員

のみで雌面の土肘分層を蝿施。

1.17‘淵査区令1ｍ清liI}及び調査Ⅸ内に包含肘及び下位の遺

櫛確,蝿のためのトレンチ(幅１ｍ×４ｍ×２本)の謹疋。東側、

南側峨面写真柵影。

１．１８昨日没定したトレンチを５禰上面まで掘り下げる。

途中遺櫛の検出を試みるも検出されないことから調従Ⅸ内の

４肘を全面的に掘り下げた。一部、Ｎｎ２トレンチ部では６

牌上1ｍまで掘りドげる･先行するトレンチ内で満状遺柵とみ

られる線を確I雛５層Ｍｉで遺柵検出をした結果、南側から

７雌の住穴（I>iI）を脈‘蝿する。５肘上mi、６肘上Ⅲiの２面

で遺拙が存在する可能性が高い。

1.193-R､１４．１５Gridで５層転捌り下げながら遺柵検出

をするもやや他Ｇｒｉｄよりも掘り過ぎた悪がある６３．S､14.

15C『i付近で1:賀の様子が異なる。今後の検川作業に注意を



理する．‘淵査区南側５層l伽で柱穴を数)I§砿魂する号遺物

（も’’昭袋で２袋分出土するが５層としてＧｒｉｄで取り上げ

るｃ須迦器杯身・綴の形式から６世紀後半期と想定される、

１．２２３.R-l4・’５，３－S－１４．１５Gridの５増掘りＩさげ完j'。

続けて６肘上面での遺柵検出を実施:，遺柵は砿‘蝿されず。

３．T､１４．１５Gridも柵り下げに人るっ

１．２３捌侮区内で遺枇検出を笈施すると、北西～東西にか

けて５条の満状（SD）遺柵を検出するが、詳細をみるとか

なり上肘からの掘り込みで近１１t・近代の水抜き川略渠である

ことをf砿‘惚する。jII1土が水'k堆積によることからｔ噸化し

占い土牌と兇間違うところであったｃ７．s.１４．１５，７.C-l4・

l5Cridで検出した柱穴群がnll1Z柱辿物跡（SB）になる可能

性が出てきた。その他、周辺からは土坑状の遺柵も検出され

始める。各週橘検出状況の写典拠影を実施。

1.24土坑SKO32～SKO24の､'４裁及びIJW分刷作堆。柱六

sＰはＳＰＯｌｌを除き定掘する含SPOO7のみ柱穴材とみられ

る材が良好な状態で股存する。柱痕の口I能性がある。SPOO7

は隣接する凶際航業㈱で検出される遺柵と検討する必婆があ

る。調商区土牌ｌ～８脚までの分層が硫疋。

１２５１:坑SKO25の,1M査を火施するも深さが３～5,1であ

り立ち上がりが他の遺構とはｲ<IUl確であることから地形の落

ちと判断し上層の湘まりと判断するｃ

１．２６‐l:坑SKO25・SKO24・SKO27調従股び実測。降雨の

ため午後から作業凶による作英を中止。

１．２９１Ｍ'Z柱建物SBOO3より北西で検出された水杭が

SBOO3とⅢ係を持つものか砿‘蝿する必哩がある，Ixl際航鷲

㈱‘澗査区まで伸びる'１能性もある。

1.30捌従低全体遺柵実測ｃ得光掘遺柵の'学真捌影。

1.31湖従Ⅸ内実測図作成股びチェック作業で本11をもっ

て捌査をf終了する。

2.1341ベトレンチ内の渚捌を実施。脚際航業㈱‘淵査区で

確泌された落ち込み（満？）の確認を進めるっ自然流路とみ

られる規模の大きな洲が４区に広がってきている。

2.19流路とみられる遺構では遺物を包含するレベルを砿

,蝿したのちin機を入れて掘り下げる。

2.20自然流路上櫛断面図。

2.21土坑（調査段階ではSKOO5と炎‘肥）平面IX1実測終j''

2.22平lni実測の補足実測。現地で図1mの確認作災。SKOO5

まで含め捌従を終える。

2.2731〕〈（国際航業㈱）で検出していた柱穴が‘1区でIiM

代を実施した掘立桃巡物SBOO3の延長上にあたることが図

１m舗理のなかで判明。現地で間1ｍをもとに検討し図化する。

3.2土坑（SKOO5）は遺柵の切り合いがあることから側ＩｉＩｉ

の輔査を災施し、排ﾉk作業を進めながら‘淵従をIIjI川する、餓

ド屑までは明確ではないものの４～５１１Ｖiに分隅できそうで

ある｡

3.5土坑（SKOO5）の検討を実施ｓ柵､I柱建物SBOO2（２

１Ⅱl×２間総桃辿物）に隣接し軸をf1両lじくし２間×ｌ間の述

物掘確魁．柱痕下部が明確に強るｃ写真MBI影まで爽施。

3.6掘ff桃述物SBOO2柱穴の断面調在。半裁した結果、杭

の周りの-上置が柱穴1M方状に軸ｔ化しており掘方厳のか確偲

1９

が離しい。－．部の杭は粘ｋ化もしていないことから打ち込み

杭による述物である可能性もある、

３．７土坑（SKOO5）内のトレンチを西側に１ｍ拡根する。

トレンチ東Ⅲ11では砂混じりの粘二Mviを確認することができた。

東暇の流路断1ｍが下方向に伸びておりトレンチ内で東暇でも

確‘鯉できると好えられる、遺物の混入はない。

柵１１K柱建物SBOO2柱穴令休見通し陳I作成、大半の桃の先端

部が杭状に尖っており先端加工が破るｃ柱撫の周囲は粘ｔ化

した白色粘土が確認できる。

3.8掘立村辿物SBOO2剛力実測が終了したものから杭の取

りｌ:げを始める”自然流路（SXOOl）は北側の立ち上がり

が砿,惚できず‘側従区内北部を拡狼した。明11は掘方の終j'を

予定しているため清掃後に終えることができるか判断したい。

流路雌ド牌とみられる肘で１～２(、穏度の砂１Ｗ猛確縄するｃ

3.9自然流蹄（SXOOl）は昨日雌I恩した砂肘而を中心に確

認する。

3.123区（111際航業㈱）の古代辿柵完掘状況の写真州影を

実施するため４区全休も講掃をかける、Iijl時に壁面の‘淵炎

も合わせて実施する。

3.14自然流路（SXOO1）滴捌、Ioi峡色粘｜:の帯状断Ⅲjプ

ラン牡西壁でも確鑓。sxoolの流路方向は｣上尚からルj蝋に

軸を持ち流れていると冴えられる．５区で検出した流路と方

向、地上に顛似性を持つ。

3.19明日、’'１然流路（SXOOl）充掘状況?j#典撮影のため

洲介区の称１１を沌施。

3.20全体?ｊ２典撮影を実施･高所作業車を使用し雁MIIIを

望む/j向からのカットを柵影。

3.22自然流路（SXOO1）土瞬分１Ｗ・注記、‘淵査区蝋峨上

層注11.及び平Imlxl追加火il肌

３．２３１１然流路（SXOOl）完掘をもって４Ｋの追加‘洲介を

終)｡。

調在５区

熊本ﾘＴｌ敷育庁文化課坂本亜矢子

㈱川撒文化財サポートシステム抑浦加代j《

調従５１ベ（7.Ｆ～Ｋｌ７～２０Grid）」上側調査Iﾒ（（５区を分削）

に先ifして締雁した範州〔，

2007年（平成１９年）

１．９災土剥ぎ後の安令砿泌転実施した後の瑚境整備。

1.107.Ｃｌ９．２０Grid、７．Ｈ,１９．２０Grid棚りドげ。週柵は

確縄できず遺物もローリングをf受けた遺物が川ｔしたのみで

ある『

1.117-Ｆ～1.17.18Cri〔l掘り~ドげ。禍査区峨面のiWII}を

実施しＩ:屑断1ｍの確認を行う。

1,127.Kl9Gri〔lから破片の大きなｌ器が多く出止し始めるｅ

調在1,〈山側の排水満を雑ねた洲の二l:綱断面を分牌し始める。

1.157-』。Ｋ､１７～１９伽Ｉ)下げ、７．K-１７，７．１．j-20Crid清

捌・過椛検出。

1.16午後から降雨のため櫛Iから作鴬口休止『

1.17昨日の脚l:Mの復Ⅱ1業務．その後、5-1-20～５－J-20Grid

をfllMりＦげて：７．K-２０南Ⅲ11にトレンチを１ｍ州で開けて火曜



との土刷の連続を鵬蝿する｡iﾘ１円､東畷の土層写典撒影の予定。

1.18‘測在区の今後の調炎方針を決定するため５．K.２０南側

にNoLlトレンチをf、７－H-18～８－Ｈ･ｌＣ『ｉｄまで東西にNq2ト

レンチを、７．G.２０～7.1-20GridまでNq3トレンチを投定

する。南北、東西の土増を確認するためNＱ２、Ｎｑ３トレン

チは十‘i'gに交差させ投定している。ハIlilillの途【'１ではあるが、

7-H-l9Gridから少最だがまとまった数の土器片が出土して

いる。捌削が終了次第に遺柵確認後全休掘り下げに入る予定。

1.19束壁の滴１１，吸び分l側終ｒ･午後から士肘写真拠影を

実施。８．１．J-IGrid、7-1．」.２０Ｇｒｉｄの遺機検出を実施した

が遺柵は見られずIIj度掘り卜げ作業に入る。７.K-l8Crid周

辺を消紬後に遺柵の検出作難を実施すると炭化物が少園混じ

る灰白色粘土中から土師器片（杯・喪・壷）が典中し出二ｔし

た。確,恩はできていないが遺榊がある税様。明'二l以降の検出

作業を煙する。

1.227.K-19.20,7-1-.Ｊ.19,7-1.J－１８，７－j・Kl9Grid棚

り下げ、北壁滴１１１１．束壁土lYMi断面実測。

１．２３７．１．１８．１９，７J-17Crid，７．K.20Grid棚り下げ巷行

い、これで調査Ⅸ内はほぼI‘ilじ層まで掘り下げを終了する。

7-1-19Gridで遺物が災中するが小片のｔ器のみを多く含むこ

とから７－K-１８．１９Gridに見られるような遺椛に伴うもので

はなく地形の落ちに溜まった包含肘のような土器群である。

1.24明日、ここまでの遺柵検出?jR典を棚影するため‘閲在

区内全体の清掃に鞠手する。

1.25Ｗ1から撮影のための消掃を実施し、その後、古代か

ら近世までの遺柵検出写典M1影を実施。その後、７．K１７～

l9Grid掘り下げ股び清締。

1.267-K１７～l9Gridの棚り下げ、網査区内陪渠（現代）

の掘り下げ作業を拠施。

1.297.L､１７～l9Grid掘り下げ。

1.30刈末で作典口が少ないため作災貝は午IYiII1、５区の掘

り下げを行い遺柵検出作業の目途がついたことから、その後、

全員でｌ区の作粟に入る。

1.31作葉員が少人数のため全員でｌ区の作業に入る。

2.17.N-17～１９，７．０．１９．２０Grid掘り下げ。午前中から

雨が降ったり止んだりの天女(で作業ははかどらず。午後から

は本格的に降り始め作業は中止。

２．２７．Ｎ１６～１８Grid、７－０１６～l8GridをOII心に掘り下

げ。７．N－１７．１８Gridで土坑皮び柱穴遺櫛検出っこれまで同

じ調盃低内で本年度調盃分を５区、次年度調従分を６１Ｋと

して呼び分けていたが調従協錨が終J'したことを受け統介し

５区とするｃ

2.57.Ｍ-１７，７－N-18～２０，７－Ｍ言20,7.N.20Ｇｒｉｄなどこ

れまでｲ'1手していなかったＧｒｉｄに符手する。棚り下げ後、

清掃の後に現代の略渠ラインを砿腿したことから掘削を始め

る。

2.67.L－１９．２０，７－Ｍ.１９．２０Gridを滴制し暗渠の掘削

を続ける。その後、７－Ｎ､１６～２０，７－０１６～２０Cridの

清掃を火施。Ｎ列、０列はややレベルが低く賠渠は確認され

ていない。７－L､１６～２０，７．Ｍ-１６～２０Gridを滴掃し遇削検

出を実施。

2０

2.7遺物の集中する７－K-１８．１９，７．L･'８．１９Gridを情州

し遺物出土''〆呉掘影を実施ｃ遺物が集中するわりに遺櫛ライ

ンが検出できないため撮影後、遺物出土状況実測、取り上げ

後に再度辿柵検出作業をf実施する予定｡北側の消郁で暗渠(現

代）が検出されたことからそちらの掘りドげも継続。

2.87-P､１６～２０Ｇｒｉｄ掘りドげ、７－Ｍ．l7Crid滴111}、遺柵検

出。昨日出ｔ状況をf棚影した部分の遺物火測作業。

2.9例から降雨のため作業は終日休止。

2.137.1.17～２０，７．J.１７～２０，７－K-１７．１８，７．F-16～

l8Crid滴h}後遺構検出。わずかに砂を含む灰色粘質土の隅

丸方形の|:坑、灰色粘質土で鹸化鉄を多く含む不疋形な土坑、

オリーブ色で炭化物を含む洲状遺櫛が兇えてくる。切り合い

INI係は灰色粘土質（砂混り）が最も新しい切り合い-ｔにあた

る。明日以降、断面から切り合いを追うこととする。

2.14終Ｈ降雨のため作業休止。

２．１５４区作業員も合わせて７．Q－１６．１７，７－R,１６．１７Grid

掘り下げを実施。今日のところ遺柵は見えてきていない。

7.L-l9Grid遺物出土状況実測終了を受け遺物取り上げ作業

を実施。

2.167.T,１５．１６、ll-A-I5Grid掘り下げるが遺物の出i：

はほとんどなかった。東壁8.1-1～３，７－Ｇ．Ｈ－１６～２０Grid

hIi締。４１><で検出された湖は方向的には当調査区へ向かって

いるのでその視点で遺榊検出を火施。捌従区北隅でそれらし

い落ち込みラインを検出。今後の調査で確認を行う。

2.19週末の降雨により雨水が溜まっており水抜き作業か

ら始める。消掃の後、４区から延びる流路の落ち込みライン

ともう一か所北東剛に櫛とみられるラインを検出。流路及び

洲想定ラインにかけトレンチを股定。掘り下げる過程で小片

の-t師器を多く含むが時期を示せるほどの大きさのものは出

ｔしていない。流れ込みの､I能性もあることから悩亜に進め

る。

2.207.Ｍ.１６～１８，７－Ｌｌ６～l8Crid掘り下げ、流路ト

レンチのiIOi冊を実施。遺物典中区の取り上げが終了したため、

遺櫛検出のため掘りＦげを行う。

2.21北側

トレンチ暇のh'桐で分層を実施し北西隅で流路立ち上がりを

確認した。また、北東隅でも立ち上がりを検出したことから

北東方向へ続くことも確認できた。流路の埋土は灰色粘質上

が主体で粘性が強い。４区で検出した上屑の土と訓似する。

2.22一昨Ｒから始めた遺物集中区の掘り下げが終了した

ため輔査に入る。７．Ｌ・Ｍ－ｌ６・ｌ７Ｇｒｉｄ（西側）に洲状遺榊と

上坑が検出されそうである。遺柵を２ｍほど掘り下げ再度14

1mを確偲する予定。７．Ｌ・Ｍｌ８・l9Cri(１（東側）に北西一北

東に流路が検出できそうである。北側４区からの流路恕疋

ラインに投定し掘削しているトレンチ内での分摘作業が終ｒ･

辿物を含む層のラインの確遡作業を再度実施する必要がある。

2.23試捌トレンチの掘り下げと壁の油掃を実施ｃ壁の分

胴をしたところ満状の遺栂を検出。遺柵が面的にも検出され

ると予想されることからＷⅡ部の精を実施しそれを検出。洲

状遺櫛南北流路と束西流路の２つの自然流路から切られて

いることが判明。７－N､１６～l8Cridは灰白色砂混じりのl:坑



が数壁、澗状遺柵を切った状態で検川できた。うち最も新し

い土坑巻１基掘りドげ洲との切り合いを確偲する。土坑は

垂直に棚られ深１m〔もありそうである。７－Ｌ・Ｍ－ｌ７・l8Cnd

は遺柵が見えてこないためIIj度掘り下げたのちに遺櫛検出を

行うこととする。

２．２６昨日からの作業を継続する。

２．２７７－K、L-19GI･id遺物取り上げ。州末のため作業貝が少

ないことから遺物取り上げ、渚掃で作業を終える。

２．２８昨日に引き続き、作業凸が少ないことから当調侮区

の調査は休止し、ｌ低の作驚を手仏う。

３.l7-L-１９．２０，７－Ｍ-１９．２０，７－Ｍ-１６～１８，７－Ｎ－１６

～１８，７０－１６～l8Gridの掘り下げ作堆を実施。全調州>〈

５口nほど掘り下げ肌色のシミ状の埋二ＭＵから遺物が多く川ｋ

する。辿柵はいまだに未検出である。

3.2昨'1の続きで掘りドげを実施。その後、７．Ｌ～Ｎ､19.

20Gridを清掃し遇柵検出を実施する。南北に伸びる自然流

路との切り合い側係が平面では分からなかったのでトレンチ

を開けて断面で雌‘遇することにした。トレンチは前回捌削

7.K-20CridまでⅡ【Ｗｉｌｌしていたので､７－K-I9Cridまで延長した。

3.5トレンチ４（7.Ｆ～Ｍ,１６．１７）は幅５０mlとり３０cm掘

りドげた。遺物は肌色士からのみ出土する。

3.6トレンチ４は南西隅まで延長し棚り下げることとした。

延長終j'後、断【前部の分屑作業に入る。遺物を含む黒色-tの

広がりは断面を追いかけても明確な棚り込みは児られず辿柵

とは確,鯉されない。トレンチ４（7-Ｋ．L-17Cri（１）の境から

自然流路の落ち込みがみられ｣上東方向に伸びているのが碓偲

される。

3.77.Ｌ～０．１９．２０Gridの遺櫛検川に入る。

3.87-Ｋ～０－１６～２０Gridの遺構検出を実施。７－Ｎ～Ｐ,１６

～１８Ｇｒｉｄは遺柵検出が終了したことから実測に入る。実測

は遺榊の把握を同的とするものであるため上端を実測した。

Ｆ列からＨ列に想疋される油路の検出を行ったがまだ確縄す

るまでは系っていない。

3.97-Ｌ～０－１６～l8Gridの実測は継続。昨Ｈ同様、遺柵

検出をおこなったが今日も検出できていない。午後からは係

会諦のため作業は午前中で終了。

3.13次年度４月からの作業員採用im接のため出勤する作

黛員が少ないためｌ区の作業に集約し火施ｃ

3.14SXOOlとして検出した遺物が典巾し熟色土の広がる

部分の似従に着手したｃ本川のところでは遺柵掘り込みがIﾘｌ

確ではないため地形の落ちに肌色土が堆積しているだけのよ

うにも捉えられる。遺櫛検出及び検ｊＩは明日以降も継続する

予定･SDOO4は全休を２qn掘り下げると埋土の違いがはっ

きりとしてきた。その他、不疋形ながらも遺榊とみられる伽

り込みを砿銘し半股作襲を実施した⑥

3.15終１１，天候が不順であり遺榊検出を中心に実施して

いる当捌従区では作業をf進めることができないため、荒捌り

を実施しているｌ区の自然流路掘り下げに作業ｕをf振りIn1

ける。

３．１６昨'二Iの降雨による雨水のくみ_上げのため‘叫査に糊乎

できず、昨日同様、作業員をｌ区へ振り向ける。

２１

３．１９士坑SKOl5、ＳＫＯ１１の半裁作業を継続。本日のとこ

ろは遺物の出土は↓,'られない。SDOO5は全体巷２cmずつ掘

り下げ遺柵ラインの確認を災施した。SXOO1は輪査をかけ

ながら一部掘り下げに入る‘，ノド後からは４区のi','f締のため

作黛ロゼ振り向ける．

3.20自然流路トレンチ細り。

3.22昨'1同様、Ｉ‘l然流路トレンチ掘り継続。

３．２３上坑SKO13、ＳＫＯｌｌ、SKO21、柱穴SPOO2、SPOO3

の半哉作業。SKO20は半扱途''１であるが遺櫛としての判断

に疑問が出てきたことから一時Ilo断.SUOOl～SDOO5は継続。

3.26週ﾉkの降雨により雨水が溜まっており汲みｋげ作業

を笈施。川辺から二I:砂の流入もみられる。土坑ｓＫｏｌ５半股

終了、ＳＫＯｌ４、ＳＫＯｌ２は一部掘り過ぎているのを確認する

も半裁終j'ｏｓＫｏ２０は本日も納査を継続するが断面観察の

結果からも先週と同様の所見となり継続‘淵査。

3.27朝から降雨のため作業は休止。室内で図而の整理聯

を丸施した。

3.28本年腹中に終j'しなくてはならない11><へ作業員を

振り向けたため、１１捌在区は体I上．円継、図面群の盤理をお

こなった。

3.291ｌｘの実測凶作成の下仏いに入る。

3.30昨I~I同様、ｌ区の実測、現場撤収作英を行う。

捌査５区

0測代員熊本県数行庁文化課陛谷部悪一、吉田撤也

下柴智附

㈱jIl1蔵文化財サポートシステム松浦智

上高原聡

先行して洲従５区(7善Ｆ～Ｋ-17～２０Grid）南側の‘MH査区（５

Ｋを分割）に着手。

2007年（､14成１９年）

2.1調査４区から機材の移動、土嚢作り。１１時から降雨の

ため作業中止。

2.211-A.１８．１９，１１－A.１８．１９Gridの掘り下げを開始。

１１･A-l8Gridからが柱穴４基を検出。掘､I柱建物（SB）にな

る‘'1能性があるc7-T-l8・l9Gridから巡統する柱穴が検出

される可能性あり。

2.5全体掘り下げを蝿施しているが調代区を概観すると４．

５１Wiが露出している。南側を棚り下げたのち消制をかけ今後

の,凋査方針を検討する。

2.611-Ｂ１５．１６、ll-A-l9Cridの４屑掘り下げ。

2.77-T－１８．１９G『ｉｄで瀧状のプランを５層上面で確鎚。遺

物塀が出土しているわけではないので遺柵の性格は不明であ

る。

２．８１区にバックフオーを入れる作粟のため、Ｉ区作業側

が､%区へ１８名作業に入る。７.P､１６～２０Gridの掘り下げ並

びに遺櫛検川巷実施。綱査区I｝Ij側にいくに従い遺物が希薄に

なる。

2.13試捌トレンチ油冊。

2.14降雨のため作業休止ｃ

2.15トレンチ内の滴掃を行い）,1本士肘の確認を行う。遺



'1W検出では-t坑２jIl確認。

2.16脚際航業㈱が調査する３区の全体写真側影のため４

区の滴hIIを実施する。その際に新たに掘立柱辿物SBOO3の

北西で水杭柱痕を111.5ヶ所で確認。SBOO3に伴うものかは

ｆ明。

２．１９１１．A－１４．１５，１１.B-I4・l5Gridのi'1'ilillo部分的に５

届が露出し始める。ll-B､１６Gridの一部で遺物の典中が硫偲

される。

２．２０７．T－１８．１９，１１－A－１７．１８Gridで柱穴（SP）とみら

れる木杭巷検出。」上東方向に主軸を持ち２間×２間の総住巡

物とみられる。その他周辺で柱穴、洲のプランを検出。

２．２１北側を綱､'iしている坂本湖従肌と協綱したうえで更

に掘りドげるかを協議。Ｎｑ７トレンチのi紬,Iを行い断Iiiiで

も土牌堆積状態を確認。

２．２２ＮＱ７トレンチ清捌及び土屑確偲作業。トレンチ内で

は遺柵群の断面は確認できず。

2.2311-Ａ。Ｂ列のＧｒｉｄ掘り下げ。西側のレベルが商く４

咽が吸っているため５肘_kImまで牡１１棟に作業を進める｡本

捌査区は今年度終〕'する必哩がないため、他の渦査区へ作業

側を回すこととなるため作業の見､‘〔しと行う。

２．２６７－Ｐ～７．Ｓ列清1W１．７．０１９，７－K-19,7.R､l8Gridにか

けて円弧状に白色粘土が入る。７.Ｒｌ８・l9Gri〔lに白色粘_'三

粥を検出する。粘-t帯の‘'1:格は不明。

２．２７川末調機で作業口が数名のため調向ｌ区へ作業側を

出す。よって５Ｋは調査体1ｋ。

２．２８作業口細然休のため１区作堆へ出す。Ｉ淵査区内'41然

流路確‘遡のためＩ淵従員のみでトレンチ内での作業を実施。

３．１１２１然流路の11安が昨'１までの011M壷でついたことから亜

機を川いて最大で1.6ｍ掘り下げる。途中、遺物が出土する

がローリングを受けており旅路に伴うものではないと判断し

作業を進めるｃ

３．１４１１－A－１５～１７，１１.Ｂ１６～１７の掘りドげ。Ｉ‘il捌査

区のほかのＧｒｉｄよりも辿物の出二l凧は多い。出士するｔ器

は、釧忠器、土師器が-)；で器形は杯身、杯綴、翌、蹴である。

時期は杯身の形式からＴＫｌＯ期（611t紀後半）剛とみられる。

３．１５降雨のため現場作粟は休止。

３．１９‘淵喬区中央付近に,勘定したN〔１７トレンチで検川した

自然流路の鞘企唾実施する。１ｍ位伽り下げた位置から木材

（自然の流木）が出土ｃ1.5ｍほどドげた場所から土器片が多

数出二l:。遺物の時期はこれまでlIII:しておる６世紀後半を

想定する。

３．２３，閲資区南､14清掃、ＮＩＩり下げ。

３．２６１凋査区中央部流路トレンチより南側をi'１１i掃。油路部

掘り下げ時に商杯（須忠洲、方形、脚部三角進入)、土ﾙｉｊ器片、

馬歯が川ｔｏ

３．２７降雨のため‘淵査は休止っ

４．３新年度の作粟を開始。作業凸新規に細成◎１１．２班ｌ

新たに戎士を剥いだ７．P、７．Q、７．R、７－SCI･ｉｄ周辺の酬境整

備を爽施。現時点で出土した遺物はＧｒｉｄ・牌名を付して取

りＩ:げることとする。水|Ⅷ］（4/5）には遺柵検出写典の掘

影を実施したい。

2２

4.4遺柵検出作業股び周辺部の情h,Ｉを検出した流路を111心

に実施。閥海区、雌I竹端から束西軸に走る流路プランが砿‘遇

できたｃ断而を照らし合わせのうえ再度確認をおこないたい。

その他、立て直しを想定させる総柱辿物、柱穴、土坑、洲状

遺櫛を硫偲。

4.5昨I|に引き続き遺柵の検出を｢''心に実施し、清捌が終

j'した後に遺柵検出写真搬影を実施。２間×２間で柱猟が

切り合う状態で検川。（建て牌えの､l能性あり）ヤメ輿搬影後、

追櫛の切り合いを肺隠しつつプランを賊縄しＩ淵術に着手する翁

4.6ノl荊中係会調、午後から降雨のため調査は休止。

4.9南､卜分の調在区で流路確認作業瞳火施。Ｉ:坑・満状遺

柵を確認。明日、遇櫛検出ﾔﾒ典撮影の予定。なお、流路部の

峨而では５段階により流路の堆積が、認できたため、明日

以降は平|mでの把捉に努める。土坑SKO41～０３９の調従に

粁手･半段を行い東半分掘りドげる。SKO41は３層の堆輸、

SKO39はIIi牌の唯欄である。遺物の出土は確偲できていない。

4.107.P、７－Ｔまでの遺柵検出を行う。南北方向に走る澗

状遺柵を確偲。その他にも上坑、柱穴准検川。検川後写典柵

影、全体l刺の作成。

4.11ｔ坑SKO26～SKO28、柱穴SPOO8～０１１，満

SDOOlの‘淵査。二l:坑SKO41・SKO40・ＳＫＯ２８ｔ肘断面火測。

SDOO1からは須忠鼎、土師器片が出こしているが磨滅して

いることから時期は不明｡

４．１２週柵調盃を継続。ｔ坑SKO41・SKO40、SKO26～

SKO28光棚、SKO26からわずかに上器片、植物椛子が川IZ

する。掘立柱建物SBOO3･SKO13(２１川×２間)の確定を行う。

住穴SPOl2～SPO15完掘、SPOl6・SPOl7半敗、遺物は出

ｔしていない。洲SDOl3iIMfr，遺物なし。

４．１３ハ11立柱迎物SBOO3各柱穴の光掘。SBOO2の各柱穴を

１段掘り下げる。川曜日に定掘状況の搬影予定証柱穴ＳＰを

半織後、分暦。桃穴で単層のものは土隅注記後完掘。多肘の

ものはl:牌断面間作成後完掘。溝SDO11完掘。士坑SKO30

､ド裁後、分層。今週から来週にむけて現在の検出面の遺柵を

完掘まで持っていくｃＳＢＯＯ３の柱穴柱痕半裁状況写真拠影。

４，１７桃穴SPO30～SPO32完掘。ｌ:坑SKO30土層断面及

び充掘、１言層断１ｍ写真捌影。土坑SKo31半般後土牌断面

図作成、完掘。ｔ坑SKO35半裁、洲SDOO8～SDOl2で

ベルト牡賎し掘Wll。掘立柱辿物SBOO3完掘後、写真}M影。

SBOO2検出而から３〔mほど伽剛し検川状況を捌影。

４．１８脚雨のため,澗査は体I上。

４.l9SBOO2、ｉｌＷＳＤＯｌ２、SKO38と切り合っている範川で

別遺柵が存在する。今後の輔査が必嬰である。柱穴SPO20・

SPO２０・SPO31は個別の柱穴として取り扱っていたが柵列

となる卿I能性があるヮよって、個別図1mを作成する。方形遺

柵を捌削開始するが暗渠、撹乱部で断1mを観祭すると川1ｔが

２～5.,腿度のili肘のため化瞬ではないと判断する。充掘後、

住穴をWlfrしたが1浬穴建物ではないと､ドﾘ断する．

４．２０耐半分で検出していた土坑、桃穴完掘。柱穴SPOI9・

SPO２０．SPO3１（杭列)、SBOO2の実測を実施。掘立柱巡物

SBOO2(1,2)柱痕検出状況州影。SBOO2､SKO30定掘写典柵影．

４．２３イミIﾘl遺構SKO32～SkO42光掘。不明週柵の性格はｔ



坑かと思われるが遺物報が出土しないこと、雌上が新しいこ

と、棚/jが垂１１‘〔であることなどから【li埴、Ili代剛の遺柵とは

明らかに違いがある色よって、時ｌＵＩｆ明・性格不明として

ＳＸ扱いとする。

４/２１～２２にかけての蹄I:Nにより‘iMfrⅨ東暇・西壁がjliI域。

復旧作黛を行う。東畷は５区北半分のバックフオー導入時

に復''1作業を行う予定ｃ２４口午後にI打半部の完掘‘'jfLlqM影

の予定。

４．２４降雨により湖査休I|:する。１４;iltがり後に水抜き作堆。

４．２６５区南､ド分、古代までの遇柵定掘状況ﾔﾒ典掘鯵

４．２７１櫛半分の,MM盃を実施。調奇区の中央部、流路航‘過ト

レンチIjIj側を３０〔m程度柵り下げ。少刷の須忠器・土師器片

が出ｋするが時1Wを示す遺物は出ｋしていない。現状で流路

のラインとみられる線猛碓峰

5.7ＧＷ中の蹄I↓jにより‘MMfr瞳がﾉk没。終１１水抜き作災．

５．８１．１然流路５１:肘埋土捌削・遺物は土卿1i器片が少ＷｌＩ上

する。

５９昨I]掘削を火施した1.1然流路５の範凹をiIoi帰し流路の

切り合い検出を行うｃ５～６本程度の小規模なプランが碓脇

できたものの方向が不定であるため仰庇、検川を試みる。今

日の作業では遺物の出土はない。

5.101,1然流路５の埋土分牌を行う。大きくは５回の堆欄

がみられるが今後検討を典する。

5.11柵の底い流路が徐々に狭くなる過裡ど追うことがで

きたｃ昨｢Iまでの断面と平1ｍでこれを検証することができた。

最も小規模で雌も狭くなる流路の段階で水枕による服が柵築

されているのを雌'遇した。遺構名はこれまでの検出Ｍ５を

付し、そのあとにNQを付す。（自然流路５－１～５）

5.15流路５－１～５の検出写真搬影を実施、明日から５－１

流路の掘削を開始する。

5.17流賂５．１１》<掘削。列に雌ﾘする杭を確'忍。西側に

横倒しの杭も検出。

5.181‘l然流路５．１杭列,iiIIiiiにトレンチを入れ杭列の断Iiii

を検出する。

5.201‘l然流路５．１西側杭列を検出する。流蹄５．２の'''11号

にまで逆するほど深く打ち込まれている．杭のド端レベルは

ほぼ一定である。杭間には堰としての州途を,】くす遺柵を砿‘隠

しながらＩ澗査を進めるが横木奪の施枇は確認していない。ｊｌＭ

ｔ巾には占墳時代の須恵淵片も含むが占代の|ルｌｉ器片も111ｔ

していることからIfi代の流路であろう。また、ｊ１１ｔ中位から

木扇が､lllﾙlきの状態で出土している。

5.21‘側frを進めている向然流路５．１は杭の1とさが中心部と

,lfj端では及さが巡うことを確'認針杭の傾斜刈哩はやや伽斜し

ており柵造的なものか後世の影響によるものか．ﾘ断しかねる直

5.221.1然流蹄５．１東側の抗列の捌従を実施［木遣柵を除

き本訓介区の遺柵,州査は終j'する。明Ｈ、商所作業lliによる

占代伽の定掘写典拠影を実施する予定．

5.23,1i代面閥従終了で光捌写真捌彫を実施。柳から企1ｍ

満掃を火施｡昼過ぎに撮影｡併せてｔ滴断面の写典も撮影する』

5.24本口をもってド江１１１脇遺跡の金調査Ｋの潤査を終j"

する、

2３

国際航業㈱洲査日誌

２００７年（平成１９年）

妃人打安村他

１．９安全織習、受入鋼習、道具配Ａｊ

１．１０ベルトコンベア設iiviolo，４ラインよりI1Ijでｔ器を砿

‘惚。遺柵は確遡できるが正確なプランが分からないため消干

の掘り下げが必典”凋査区束側はレベルが高く包含屑が吸っ

ていると思われる，明口、‘1M代区壁lmWl査還行い、遺柵1iiiを

確認する。

１．１１Ｌ、１，Ｍ１，Ｎ‐１，０.lGrjdI州盗区西I崎I論ＩＣ岬笹

は紬１足ｌＩｉで堆俄状況をまだ把握していない．明日、引き続

き西壁をiIIi締しtの堆積状況を確認する。

1.121吋は約２０〔．mのＩＨ帆作12。２肘は約３０qnの包含肘、

３牌は一部に堆袖がみられる肘で約２０口､｡４肘上面が遺柵

検川面であり鉄分の沈蒋が強い．茶褐色粘賀l:が約４０m,の

厚さで唯械’５脚はI¥灰色粘ｌ:で水による変色を受けている．

各層はほぼ水平堆袖。

1.15Ｌ‐ｌ～３，Ｍ３～９，Ｎ‐９～１１調州'<北畷満州，

０．１．２，Ｎ・’、Ｍ１包含肘２脳掘削〔Ｌ‐ｌ～３，Ｍ.３～９，

N－９～11,澗査Ⅸ北雌土肘断1,撮影。Ｌ‐ｌ～３，Ｍ．３～５

１淵査区北峨遺柵土ｊＷ断面捌泌

1.】６Ｍ‐２．３，Ｎ２，０．２、Ｐ、２包含肘掘削（２肘)。

Ｍ､５‘凋制メ:.Ｉ上壁桃状図二蛾ｲ断面、Ｍ４，淵査Iﾒ:.I上唯遺柵士胴

断面搬影。調査区IIIj側の包命肘（２柄）を掘削。輪査を行っ

ていないので明賊ではないが３嫡上1mで遺構と思われるもの

が顔を出しているIUl日以隣輔査を行いプランを確定する。

1.17前'１からの降I:１１により現場作業''1止・ｂｌＩ訓篭理、排ﾉｋｏ

1.18Ｍ‐‘１，Ｎ‐４，Ｎ‐ｌ、０．１～３，Ｐ,１２包介肘掘削（２

Iidi)。調代区西側の包含牌（２肘）を掘削･遺物を多く念む

辿柵が砿惚できている《,遺物は須恵器の杯身、冊杯、土nij器

の鐙、型などを肺‘蝋している．明日以降西側の輔代を行いプ

ランを決定する。

1.19Ｍ-４，Ｎ２．３，０１～４，Ｐ､２～３包含胴掘削（２

肘）包街|何を掘削。Ｉ区と側搬に土の堆積の変化点を確偲‘

1.22Ｍ５，Ｎ－４，０２～６，Ｐ‐１～４包含肘捌lIill（２肘)。

捌炎区の火にいくに従って遺物の鼠が減少。今後、遺物の敬

が更に減っていくことが予想されるｃ

1.23Ｍ.２～５，Ｎ２～５，Ｐ､２～４、包含肘伽riIl（２肘)、

N、２～４，０．４，１．１．１７１､レンチ満州､Ｍ‐ｌ～４，Ｎ‐１～‘１，

０．１～４、Ｐ．’～４検出っ１０‐４ラインよりlj§側で洲を

２灸検出”各満遺柵では１条だが断1mで確認すると２条ある。

1.24ベルトコンベア移動．Ｌ，１，Ｍ‐ｌ～４，Ｎ－１，０１

‘側汽区111Ｗ、北唖ioDiMoM．ｌ～４，Ｎ、１～４，０．１～４，

Ｐｌ～‘1検出動Ｎ・Ｉ～４，０．４～５，SDOOl、SDOO2捌削．

Ｌ１，Ｍ‐１，Ｎ‐１，０．I1iM従区西峨令賎柱状、Ｍ、４～５

側汽区北唯柱状、遺隅、Ｍ‐１．２．４検出撒影。検出の結

果、部分的に包含１Ｗが残っているためlIjlHそれ准州り上げる。

SDOOl・SDOO2は途111でフェイドアウトする，この遺柵は

掘削後写興せ掘り図1ｍ巷苔いて終了《，

1.25Ｎ．‘１．５SDOOl・SDOO2掘削．Ｍ、５～６，Ｎ-s､６，



０．６．７，Ｐ－６～８，Ｐ－７．８包含胴捌削（２肘）SDOOl，

SDOO2の掘削完J'。明日、完掘写真拠影。SDOO1の埋土か

らガラス片、ビニールが出｣:したため現代のものと思われる。

1.26ベルトコンベア移動。Ｍ５．６，Ｎ‐５．６，０－５．６，

P､５．６滴掃。Ｎ５．６，０．５．６，０．５．６，Ｐ．５．６

包含層掘削（２層)。Ｎ､５．６，０－５．６、SDOOI・SDOO2

完掘状況搬影。５ラインより火側は遺柵の確認がまでできて

いない。遺物の罰もごく少刷の須恵器Ⅱ・・土師器片が混じる

だけである。

１．２７０．４．５，Ｎ、４．５、SDOOl・SDOO2平而図実測。

L、１～３，Ｍ-３～９，Ｎ－９～１１調炎区北確土肘断而図火測。

１．２９ベルトコンベア移動ｃＮ､７．８，０－７．８，Ｐ－７．８，

Ｑ７．８包含層掘削（２層)、Ｍ‐ｌ～４，Ｎ－２～‘1頬右i;Ｉ

屑掘削（洲上面)。０－４．５，Ｎ‐４．５、SDOOl・SDOO2､Ｉｆ

而図実測。２層掘削時に現在のところ遺構は確認できていな

いｃ湖上imの２肘を掘削すると溝と土坑に分かれるようだが

正確にはプランは分からないｃ遺物は釧惑器のハソウを砿‘蝿。

１．３０Ｍ.３．４，Ｋ．２～７，０３～６包含肘掘削（２肘、

洲上面)、０－４．５SDOO1遺柵配散間（l/100)、Ｎ－４．５

遺構配脱図（l/１００）実測。洲上面の２牌を掘削。先日は柵

と土坑に分かれる､I能性を折摘したが本日の掘削の結果、炭

の混入する土のある場所は|城になる111能性が商いことを碓

磁，明[l、引き続き掘削を行い確定する”

１３１ベルトコンベア移動。Ｍ､５，Ｎ、５，０－５，Ｐ－５包

含層捌削（２盾）Ｎ４，０－２包含層掘削（洲上面)、Ｌ‐ｌ

～３，Ｍ４，Ｎ、１，０‐ｌ捌従区西畷･束壁清締．包含層（２

眉、溝上而）の掘削が終了。結果、洲を２条、１:坑を数１&碓

磁。明日西半分の納夜を行い、遺榊検出作業を行う。

２．１雨天作業中止

２．２Ｍ.７，Ｎ－７．８．１１，Ｐ－７．８．Ｑ７．８包含糟掘削（２

層）調fr区東側の包含層掘削をおこなった。西側で確認され

た鋤跡とされる柵状遺櫛が火側まで続くことをf確偲。輔従後

に検出し、遺柵実測図に記録する予定である。

２．３Ｍ‐ｌ～４，Ｎ‐１～４，０‐ｌ～４，Ｐ‐ｌ～４精査。ｌﾘ１

円の検川写真のために糟商をおこなった。遺柵のプランを

明確に出しその中の遺物の検討をおこなった。その結果、

ＭＴｌ５の時期のものTK209の時期のものとに時期差が出る

可能性がある。（現在見えている遺物のみを対築としている

ため今後変わる可能性がある）なお、細年は川辺網年を仙川．

２．６ベルトコンベア移動ｃＳ,５～６，Ｎ‐５～７，０１。

２．８．７，Ｐ‐ｌ～７精盃。０．７．８撹乱滴liI1oMl～５，

Ｍ‐ｌ～５，０‐ｌ～４，Ｐ１～４遺榊検出写典拠影。北東か

ら南西へ流れる洲を境に東側では炭化物の入る遺儲や遺物は

ない。ｌ区から伸びる櫛のffち上がりはこの洲の下にある。

２．７Ｎ･８．９，０．８．９，P－８．９､Ｑ､８．９包含肘掘削(２牌)、

Ｍ－６．７，Ｎ－６．７，０－６．７、Ｐ－６．７，０－６．７鞘行。

０－７．８撹乱満州。Ｍ１．２，Ｎ､４．５，０１～４週柵

配置図火測。Ｍ‐４．５，Ｎ‐４．５，０．３．４、Ｐ－３週柵

検出写典搬影。撹乱の壁耐性をおこなった。西暇と北壁から

落ち込み屑を確遡。いぶつがまったく入らないため自然のも

のと思われる。ｌ区より伸びる落ち込みの埋土の下から切り

2４

込んでいるため１区の洲よりも占い。

2.8Ｎ－１０．１１、０－１０．１１、Ｐ－１０．１１，０．１０．１１、包含

屑掘削（２肘)、Ｎ－８．９，Ｎ､３～５，Ｎ５～８，Ｐ－５～

８，Ｐ､７．８遺構配測刈火測。Ｌ、１～３，Ｍ３～９捌査区

北噸土屑注‘1.,Ｍ-５～７，Ｎ‐５～８，０５～８，Ｑ５～

８週柵検ＩＩＷ１典撮影。昨日に引き続き輔盃を実施。方形の土

坑､鋤満､南北に伸びる洲を確認。方形の土坑は包含肘を切っ

ている。鋤澗は３層からの掘り込み。切り合い関係から鋤識

より南北満の方が古い。

2.13Ｎ－９～１１，０９～１１，Ｐ－９～11淵査、Ｐ．７．８、

Q,７．８確偲トレンチ掘削。Ｍ－３．４，Ｎ､３．４，１２而図作

成（l/20）I淵在区南部を納査。鋤洲以外は検出できていない。

確遡トレンチを掘削。１区の貝１Wのレベルまで掘削したが遺

物なしｃ

2.14雨天現場中止

２．１５Ｍ．１～４，Ｎ‐１．２Wii図作成（l/20）

２．１６Ｍ‐６．７，Ｎ６．７ＳＫｌ、ＳＫ２捌削。Ｐ､６．８，

０．９～１１トレンチ棚riIleMl2、N-l2jIZ而図作成（l/20）

SＫ１．２はともにjMlWであった。これらの遺構は包含層を

切っているため新しいものと思われる。トレンチ掘削を実施．

噸､滴掃の紬果、遺枇は見られずｔ層はﾉk1I2堆積であった。

２．１９Ｍ‐ｌ～６，Ｎ‐ｌ～６，０．１．５．６，Ｐ，１．５。

６柵査。Ｍ、５．６，Ｎ．５．６，０－５．６，Ｐ－５～７平面

似I作成（l/20)。写典の撮り１１‘〔しのためWi征を実施。明日、

３カット拠影後、遺櫛掘削。

２．２０Ｍ．５．６，Ｎ．５．６，０２～６，Ｐ、２～６梢代。Ｍ－５，

Ｎ・４．５，０．３．４．６．７，Ｐ－２．３．５．６週桃拙削

(SKOO3～SKOO6､ＳＰＩ・２、SDOO4）Ｍ、ｌ～４，Ｎ１～４，

０．１～４，Ｐ‐ｌ～4,14面図作成（l/20)、Ｍ､５，Ｍ．４．５，

０．３．４，Ｐ,２．３s､００４検出状況、Ｍ，６，Ｎ６，０－６、

P-6SDOO3検出状況、Ｍ‐１．２，Ｎ‐１．２遺物出土状況撤影。

２．２１Ｍ‐５．６，Ｎ‐４～６，０‐２～４，６．７，Ｐ‐６．

７SKOO4‘SKOOl～SKOO5遺柵附削。Ｍ、ｌ～５，Ｎ、１．２，

０．１．２遺物取りｋげ。Ｏ－２Ｗｉｉ同作成。０．３～６、Ｐ､６

度柵王断伽写真掘影。SDOO4は遺物の出土が多い。遺物の

出土が集中する場所では上部から底面まで遺物が混入してい

るが遺物の少ない場所では溜底だけにある。遺物の典中する

鳩所は一女(に埋没したと思われる。SDOO5遺物取り上げ時

点で最も新しい遺物はTK209であった。

２．２２Ｍ１．３．５，Ｎ‐４．５，０２～４、Ｐ、２．３週

Ⅲ掘削。Ｍ・５，Ｎ－４．５，０．３．４，Ｐ－２．３SDOO4ト

レンチ掘り。０．P-6､ド而図実測（SKOO3～SKOO5)。０．３。

６，Ｐ－６土価断面図写典撮影。

２．２３０－２，P－２～４トレンチ伽り。トレンチの州削を行っ

たが壁の滴捌を明Ｈ行うため所兇は明日にする谷

２．２４Ｍ．２．５，Ｎ４．５，０．３．４，Ｐ､２．３遺構掘削ｃ

０．１、Ｐ．１．２トレンチ掘ijjlloM‐７，Ｎ、６．７，１４而図作成。

Ｍ，２SkOIOt暦断面写真捌影

２．２６Ｍ‐ｌ～５，Ｎ‐１．２．４，０．１．２，Ｐ‐１．２道

柵掘削。SKO10平而・断面図丸測作成。Ｍ１．２遺物出土

状況写真捌膨



2.27Ｍ．１．２．５Ｎ１．２．４．５遺附掘削ｃＭｌ～３，

０６．７，Ｐ６．７遺構平、i図作成。Ｍ‐１．２，Ｎ、４，

Ｍ‐３遺枇検出写真柵影。

２．２８Ｍ．１．２．４，Ｎ‐１．２．４．５，０‐１～‘l、

P‐ｌ～３週柵掘削。週櫛の平IiIi的な広がりを捉えた後に土

肘観察凧のアゼを盤し掘削をl;M始した。剛士（灰色粘間ｔ）

ど掘り下げると多哉の土師器片、須恵器１１･が出土した。遺構

の形状はI+j｣上で高低雄があり北仙Iが高く、Ifi側が低い。平面

図では広挟があり底【mは凹缶が激しい．ｒｉ然流路と好えられ

る。出土した遺物の年代観は６世紀後半から７世紀初頭であ

ろう。

３．１Ｍ‐１．２．４．５，Ｎ１．２．４．５，０．１～４，

P．ｌ～３週柵掘削。Ｍ－４平而丸測図作成股び土肘断1,図作

成。Ｍ‐４SPOO4土肘断面写軸則影ｃグリヅドＭ‘1におい

て平面で洲状に伸びる遺構を砿,蝿した。あぜを賎し掘削を

行った結果、この週柵はSDOO4につながる支流であること

が確認された。また、これを切るピット（SPOO4）も検出し

たため写典搬影と遺柵実測図の作成を行っている。Ｓｌ〕004

の哩土は灰オリーブ粘質土ブロックの混じる蝋色粘圃ｔであ

り多量の炭化物と土師器片、須忠器片が混入していた。これ

らの遺櫛の周辺にはif-I皇の包含肘が唯欄しているようである。

IiＩ度、糖介を行い鍛終検出をfおこなう予定である。

3.2Ｍ．１～６，Ｎ．！～６，０．１～６，Ｐ．’～６緒介。Ｍ－６，

Ｎ６，０．６，Ｐ－６週柵掘削（SDOO3)。Ｍ‐１．２，Ｎ‐１．

２，０－６，Ｐ､６遺柵掘削。ＳＮ,O・P．’～４輪庇、Ｍ，１．２．

‘１，Ｎ.ＱP．’～４遺柵掘削。ピット３０J&の１段下げを実施。

この中でピットに謎疋したものは１６基。川口こられの半哉

を行い必挫なものの写真撮影を丸施ｃ

3.3SDOO3遺柵掘ilill、SDOO4・SDOO5追物取り上げ。

Ｍ･７，Ｎ。Ｏ・Ｐ､７～１１平面実測図作成、SDOO4」滴断而、

SDOO4遺物出上状況、SKO11完捌状況写典捌影。

3.5雨天作業中止。ｉｌ}賊整理。

3.6Ｍ・Ｎ。Ｏ・Ｐ‐１～４輪代．Ｍ‐１．２．４，Ｎ。Ｏ・

P、１～４遺柵調査。柱穴３０基の1段下げを行った。この中

でもピットに認定したものはｌ６ｊ座。あすこれらの半殿姪行

い必婆なものを写真柵影し断面間を作成する、

3.7Ｍ・Ｎ‐ｌ～４，０．１．２．４、P‐１～３週柵掘削。Ｍ・Ｎ。Ｏ・

P,９～１１平断面図実測、Ｍ・Ｎ，２．３写!‘L捌影･ビットの

半鮫を開始。SPOO6、００７，０１６，０２２で柱痕を確蝿。柱痕

は皮１枚だけのものは多いがSPOl6だけが柱痕がしっかり

と残るｃそれ以外のピットはjlUや１．

３．８Ｍ-３．４，Ｎ－２～４，０－３週柵掘削。SDOO5平ImN作成、

椛穴断面図作成。SDOO6、柱穴土肘断面‘Ｗ4撮影ｃ

3.9Ｍ・Ｎ．Ｏ・Ｐ‐ｌ～４平面図作成（1/20）

3.12Ｍ‐１～７，Ｎ｡Ｏ・Ｐ．ｌ～８滴柵cSDOO3-l二脚断面、

SXO０１，００２，sKO０８．００９.SDOO5､006完lWj:典搬影。

3.13Ｎ．Ｏ・Ｐ・Ｑ－９～１１輔従。SDOO3､004,sKO06.012

週柵完掘状況写真撤影

3.14SDOO4掘削、SDOO4遺物取り上げ、トレンチ掘り。

iI1i機でトレンチを掘削。明日、油ｌ１ｉ}廷行い解釈を行う。

3.15雨天作業中止。察内で盤JIM作粟。

２５

３．１６０１J央トレンチ清捌。SPOO3、SPOO7、SPO16調汽。

中央トレンチは南トレンチとlIilじく流路が挟まりながら東へ

いくことが判明した。

3.19Ｍ.３，Ｎ．１．２SPO０３，００７，０１６杭取り」:げ。Ｍ,３，

N‐１．２１２面図作成。

3.20催片付け、置材撤収。盤理作粟，

3.21～３２９盤剛作業

国際航業㈱３区

1.9安全識習会、受け入れ‘州習、道只舶配布。午後３時か

ら県と打ち合わせを行う｡ベルトコンベア搬入。‘凋在区側洲

水抜き。

1.103区と４区の境は当初i汁1曲iを変史し、Ｇｒｉｄに合わせ

て設定を行う。ベルトコンベア投置。現段階の遺物出土状況

は調盃Ⅸの中央部から西側部にかけて多く出土している。

1.11‘川従区西側・lW壁納従作業。ｌＩＷ面の分肘作業。特

に大きな変化のない堆禎の仕方である。ｌ～３間は現代の水

田耕作l:で３層は床土で駿化鉄が多賦に混じっている。４脚

は３咽とともに遺物包含暦で今回の調従におけるポイントの

I筒でありこの層種除去するとその下牌（５層）が辿柵検出面

である。

1.12‘叫従区西唖分潜作業、Ｉ櫛壁精介・分腐Ｃｌ+j畷の途【10

から（１１Wより）４肘以下の土髄がわずかに変化しているよう

な感じであるｓ

１．１５ベンチマーク２ケ所に投潰･南曜の３区と４区との

境界に釘をうつ。７．B‐７Ｇｒｉｄの調盃ＫＩ櫛壁に〃さ１０cmほ

どの炭化物が束から西方向へ藩ち込んでいる。東側には立ち

上がりが確認されるが西側はffち上がりがなく落ち込んでい

るものと判断される。

1.16‘叫従区南醗分増作業、０凋査区包含暦（３屑）掘削。

凋査区i}lj暇、士肘断面図実測。湖査区南側の７－Ｃ１２におい

ては６肘上面に大きく５暦が落ち込んでいる部分が２ケ所あ

る。遺柵の可能性があるｃ

１．１７昨夜から降った雨のため、現場作業は中止にする。

現場では‘淵企区水抜き作業、ｔ糟断面図実測業務ｃ

1.18糾在区周辺の雨水対策で溝・上下作りを行う。溝や

土坑顛の遺構がいくつか検出される。新しいい時川の湖か、

桃作間する遺栂の‘11能性がある。その他は検出作業がしっか

りできていない。まだ、形状・性格ともに不明である。また、

鋤跡と思われる州５cm～１０m'の細い洲が1判北・東IjIjにそれ

ぞれ検出される。

1.22ｉ淵侮区包含屑（４牌）掘削。Ｔｌ～３トレンチ精査。

土暦断ｉｉｉ・掘影。Ｔｌ～３トレがあり大きな落ち込み部分が

‘鯉められる。また、底面及びその付近では土器（土師器、釧

山器翻）が多く出{:している。

1.230側flf区包含崎（３．４肘）掘削、５暦上面過枇検出、

‘澗査区南峨幡査ｓＴ１～３トレンチ壁而災測。Ｔｌ～３トレ

ンチの北峨下において土器額に混じって木材が数本出上。製

品かどうかは不明。遺柵検出作業において教条の湖（新しい

時期か）と炭化物の堆積したｲﾐｨ篭形の上坑が数ＪI蝿められ

た・



1.243区と４区のｔ肘注記合わせを行う。調査区包含層

(４肘）掘i‘i１１，５屑l:1m遺構検出、.『ｌ～３トレンチ噸､実測、

1苦肘断面柱状、」上から分再捌影)。鋼査Ⅸ火側はスキ洲以外

は遺櫛らしきものはあまり見られないが、４１><との塊に土坑

が数基あるようだ。検出作業をおこなって航認したい。捌査

Ⅸ西側の３．s､５は洲が１条束IlIjに走っている他、遺柵は見

られない。

1.25制在Ⅸ包含肘（４層）掘削、調従区西壁I､f側洲水路

作り。３－Ｐ・Ｑ－５においてIlj度遺構検lIMffおこないiＭ（南

北方向）数条。東リ§へ１条、検川された。いずれも新しい時

191の溝と思われる。Ｔｌ～３トレンチの蛾、、床而糊代作業

は一応終了する。周辺の検出プランがみえてくるものと思わ

れる。３－T､１１．１２において東IlIjに伸びるラインが0偲められ

たがＴｌ～３トレンチで確鎚されている北東方向への落ち

込みの立ち上がりラインのようである。

1.26午後には天候ｆ順のため現場作業を中止するｅ調査

ｕ、監理技l言は砺筋所内にてそれぞれの作粟を行う。柵街区

包含層（４肘）掘削、遺櫛配悩図（1/１００）作成。３－T,１０

では炭化物堆積部分が検出された。Ｔｌ‐３内の壁面に認め

られる炭化物に連なるものと思われる。

1.29調代区包含肘（４層)、５肘上面遺柵検出。‘ＩＭＩ制><東

側は再度、掘削作業をおこなったグリッドがあるがやや掘り

足りなかったようである。７－A-12は検川作業をおこなった

がグリッド向西部に大きな士坑状のものが検出された。やや

新しい時期の遺構か。

1.30捌代区包含刑（４牌）州削、５１Ｗ_上面遺柵検出。

Ｔ２‐５トレンチの鞭1ｍにおいて北・南畷の中頃からiHj側に

向かって大きく落ち込んでいる肘が確縄されたが大きな満か

旧河道の'１１能性がある。床面には'二器片が点在している。

1.31捌従区包含屑（‘1層)、５柄上面週柵検出。検出作粟

を行った部分はスキ跡が数条検川されたがその他は３－T-l3

において火西に延びるラインが確認されたのみであるｃ

7.A－４では遺構らしきものは見られない。

２１天候不順で現嶋作業は『lIII:。午前'11は作業口に対して

安全調習会や遺榊調代の繊習を行うｃ

2.2包含肘（４肘）捌削、捌在区南壁１，０１辺淵査作業。３－Ｒ・

S､９（Ｔｌ‐３トレンチ西側）には炭化した'二が広がっている。

Ｔｌ‐３トレンチ暇1mから確縄されている流路に側するもの

と思われるが、流路がほぼjlM没した後、その脇に小流路が存

/fしその小流路に炭化物が堆械したものと推測される。

2.5包含肘（４綱）掘削、５ﾉidf上面の遺櫛検出Wi従作業。

３．Ｓ・Ｔ－９には炭化上混じりのピットがｉｔんで検川。西側

の３－s。Ｔ､８にはそれに続くピットが検出されると思われる．

ピットIMIの距離は南北間で約2.4ｍ､束西川で約1.2ｍであり、

東西方向の桃間がI*j北方向の約､'4分である。

2.6包含肘（４肘）掘削、５肘上面の遇柵検出1ｍ輔査作

鴬、調汽K1Hi･南壁下側洲再捌|‘ｉｌｌｏＴ２，５トレンチ暇而実測、

過櫛配偶図（ｌ／１００）作成。７Ａ.・Ｂ４．５の捌従区南壁

ド側溝再掘削とＴ２‐５トレンチ唯面輔代作葉は卿から南西

に向かって、流路が蒲ち込んでいるものと忠われその確認の

ために作業を行う。その結果、，iW査区南唯I、とＴ２．５トレ

2６

ンチ1#噸1mの落ち込みは同方向でありその他、諸所の条件を

普慮してIljI-のものと確認できた。

2.7包含勝（４胴）掘削、５用上面の遺構検出面箭査作

業。捌在Ⅸ西壁下側洲再掘削､.ｒ２‐５トレンチ鞭IniWi奇作業。

Ｔ２．５トレンチド1Wから須山器片２点Ⅲ土。西から南西方

向へ落ち込む流路内の遺物である。３－Ｐ。Ｑ・Ｒ－４の調査区

西壁下の側洲の再州削を行い流路の立ち上がり（$I部）を碓

泌したがこの場所においては流路の立ち上がり部はlUI確には

できなかった。おそらくもう少し東側に存在するものと巷え

られる。

2.8包行肘（４肘）掘削、５肘上面の遺柵検出面iWiff作業、

捌査区IﾉIj雌下側洲I¥掘削及び柵在作業。３.Q-8では炭化物

を微量含む柵状・上坑状遺柵が３基確‘蝿されたがこの付近が

Ｔ１．３トレンチ内で確認されている流路の落ち込み（立ち

上がり）部と思われる。

2.9昨'1から降っている雨のため、現瑚作業は中止。午前

９時３０分から鼎現場'i『務所にて協識を行う。捌従区全域、

水抜き作業を実施。

２．１３包含層（４kＨ１）掘削作業、５用上面での遺柵検出作

業､包含肘（４屑）から出土した遺物の地点取り上げ作業（Ｎｑ

ｌｌ～１９）３－s－８では東隣の３－Ｓ・Ｔ,９において検出され

た掘立桃辿物と思われるピットに並ぶビットが検出された。

３－T､７では調在Ⅸ内の南北方向にはしっている近11tの調在

区以降の一部が検出されている。

２．１４尺候不順のため、現珊作業は１１０１t・調査区令域、水

抜き作災。

２．１５５肘上面の適俄検出Ｗ1代作業。明日に予定している

遺櫛検川状況の‘洲fr区全景写典搬影のため渦査区全体に渡り

輔査を行う。捌在区北部の作業を残しているが４区に近い

１３グリッド上のIfj北に遺柵が災中して存在しているｃ当初

は何もないと思われた部分である。形状は不定形を呈してい

るものが多く、ｉｎ概して遺柵が存在している可能枕がある。

２．１６ヤメ典掴影のためローリングタワー３段を使用する。

検出り２１１４は８カット侃影。５肘I邑面の避柵検Ｈ１作堆、遺柵配

贋図作成（l／１００）

２．１９先週末の蹄FMにより,閲fr区内に雨水が淵まっていた

ので全ｉｍシートを上げ、排水作業を行う。また、発電機、分

超然､ベルトコンベアの再批捌を行う。SDOOl（近１１t柵)掘削、

流路先行トレンチｌ掘削。遺柵配置図（l/100）作成。本Ｈ

より本格的に遺柵掘削に糊下する。SDOO1（近世洲）のみ

だがここ以外にもｔ師器・釧忠器の細片が多く出ＩZしている。

調査Ⅸ北雌でSDOOlの土肘断面は４１Ｗ（包含１W）を切って

落ち込んでいるのを確認しているため他の遺柵よりは新しい

時期の辿柵で間迎いはない。上師器・釧恵器細片は流れ込み

と思われる。

２．２０SDOOl（近世溝）掘削、流路先行トレンチｌ掘削、

平面間（スキ満ｌ/20）作成。３－Q-l3においては流路ｌ先

行トレンチｌの掘削を行ったが流路の落ち込みは判然としな

かった。遺物の111ｔもほとんど見られない。県１１務所にて協

識を火施。

２．２１SDOOl棚lIiIl、流路ｌ先行トレンチｌ掘削、、ｌｆ而図（ス



キ満、ｌ/20）作成。ＳＤＯＯｌは土制断面のためのベルトを強

し定掘状態とするｓ３－Ｒｌ３において流路ｌ先行トレンチの

ⅢIIilllを行ったが落ち込み部は判然としない。遺物の出土も1,1‘

られない。

Ｚ２２ＳＤＯＯ２～SDOO6掘削、SKOO2～SKOO6撫削、流

路ｌ先行トレンチ２捌削開始。SDOO3～SDOO6は１嫡断

1ｍのためのベルトを残し充掘状態とする。sKoo2～sKoo9

は切り合い側係を洲くるため一段（５cm）掘り下げる“

３.ST-l2流蹄Ｉ先行トレンチ２を‘没定して紬Iiﾘを行い流蹄

ｌの落ち込み部が確泌できた。史に、落ち込み部周辺からｔ

伽1i淵・須恵器片が多くＩＩ１１:している。

2.233.P,６，３－Ｑ６．７にあるｔ坑顛は切り合い関係

をI淵くるため一段掘りドげる。３s､１３に位慨するSKOO2

はllmiから水ﾊ゙ （やや火WJ）が出I:している。３－R､８．９

の流路ｌ先行トレンチ３の掘削を行うが流路ｌの落ち込み部

を確認する。この落ち込み部においても先行トレンチ２と川

棚にt師器・須忠器片を多く出土している．

2.24SKOO4～SKO12掘削、SDOOI～SDOO6掘削ｇＳＫＯＩ２

は４Ｋ（蝶捌従範囲、後に３区に統合）との境界に位閲して

いる。埋土を棚り進めると木杭を含むピット歴検出ｃ４１，<で

検出された木杭を含むビット頚とほぼ仙ぶような位置にあり

１１賊柱述物の遇櫛になるIﾘ能性あり。

２．２６ＳＫＯ１２～ＳＫＯｌ５、ＳＤＯｌ６、ＳＤＯ１７、ＳＤＯｌ９、ＳＤＯ２１、

SDO23掘削。SDOO2～ＳＩ〕006は1W北方向に、SDOO3は火

西方向に走っている。そのなかでSDOO2とSDOO3、SDOO4

は切り合っておりSDOO3・SDOO‘1をSDOO2が切っている。

SKOO2とSKOO3は切り合っているSKOO2がSKOO3を切る“

また、SKOO2の底面には木片が賎されており、製品か仰然

水かは判然としないｃＳＫＯＯ４は４ばの試掘トレンチ南西則

に位置しており土坑３基が切り合っている。‘1Ｋで調査済の

ｔ坑に切られておりSKOO5に対しては切っている状況であ

る。

2.27流路ｌ先行トレンチ４を掘削する。流路の落ち込み

部分の確認のための作巣であるが遺柵検出面（５牌上面）か

ら４０口nほど下肘において土器片（｣:師・須悪器）や小磯が

多欣に出土する。流路にあたる部分と思われ遺物瀬は流路が

ほぼ埋まったような状態の時に流されてきたのか反乱による

影智を受けたのかが想定される。

2.28SDOO7、SDOO8はI凋査区北西隅で南北方向に併進

しているがSDOO3～SDOO6と重裡しており、両満ともに

SDOO3～SDOO6に切られている。SDO26は炭化土層で柵

成されており、遺物出土も多い。流路２（調従係雌西側）が

ある縄度埋没した段階での遺構と思われるｃ

3.1月初めの安全講習会を実施。

SKOl2・SKO13はSKO24と気り合っており、Ｉｌ１ｊ土坑に比

べSKO24が占い時期のものと判断される。ＳＫＯｌＯはSKO22

と切り合っておりSKO22が古い時期のものと判断した、

SKO26は黒色|:を多最に命んだ澗状遺柵である。各ビット

は１段ドげた状態で掘削に移行する。

3.2図面作成はＳＫＯｌ８、SDO22、SDO23は平lni、SKOO6、

sKollは断1ｍ，sKo12、sKo13、ｓＫｏｌ９は平・断而図作成

２７

を行うｃ調frK北西部叫に典中しているＳＤＯＯ２～SDOO8

は束Ｉ１ｌｉ方向‘1条、綱北/jIn１３条の洲状遺椛であるが５，００２

を除き東【ﾉﾘ方Ii'１の柵がI櫛北ﾉﾉ向の洲を切っている。時期は新

しいもので胆叫に関する遺柵と推測される：

3.3SKOO8、ＳＫＯｌＯ，SKO20、SKO22、ＳＤＯ２６、ＳＤＯ２８、

SDO29各遺柵の掘削を爽施，SKO30、SKO31断１，図作成、

SKOO2、ＳＫＯｌ６、SDOO9、ＳＤＯｌＯ、ＳＤＯ２４､Ｍｉ同作成‘

SK()０１、SDO25、SKOO2、SKOO6、SKOO8、ＳＫＯｌＯは土liji断

1mりん'4搬影、SHO11は検出写真を柵影する。SKOO2、SKOO6、

SKOO8、ＳＫＯｌＯは再捌影．

3.5昨夜からの降雨のため、現場作鴬は中止．‘側査区内の

ﾉk披き作業を蝿施曹

3.6ＳＫＯＯＺ、ＳＫＯＯ４、ＳＫＯＯ６、ＳＫＯＯ８、ＳＫＯＯ９、ＳＫＯ２２、

SKO23、SKO24、SKO26、SKO28、SKO29各遺柵NIIi1iﾘ。SKOO8、

SKOO7WiiIxl作成，SKO20、SKO21、ＳＤＯＩ８、SDO27の各

遺柵|:屑断1m''江蝿影§SKO24は遡物が多剛川ｔしている‘，

611t紀後半噸の辿物。

3.7SKOO3、SKOO5、SKOO7、SKOO9、ＳＫＯ２４～SKO26、

SDO26、SDO28～SDO30fhf遺柵掘削。SKOO2、SKOO6、SDOl3、

SDO29vIm側作成、SKOO9、SKO22、SKO23、SKO20平・

断1ｍ側作成、sKool、SKoo9、ＳＫｏｌ５、SKo22、sKO23、

SDO26、SDO281:脳断I力rIj:!‘4撮影。

3.8本日よりデジタルトレース作鴬仙猛配慨し作業をIﾙ1姑

する,二

SKOO3､SKOO9は定捌実測､SKO24､SKO26､SDO30､SDO31、

SPOOl～SPO40棚iiILSKO22は平面Ih<I、遺物出j:状況実測、

SKOO3、SKOO5、SKOO7、SDO26、SDO27、SDO28、SDO29

土肘断面図作成。SKOO3、SKOO5、ＳＫＯｌ５、ＳＫＯＩ７、ＳＫＯｌ８、

SKO23、SKO31、SDO29、SDO30、SDO31土肘断1m写真拠彩。

3.9県現場‘IＩ筋所にて協搬。SKOO5､SKOO7､SDOll，SDO12、

SPOOl～SPO40M1WillcSKO22､SKO25､SKO26､SDOll､SDO12、

SDO30、SKOO9、SKO23、SKO22爽測。SKO24～SKO28、

ＳＤＯｌｌ，ＳＤＯｌ２、ＳＤＯ３０、ＳＰＯＯｌ、SPOO4、SPOO6、ＳＰＯＩ４、

SPOl8、SPO22、ＳＫＯｌ７、SDO23完州状況写奥州影。本Ｈま

でで検出した遺柵のすべてど完掘した。

3.11調査Ｕ、閥査技師３f'iのみ出勤。SKO24、SKO25、

SKO26､SDO11､SDO30､SPOOl～SPO40平而図作成。SDO27

出土遺物取り_kげも

3.12捌査区光棚写真搬影のためWifr作業実施。平面図に

隙IWi価‘id入、SDOO9、SKOl6、SDO26、SDO28光掘写真搬影。

本冊までで調在区作業は全体の約８削を終ｒする。

3.13高所作業11i転使川し,側査区令賦写真を捌影。SKOO1、

SDOlO，SKOO6、SKOO7、ＳＫＯｌＯ、SKO22、ＳＫＯｌ４、ＳＫＯ２１、

SKO25、SDOOl、ＳＤＯｌｌ、ＳＤＯｌ２個別完掘写典拠影。

3.14SKOO2～SKOO5、SKOO8、SKOO9、ＳＫＯｌｌ～ＳＫＯｌ３、

SKO27、SKO28、ＳＫＯｌ５、ＳＫＯ１８、SKO30、ＳＫＯｌ９、SKO20、

ＳＤＯ３１、ＳＫＯ２７、ＳＤＯＯ２～ＳＤＯＯ８、ＳＤＯｌ４～ＳＤＯ１６、

ＳＤＯｌ８～ＳＤＯ２０、ＳＫＯ２９、ＳＤＯ２９、ＳＤＯ３０、ＳＰＯＯｌ，

SPOO4、SPOO6、ＳＰＯｌ４、SPO２２例別定描写典側影＞また、

満fWj?典のための上舗計､〔川写真撮影も爽施。

3.15ノ〈候不l'ljlのため４，!』M作業はllIIl:ｏＳＢＯＯｌ定伽写真ｌｌＩｌ



影。午前中、雨の止んだ時間にﾘ,L担当行による現場臓ｉｆ（凶

而チェック）が行われる。

3.163-Ｐ・Ｑ－５～９流路Ｉトレンチ、３.T-7-A-4～７

旅路２トレンチ、３－Ｒ・Ｓ－９・１０流路３トレンチ州削。３

，kのトレンチ掘削を1,機で行う。トレンチの分層･hWfを実施。

SKOl7、SPOI8、SPO38、SPO39、SPO40、SPO３５各遺構完

州写典捌鯵。

3.17作業員は本日、休み。３－Ｒ・Ｓ､９．１０流路トレンチ

３南壁分伽↑及び写典柵影。

３１９３－１〕・Ｑ－５～９流路Ｉ北畷分ﾙｲ、３.T-7-A..'～７

流路トレンチ２南蝋{二滴断面図作成。上腿土繍断面写真撮影

迄尖施。

3.20本日で作業此服用終了。今回の調在で出土した遺物

遊県文化財貰料室に納入する。発掘遊里を国際航剰榊九州FＩＩ

■■－

務所（久禰米市）へ移送する。調査Ⅸ、現場ﾂ務所周辺の片

づけ、ｉ,'伽}を実施。

3.21本日にて現場調汽・作業のすべてを終了する。

3.22ベルトコンベア搬出。

3.239:３０からﾘ,(現場'1F務所で協搬。SDOl9、SDO20、

SDO28、SKO23、SKOO8、SKOO9、SPOO6の完掘状況再捌影。

3.24～３．２９１１柵所内で成果品提川に向けて,脂作業を火施。

3.30成果品納入

岱合町議会,雛員による視察

2８



第３章遺構

１１区の調査成果

卿査1区は翻杏区全体配固から見ると２区とともに凪も西(有明海側）に位置し、」Ｒ鹿児島本線沿いに立地する。本遺跡の朋査で最初に酒手した調査区に

あたる。当骸地区は平成１８年度の予儲凹面の結果'、古油時代の土師朗・須恵認を主体とする迫物群と溝、土坑枠の遺桐を砿肥したことから本卿査が必要と

判断した場所にあたる。

なお、本飼査区の南側隅接地は胸査２区で、本県が卿査主体となり鯛迩の一部を国際航業謝に残廃した調査区となる．

1.1然流路NROO1（Fig7）調査ｌ区面欄のおおよそｌ/３を占め、検出した流路遺構。本来、自然の作用に係

るものであるため「遺構」という名称を使用するものではないが、流路内に荷列並びに倣板状の痕跡を確縄

したことから遺構に準じるものとして報告することとする。

流路を検出した面は現在の耕作地（１．２暦）下に薄く堆積する３層をはさみその直下である。３府は

調査区内に広く残存し、自然流路NROOl・NROO3の遺柵検出面として確認されることから、遺跡が形成さ

れた当時から存在する堆積土である。

NROOl内の土層の堆績はＦｉｇ７のなかで示すとおり、３膳（基本上層）より下層で水性粘土（シルト髄）

の連続堆横によりその埋没過侭を追うことができた。以下、下層から層の堆柚状況を詳しく記述する。

NROOl-5は同屑下層でこの地域の無遺物層（蕊底屑）である基本土層５肘（灰色粘土）を確i認したため、

本遺構では最下層に位置づけられる層とした。この層は断面では確脇できたが而的には確認できていないc

NROOl-4は貝（牡蛎、シジミ）を多く含むが基本ベースとなる粘土は５層の土が最も近いものとみられる。

水腫においては層の基底部において、板状及び械物繊維が撒かれた状態を保ち検出した。救板の一部は壁面

近くで面的に確認している。植物痕跡は湧水による粘土の乱れと脆弱遺物であったことから範囲確認はでき

ていない。倣板は１枚あたり帆約２０cmで、総数７枚を検出した。調荷区内における検出長１５ｍ、最大柵約

４０ｍで、壁からほぼ垂直に測査区内に広がる。倣板の置かれている状態は、植物を下層に置き、その上部

に板が置かれていたものと調査の結果からは判断できよう。周辺の同レベルからは土師器・須恵器・木製鰹

具・木片等が粘土中より多数出土し、これら出土遺物の器体の状況から、破而が磨滅しておらず破片が同一

個体として近接地内で接合できる状態であったこと、出土木製品及び敬板の保存状態が同じであったことか

ら、敷板状の遺構と周辺から出土する遺物の年代は相対的に判断し、同層（同時期相当）の遺物であるとし

た。また、倣板の範囲と出土遺物のドット範囲がほぼ同一ライン内に納まることから、この範囲までが人的

な作用による範囲と判断し遺物の取り上げ等に努めた。NRO０１．３は貝層及び敬板遺柵を覆うように堆稲を

繰り返すとともに、１Wの形成時にＹ=-30450付近で一時的に盛り上がりを示し、陸側と流路側との間に堤防

状の高まりを形成する。その結果、NROOl-2は結果的に堤防状の商まりとなった部分の左右に小規模な流

路を形成しつつ堆椴を続け、雌終的に西側に寄ったかたちで厚く堆俄し、それまで小規模ながらも流路の形

態をなしていた部分が潤い尽くされ、流路としての機能を失っていくこととなった。NRO０１．１は断面の観

察の結果、これまで同様の流路としての流れ込み狼跡は碓泌できず、洪水等の外からの作用で一気に埋没し

た可能性が考えられる。その結果、断而において分暦がかなわなかった理由を見出すことができよう。

NROO1-イi・杭列（Fig8）敷板遺構を検出したＷＰ.EＰ土肘断面ラインから南へ２２ｍ離れた位慨に石列遺

櫛を検出した。石材は主に径４０cm～５０cmの砂岩で、当該遺跡内本道櫛以外では未検出の石材である。石列

の存在する基底層は敬板遺構土層断面で見られた自然流路NROOl-5相当層上に位置し、安定した厚みを残

している。石列状の辿構はNROOl上端よりやや軸を南に向けＮ-62.-Ｗの方向を示している。上端に近い

部分においては、石列の一群が南側へ落ち込んだ状態が見られ、Ｙ=.30445付近では、大型砂岩の南側に向

かい小燦の一群が落ち込んでいる様相を呈する。先端部においては本遺構中股も安定しており、Ａ-A'ライ

ン上の石材が面を揃える。先端部（下部）は燦の刷囲に牡蝋を中心とする貝肘を基底部に持ち、石面を線上

｢'ド成１８年３ノ１１０日付け戦史輔３０２１１）「ﾉl州新韓練巡1世工事に伴う雌戯文化財拭掘捌査について（通知)，

２９
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にほぼ併せ、１２．の勾配をもち東側の藩ち際まで延びる。石列先端は方形の石柱が１ｍ以上打ち込まれてお

り先端の落ち込みを閉めている。石柱の挿入角度は１０°を測る。石ﾘの中心部付近にＡ,A､にほぼ直角に北

側へ延びる杭列も同遺構と同時に検出した。杭（４５９．４６０．４６１．４６２）は石列先端部側に向かって打ち

込まれているとみられ、浅くなる上端方向を受け｢|としていたと判断した。杭列に使用されていた杭のうち

４５８は「ほぞ穴」が穿たれ建物からの転用材とみられるｃ

柵SDOO1（Fig.９．１０）自然流路NROOlの最下屑の埋上を切り込み、３屑の埋土が被る府位で確認した遺構。

土屑の複雑さからNROOlの成り立ちとも密接に関係がある。また、本遺構上端には、後に記述するが円形

の土坑が掘り込まれており、下端からは一括性のi断い遺物が出土している。遺構の検出時から流木、人為的

な加工痕のある木片等が多数出土しており、NROOlとの関連性を考慮し調査を進めた。遺構の掘り込まれ

ている層位についてはすでに記述したが、埋土の状況等も水性堆積によるきめ細やかな粘土が充満しており、

棚り進めるに従い調査区壁より水が惨みだしてきた。

調査の進捗とともに111土する木片を観察すると、遺構に垂直に打ち込まれた状態を保つもの（遺柵先端部

に多い)、斜め方向に木杭が打ち込まれ一見して倒れているように見受けられる木杭とに大別することがで

きた（調査区壁而際)。前者の木杭は調査の結果、３列（(A-A.)、（B,B､)、（C-C.）で図化）からなる杭列で

下端のレベルが下がるNROOl側（東側）において深く打ち込まれている傾向が確認された。深く打ち込ま

れている木杭の中には当初から杭としての使用を前拠としたものと、辿築材の転用材、先端を丸や方形に掘

り込んだ杭（転用材か）などが多く使用されていた。辿築材等の転川材の使用状況については断面図（D-D.）

の図を参照して頂くと分かりやすい。同図は水平に１列ずつ見通した杭列を東側から!『〔角に見ており、下端

を低く深く打ち込まないと木杭の川を為さない部分に大型の木製品が多く使用されているのがわかる。なお、

同断面図には後述する土坑SKOOlの見通し図も含まれるので参考にしていただきたい。ここで、木杭が打

ち込まれている地而に掘り込まれる掘方はやや方形気味に留まる。規模は検出長4.8ｍ、壁面際で幅２４ｍ、

先端部で１９ｍ、深度はB-B，付近で約６０mIを測る。下端は上端側にあたる西側においてはやや内に入り緩

やかな傾斜を持つが、東側に当たる部分では途中に中間端を有するものの西側以上に緩い立ち上がりとなる。

当該遺構はNROOlと土層の切り合いにおいて関迎性を持ち、ほぼ同時期に存在していたことを調査の結

果から検証することができた。本辿柵の埋士基底部に見られる②屑埋上はNROOl対して人為的な痕跡を残

している４層（貝府）を覆っている３層に準じる土であることから、NROOlで貝屑が露出していた時期に

洲が掘り込まれ、流れの一部を利川していたものと考えられる。垂r〔に打ち込まれた杭列の間からは木製の

｢ツチノコ」及び須恵器饗が出土している。続いて、遺構壁際の杭について記述する。木杭がみられるのは

NROOl側に寄っており、遺構の傾斜に沿って斜めに倒れている状況を確認することができた。下端には木

杭の根元に被るように木皮があり、その様子はあたかも上部から流れてきて杭に絡みついたように見受けら

れた。木皮は薄く脆弱であったことから調査の際に崩れ、それがそこにあった意味を確認するまでには至ら

なかった。木杭の倒れている状況を綱沓したが倒れた嬰因までは検証することができなかった。ここからは

須恵器杯身が１点出土しており、辿柵先端部で出土した須恵器饗との年代を検討すると古墳時代後期の年代

を与えることができよう。

｣:坑SKOO1（Fig.９．１０）満SDOOlの上端を切り検出した遺構・SDOOl杭列見通し断面図Ｄ－Ｄを見ると満

の上端を切っている様子を見ることができる。直径は南北８９cm、東西に８１cmとほぼ円形であった。下端に

は土師器蜜と須恵器饗の２個体が出土している。Iilii土器とも接合の結果底部片のみがなく、土坑内に世か

れる以前に底部を抜かれていた可能性もある。実測図としてはそのことが検証できないことから欠損のライ

ンは入れていない。慨かれていた状態は南側に土師器製があり、SDOOl上端に対して45.の角度を持ち検

出できた。ここまで記述し、遺櫛の捌査時の状況から遺構の切り合い順序を振り返ると、あまり時間を侭か

ず自然流路NROOl→満SDOOl→士坑SKOOlの順が追え、NROOlとSDOOlとはほぼ同時期に、SKOOlも

SDOOlから出土している遺物と時期藤がないことからほぼ同時期に存在していたものと考えられる。
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灰色粘質土（７５Y6/1）炭化物を少量含む
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洲SDOO2（Figll）調査ｌ瞳中央にほぼ東西に主軸をおき検出した辿構ｃ西側辿榊端部を自然流路NROO3

に切られ、東側でＮＲＯＯｌｌ:端を切ることを確認している。検川艮は|州で２４４ｍ、ド端で２６２ｍ、NROOl

との切り合い部で最大幅5.4ｍ、主軸はＮ,60.-Ｗを測る。遺構は｣二端・中間端・ド端からなり、ド端付

近で角度を変えやや深度を卿す。鼠返しが出土したＣ,Ｃ付近では下端が南に寄り鋭角化する。NROOlと

の接点付近では粘土及び粘質土の乱れもあり切り合い関係が不明瞭ではあったが、綱査の結果から判断し、

NROOlが存征しその後に洲SDOO2が存伍したとした。

調査時には、然流路とみて調査を実施したが、掘方がii1〔線的であること、NROOlに直角に交わっている

ことなどから勘案し、今回の報告では職として報告している。しかし、自然流蹄の可能性も否定できないこ

とも合わせて炎記しておく。

遺構掘削に伴い、土届は遺構中央部（A-A，）とNROOlから約６ｍ離れた位置（B-B'）にて観察している。

土屑の基本肘はｌ～４層と同じ堆戟順及び脳位を示しておりいずれも自然堆積廟の様相をみせている。また

NROOl上端近くからは長筏70cmを超える木製の鼠返しが北側の上端から下端に向かう緩斜Iml:で．－部を遺

椛に接しながら出土している。鼠返しの出ｔ状態は洲|】の埋土に流れ込んでいる倣相をみせており当初の位

牌は保っていない。埋土中からは鼠返しの他に、小片の土師器片に混じり須恵器摘み付き蓋（４．５)、摘

みなしの蓋（２．３）、銅に鍍金した耳蝋（260）が出こしているｃ

、一

ＩＨＦ：

０

９号Ⅳ】ｂＯＬ－－･ﾏ,

|に１８曜旧I

7増１

Fi貝.ＩｌｌＩＸ洲SDOO2実測側
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WWSDOO3（Fig.１２）北側壁際で検出した辿柵。ｆ坑SI<()〔)２とは隣鵬する。辿柵令長6.3ｍ、中心部土〃1断

面実測部で幅８８clll、主軸はＮ-66..Ｗを測る。遺椛断1mは逆台形で上端からド端へは緩やかなじ字状に棚

削される。土層は｣ニド２層からなる。埋土''1に木片が多く含まれ、その周辺部では粘土化している状況が断

面で棚察されている。木片は過WWのほぼ全休に広がっており、流れ込んだというより置かれたと表現するこ

とが通､１１かと判断する。しかし、木片の中には木製品と判断されるものや加_'二痕のあるものはないｃ

淫

W’

1Kｇ

Ａ一

奄

ｒ１

ｊｌ
’ＩＪ
ｆＪＪＩ

②零

７Ａ

』

ヨ

。

11言２０３三
一一-一一Ａ

,I

S二1/4［

-定ﾅｰ
１灰色粘貿土（5Y‘1/1）鉄分を含み、マンガン粒,炭化粒を少斌含む

２オリーブ肌粘土(5Y3ﾉ2)鉄分を含み、炭化粒を少批含む
炭化した木（木製品・溌木)径木片の闘Ｅ炭化した木（木製品・流木)、木片の周函は貼土化

ドi９．１２１ｌｘ洲SI)003実測側
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ドi質.１３１Ⅸ上坑SKO()２実測図

される状態で須忠器杯身が１Ｊ‘(（（１２）出・ｔしている『

上坑SKOO3（Figl4）試掘坑

に・部かかりながらも検州した

過柵．平面形はほぼ円形でｋ端

から下端に向かってはほぼ垂施

に掘り込まれ、下端もほぼ水平

である。遺椛の規模は断iiIil剤を

作成したＡ-A'で８９cm、同じく

ド端で８０cmを測る。遺椛の.睦

lliIlIは不明。士＃'iは上.､ド２ル,iから

なり水平堆秘の様相をみせる。

下1Wにあたる２ルサからは土師器

の|器片がわずかに出土してい

るが器極を判断できる遺物はな

い。また、下端に張り付くよう

に板状の木片が出土している。

調汽時の観察では木製品、加工

狼のあるものではないことから

取り上げにまでは至っていない。

A１

i'三L-apmA

Ａｒ，

⑬

I:坑SK(〕0２（Fig.13）,淵査区｣上側唯際で検11Ｉした辿椛。全体を検Ⅱ(した訳ではないので遺椛の性格まで‘洋

細に論じることはできないが、調査の結果から把握できた内容をもとに士坑として報告する。その他の遺構

である可能性も否定はできない。検出長約1.7ｍ、難際での幅1.3ｍ、．i畠軸はＮ-24°‐Ｅを測る。適職は上端

''１間端、ド端からなり、巾間端では平坦部をｲiするKIiも陥認できている。床Miでは板状の木片が出土してい

るが、木製品として判断できるものではなかった。よって取り上げはしていない。遺構些部の調査区際で遺

椛機断而を実測しており、土１W観察の結果、水平堆祇であることを確認している。そのなかで２層中に包禽

JWj灘

Ⅱ二２１ｍﾉー、Ａ－

ユ

Ａ－

4２

０ １，

s言I/401

灰オリーブ粘寅土(5Y4/2)銭分・マンガン蚊・脱化粒を含む
暗灰黄色土〈２５Y･Ｉ/2)酸化鉄粒・マンガン粒・脱化物裁・土盤片を少艮含む
黒褐色粘土(2.5Y3‘'1）鉄分・木片を少量含む、腹化物が多い鞠か部分的に黒色土が混入する

地山喧_卜には木片などの腐植土が雄菰する

２
３

１

④作戦

水杭ｌ～７（Fig.6）調査区内からは１．３．４Grid周辺を中心に木杭及び小柱穴を多数検出している。小柱穴

の大半は下端が雌偲できないものがあり、俄根痕と判断されるものが多数をIIiめると考えられた。しかし、

中には木片（ｲ織物）の周辺に発達するW,Ii土が充満する縦穴状辿'１Wや、打ち込み杭の抜き取り痕とみられる

小穴があり、すべてが自然の作用によるものではない。図示している１～７に関しては、打ち込みによる杭

が残っていたものである。杭はすべて先端ﾉ川［され垂11'':に打ち込まれているもの、斜めに打ち込まれるもの

に大別できる。しかし、それら花一連の巡物としての辿悩と括ることはできなかった。

Ｕ １ｍ

ｓさ１『４０１

|;i9.1.11Ｋ土坑SKOO3実測図

－
７

灰色路荒土（5Y4〃1）

餓分を含み、マンガン粒・炭化初を少量含む
オリーブ黒粘土〈5Y3/2）
鉄分・炭化物を含む、脱化した木片や土響混入

｢
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２２区の調査成果

Ｚ区(Fi9.15）鯛査区のなかでは１区と並びｊＲ歴児島本線に沿う位圃に所在する調査区である。当咳鯛査区は調査１区同採、本眼薬が着手されるまでは園
場堕伺が済んだ水田であった．卿査区は県亜営で実施した醐査1区と土側溝を挟み平行に位圏する。咽査面稿は８９７ｍであり凹査を対象となった迫棚面は１

面である。

（１）古噛時代の遺樹

掘倣柱辿物SBOO1（Fig.16）自然流路NROOl股びNROO2にⅧまれた巾で検出された遺構。遺構の南に拭

掘調査時のトレンチを設定したことから一部の柱穴が失われている。平面形は長方形で３間を基本とするが、

北西側では３基２間、トレンチにかかる南東側では北西側に比べやや小規模な柱穴による４基３間（途中１

基はトレンチ内で消滅のため推定）さらに、内部の主軸線上に２ｊＩｌ§の小柱穴を持つ。Ｉ洲査時には２間×21111

の小規模な掘立柱建物と想定されたが、柱穴の埋土の土色、遺柵下端のレベルを勘案し平而原図を検討した

結果、今回報告する梁行３１Ⅲ×桁行４間規模の述物と判断した。しかし、平面形を兇ると北東側梁行で４．６

ｍ、南西側で６．７ｍとやや南西側が広がる形状をなしている。而劾的な掘立柱建物としても想定されない硯

模の違いで課題は残ると考える。桁行側の柱穴間距離は梁行より狭くＬｌｍ～１５ｍを測り、梁行側は１８ｍ

～2.3ｍを測る。遺構を検川した周囲には同H制01の埋土を持ちながら掘方を有しない打ち込みによる水杭が

残っている柱穴もあるが、断而に柱痕を残すものもあること、MII方巾に中間端及び'11段を有するなど本辿柵

ではすべて掘方を持つ柱により構成されている。

のちに記述するが、北東側に直線状に満を検出しており、埋士の状況及び遺構との位iiwf関係から当該掘立

柱建物に関する付属の施没である可能性もある。また、NROOl、NROO2も掘立柱巡物を中心にその周りを

囲むことから低地における水抜き施設でることも想定できる。

自然流路NROOl・NROO2（lFigl7）先に記述した掘立柱建物SBOOlの周囲で検出した自然流路。本流路も

ｌ区のNROOl同様に人為的な掘削による遺柵ではないが、周棚の遺柵を理解するうえで必要と判断し遺構

に準じた報告をする。調汽区内では流路の両端を検出していないためiilIi流路が同一の流路であるかは分から

ないことから､東側に位慨する流路をNROOl､棚雌柱建物SBOOlを挟み西側に位縦する流路をNROO2とした。

NROOlはSBOOlとほぼ流路の方向と軸を'01じくする。また、途111掘立北側桁行に油い流路は「Ｙ字」状

に枝分かれする。幅の広い綱査区を横断する流路部分は、下端の形状・レベルが一定せず、自然流路の形状

を現在も保っているように見受けられる。しかし、Ｙ字状に枝分かれした部分については主流部分と同じよ

うに上端ラインは一定しないが、下端形状では『〔線状に上端とド端が平行に延びていることから、人的捌ｉｉｉｌｌ

であると見ることができる。このことから、SBOOlに沿い南北に延びる流路は自然の作用による流路であ

るが、Ｙ字状に折れる範開はSBOOlの存在により後に掘削されたものとも考えられる。蝿上中からの111上

遺物は６世紀後半のTK209相当の遺物を主体とし、７世期前半のTK217相当の遺物が若干混入する。

NROO2はNROOlと同じく北から南に流れる自然流路と判断した。流路の南側では、上端ラインを検出

するより上層で後に判明するが南側で平面での碓趨プランが包含する遺物とともに規則性を持たずに堆袖し

ている状態を確認した。流路が埋まり、地形を変える際にオーバーフローした堆械であると判断される。こ

のオーバーフローした堆削土中山士遺物及び流路内埋士中出土辿物もNROOlから出1:した遺物と同時の辿

物であると判断される。このことから、NROOl，NROO2は同時期に存在していたことが裏づけられた。

柱穴SPOOl（Figl8）掘立柱建物SBOOlと自然流路NROO2の蛇行する上端近くで検川した遺構α検出時

には掘方を有する柱穴かと思われたが、掘削途I|'に水杭を検出した。水杭の残る部分から下位で掘方を持た

ないことから、打ち込み杭による柱穴状遺柵であると判断した。遺柵上部の広がりは木杭を抜こうとした抜

き取り作業痕とみられる。
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３３区の調査成果

本餌査区は畑査に壇手する際にＹ=-30335を境に西側を㈱国隙航蕊、東側を県直営鯛査として分担綱査を実施した。その際に国際航業側鯛査区を3区、県

直営調査区を４区としたが、本穏告のなかではおしなべて調査３区として報告する。（Fi9.19）
３区は調査範囲のなかで凹査５区に次いで国道3号線に近く、鯛査１．２区とは約100ｍ離れる。当骸卿査区もこれまでの閲査区同様、回場塑個がなされ

醐査に若手する前までは水田として利用されていた。調査区の栗･面は近路に面しているため、調査区の同から1ｍを残して法面を残し調査を実施した。また、

南西隅については通路が交豊する蝿所にあたること、周辺では大型のトラックによる工駆が始まっていることから、路肩の崩喰を防ぐためやや幅広く残し測査

をしている。羽査の結果、法面近くで、要な遺物・週栂を砿狸した場合は路肩直下まで拡張することとしていた‘

（１）古墳時代後期の遺櫛

柵列SAOO1（Fig.20）１淵査区東側、満SDOO3に隣接し検出した遺構。柱穴列３基２間を確認した。しかし、

両端とも延長上に週WIiがあることからさらに延びていた可能性もある。中心部の柱穴が両端に比べやや主軸

がずれるが一連の遺柵として捉えた。柱穴は、土１W断面で柱痕は確認できていないが掘方を持つ柱穴である

ことを確認した。柱穴間は９０cmから1.1ｍを測る。

柵列SAOO2（Fig21）調査区の南側に位置し掘立柱迎物SBOOlと約６ｍ離れ検出した。遺構平面はやや不

定形ではあるが、Ｐｌ・Ｐ２では下端で柱座も確磁している。柱穴間の距離は桃座を中心に測ると約1.2ｍの

等間隔に掘られている。土居断面では柱痕は確偲されていないＰ３上端の東側のプランの乱れは抜き取り時

の痕跡である可能桃がある。

掘立柱建物SBOO1（Fig22）本調査区のほぼ中心にあり同時期の遺構として南に位置する柵例SAOO2、東

に位置する土坑SKOO2がある。調査時は積極的に掘立柱建物とは言えないとの所見もあったが、柱穴間の

距離の開き具合等から、調査２区・５区での州立柱巡物検出例を始め、当捌在区SBOO3など掘立柱建物と

しての類似例があるため、整理時の判断として捌立柱趣物として報告する。

平面形は長方形で主軸を東西におく（N,77..Ｗ)。北側（C,C‘）間では南側Ｐ２に相対する柱穴がないが

建物としての櫛成には影響が薄いと判断した。棚立柱建物規模は桁行両端とも５２ｍ、西側梁行で1.8ｍ、東

側で２５ｍを測る。各柱穴とも掘方を有する柱穴であるが、Ｐ８のみは掘方と打ち込み杭による柱穴である。

また、Ｐ２．Ｐ７は柱穴としては浅いが、それぞれ両端の柱穴掘方が深いことから粗板上に柱穴が置かれてい

た可能性も検討する必要がある。柱穴の深度の問題については議論もあろうが、ここでは柱穴列の並びが掘

立柱建物として可能性があることから積極的に掘立柱建物として報告する。

掘立柱建物SBOO2（Fig23）調査区の西側に位慨し、県直営で調査した旧４区で検出した遺構。西側には

後述する掘立柱建物SBOO3を主軸をほぼ同じくし検出している。平面形は良方形で２間×２間の総柱であ

る。これまでに報告してきた当遺跡の掘立柱巡物との大きな違いは、当該遺柵で検出した柱痕跡がすべて木

杭打ち込みによる点である。杭の周囲は有機質の閥食からくる粘土化が進んでおり、実測図では柱穴掘方風

にみられるが､打ち込みによるものと確認している。建物規模は､主軸方向に２８ｍ～3.0ｍ､桁行側で２２ｍ

～2.3ｍとほぼ平行を保ち、Ｎ-59.-Ｗを測る。Ｐｌのみやや規格からはみ出すが、建物としての規模には彫

響はないと判断する。Ｐ７において杭は残っていないが､調査時の所見として抜き取り痕である可能性もある。

この柱穴以外では杭雅部が残り、先端部加工痕を確認することができた。

また、建物西側にはＰｌＯ～Ｐｌ２（F-F.）で目隠し塀の機能を持ったとみられる杭列を確認している。Ｐｌｌ

が含まれるものかは柱穴間の距離から疑問があるが、ここでも打ち込み杭による技法を用いていることから

SBOO2との関連性を強く持たれる。

4８
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SBOO2と・連の建物として把蝿し調査を実施したが、住穴に掘方を有する技法を採用していることで注目

に値する遺構と判断している。検出時から柱穴は打ち込み杭による掘方とば'I‘〔径が違い、断【､を掘削したと

ころで砿侭するに至っている。進物主軸がＮ,60.-Ｗとほぼ同じ軸を持っていることから両巡物は時期が違

う偶然の．一致とは見られず、ノj:いにIIil時に存注していたと確認される。辿柵はｌ問×２１MIで、IJLi側に比べ東

側に向かいﾉﾑ《がってはいるがＩｌｉｌ・の進物と判断した。本遺椛ではI猫断|(liでｲ:i;痕が確認されていないため、

SBOO2との住規模による比I|晩はできない。しかし、、１１遺構では掘方が逆台形であり下端が平iI1IfIiを呈して

いることから、粗板が閥かれ桃が据えられていた剛I能性もある。隣接する打ち込み杭による掘立桃建物、掘

方を有する揃立柱建物が同時に｛j§在していたことを知る喰要な造機であると荷える。
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寅灰色浩土《２５Y5/l）５～３０函の灰色ブロックと５～１０厩の殿化鉄誼を含み庚化為片が少量混入する
灰色粘土〈5Y6/1）ブロック状に含む
謂灰黄色粘貿土（Z5Y‘1ﾉ2〉５～３０臣ﾕの灰色ブロックと５～１０”の触化鉄粒を含み炭化物片が少留淑入寸提
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洲SD(〕0１（Fig.25）綱侮区の北辺で検出した遺椛。辿|&の大半は北側I淵査区外に向かい延びる。溝状辿柵

の先端部とみられ、急に幅が狭くなり近世遺構により切られ先端部は満城する。遣椛深度は浅く、緩やかに

立ち上がる線上では上端ド端の境はIﾘI雌ではない。辿椛先端部の中心に古噛時代の．ＭｌＷ器片が集中し、そ

れが接合関係を保っていたことから、辿物の移動はなく､１１砿遺構に伴う辿物と判断し、611t紀代の遺榊とし

た。埋土は炭混じりの黒色土を含む雌底部のｌ届のみである。規模は検出長約2.6ｍ、雌大幅は調査区際で

約2.0ｍ、最大深唆は同じく調杏区際で約５cmを測る｡

■ー

Ａ

_一ｉＭ昂《

〔

S=1/5０１

１１号L聖哩Ａ

1ｍ

１灰オリーブ色(罪$/2）５～２０ｍの炭化物を全体に含み
マンガン粒．熟泌色粘土ブロックを多且に含む

Fi縄.２５３１><洲Ｓｌ)００１実測Ⅸ

洲SDOO2（Fig26）洲SDOOlの東側に位研し、同じく遺構の残りは洲侮区外へと広がる。先述したSD()〔)ｌ

と辿ｌｉｌｌＩｉ平凹形、深度、検出方向、辿柵の緩やかな立ち上がりの状態や炭混じりの黒色上を街むなど、類似す

る点が多い。平面形は調査区の際付近で検出している''１では蝦大のI順を1,｛し、狭まりながら南側へと延びる。

辿棚断而は緩やかなｉｆち上がりをみせている。埋士巾からは６世紀代の遺物が出土している。

惟冒雛

ﾏー

Ⅱ言1,801ｍＡ

－－－１－ー

０１釦

Ｓ=1/50ー・

灰色粘貿土(5YO1/I）酸化鉄を少迅含み
マンガン粒とオリーブ胤色の粘土ブロックを多湿に含む

F雌.２６３ⅨiiWSI)002実測Iｘｌ
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洲SDOO3（Fi827）‘洲在区西側中央付近で検11lされ/と辿柵。平面形は鍵状にII1j端がほぼ面角に曲がる。辿

隣の断面は逆台形でありｌ:下２ル1に分胸されている。先述した識状遺lIViとIIiI梯に炭混じりの黒色士を含み|：

肘ほどマンガン粒を多く念む。辿物は雛状に''''がるIIlli端に挟まれたlI1l:線部においてド端に接し検出しているｃ

遺物はＴＫ２１７紺､l1jUIのもので須惑器検倣土師杯（１２８．１２９)、須恵器杯身（１３()・’３１）がある金

硬
切
麺
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１
１

Ｉ
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Ｏ ｈ

Ｓ=1/５０１

灰オリーブ色粘貿±（5Y4‘'2)酸化鉄、マンガン粒、炭化物を少量含む
灰オリーブ色粘貢土(７５Y4.'2》下位に醒化験の沈菊がみられる
炭化物が底而市卜で厚さＩ～３ｍの祷状に溌陥する

6,5

上坑SKOOl（Fi828）1冊制ﾒ:南側に寄った位iifで検川した辿隣。遺椛の北側約１/３をトレンチにより切ら

れ消滅する。当試掘によりｌｌＩｔした土師器鉢（136）とIIiI遮hiliが、水調制蒐をＩ洲侮WIl疋するうえで重要なＦ

掛かりとなっている。週NHI平面は南北に延びる洲I'形の柵11り込みである。ド端付近は一定せず、立ち上がり

も緩やかな状態を鯉している。先述した満状遺棚群と埋土の様ｆ、遺構平而形など航似する点も多い。調壷

の結果、人為的に明硫な恵思をもって掘削されたものであるとは判断でき辛いが、ここでは上坑としての取

り扱いをする。

ハ

１２坑SKOO3（Fi830）細流区の南東側で検出した遺柵。１判北に主軸をもち中央に向かい一段の段状平坦伽

を持つ。全長約5.1ｍ、Il1心付近の幅約1.9ｍを測る長方形の士坑である。埋士(よlニド２屑からなり、ｒＩ然

堆積を示す水平堆仙を示しているｃ中心部の低い部分と北側の段上がりとに須恵器間杯が蝶中し、南側段|：

に杯類が出-tする。川|:辿物はTK209州当期の誠忠器を多く出土している。腿・Ｉ}､Ｗ杯などが多く出二l1して

いることから、ノk際における祭祁遺椛とも痔えられようが、決め手がないことから辿物廃棄士坑の可能性も

ある。

Fig.２７：１１ベ洲SDOO3実測図

Ｉ
宮
ら

上坑SKOO2（Fig29）水過|,''１は辿構の北{Ⅱ''約１/３をトレンチにより切られ消滅する。また、辿拙東側にお

いて土坑SKOO3をIJjる状態で検出している。上端・ド端もラインが・定せずｲく安疋であるが、隣接するMII

立柱建物SBOOlの|:けくＰ６を意識して避けているように判断されることからｌ:坑と判断している。遺柵蝿

上は溝状遺撒・土坑として報告してきた遺柵と同陳に炭混じりの黒色士を持つ。



上坑SKOO4（Fig31）旧調iIf41式で検出している辿柵。これまでの|:坑llil械に不安定な辿椛ラインを呈する。

遺櫛１J刺は士坑SKO31に蛇行し延びる。南側は洲制X外へと広がる。本棚り込みを遺構と蝋定するのは雌

しいが、塊土中に遺物を包含していることからここでは土坑として報告することとする。

、然流蹄ＮＲＯＯ１（Fig.32）ｌＩｌＩ洲iIf4瞳で検出した流蹄。’１１じ流路の延災ｋがIⅡ渦脊３１>《ｋ岬価､iで確認さ

れており、東西に延びる''1然流賂の端が検川されたこととなる。３Ⅸで碓偲された流路は流路のiii位か

らすると３時期の流路幅が砿,沼できる。Ｆｉｇ．３２土岬1断而で表記しているが雌も古いものでＮＲ()01.1で示す

とおり１０ｍ以上の幅を持ち、その後NROOl-2段階で幅約１２ｍの流蹄となり、雌終的にはNROOl-3段階

で幅約６ｍの流路と次第に狭くなってくるのがわかった。これ{よのちに５Ｋで同様の過灘をたどることが分

かっているｅ
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Ｉ黒褐色砧聞土（10YR2'2)炭化物を上位に多量含み下位に厚さ１～5ｍで踊状に堆砺する
蕨化鉄、典拠色粘土ブロックを少量含む

２蹄灰賀色粘質土(２５Y5f2)マンガン粒、５ｍの炭化物を少量含む
3．黒褐色紘砿土（２５Y3/1）酸化鉄一マンガン粒を少迅含み、炭化物を多賦に含む

ドｉＲ.２８３Ⅸｌ:坑SKOO1笑測|･路
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２オリーブ胤色浩鐘土〔5Y3/2)１膳に比ぺ炭化物が少ない灰オリーブ色の粘土ブロック孝下位に少批含む
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黒禍色粘質土（10YR3'2)１～５駒、の炭化物を多量に含み酸化鉄．マンガン粒を少量含む



■
配

妄
▲

＞

_’

、

④

.↓嵯・30344
ｌｘ二-3231［

=、ｰ一言
１４１ １‘15

-=ｨ1k-15

-三ｋ一伽

|；
＝

Ｌ1９

亡

畿

て

_（
も,〈!‘

酔
酔
３
３
ウ
む

わ
一
昨

Ｊ
１

Ｒ－

ｌＴ

u三L_聖nＢ

5８

０

ｓ=1/４０砦一一一一

１灰オリーブ色粘貿土(5Y4/2)IMI化鉄、炭化物を少凪含む
２灰僅粘土〔5Y4小確化鉄の沈慾がみられる粘性強い
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褐灰色池貧土〈IOYR4/1)マンガン粒、炭化物ブロックを多量に含む

I:iR,３１３区土坑SKOO,l実測Ⅸ

（２）近世の遺柵（Fig.１９全休遺柵配脱参照）

土坑（SIO

士坑SKOO3・SKOO5・SKOO6の大型の上幼士坑SKOO3・SKOO5・SKOO6の大型の上坑については、形状はｲ<宏定で壁はほぼi迩立して立ち上がり掘

削深度はやや深い'二坑が大半で、近ｌＩｔにおいて粘土採掘の穴であった側｢能性も考えられる‘しかし、今回の

調査でこれを典付けるものは何つⅢI:していない。

士坑SK()()７～ＳＩ<０１１、SKOl4～SK()20、ＳＩ<022･SKO23･SK()28.s1<()30．SI<０３１は、前述したｋ坑に比べ、

形状・埋士が近似し時期、性格は同じであると考えられる。

土坑SKO24・SKO25・SKO26・ＳＩ<027．SKO29は南北に直線状に辿なり、畑の境界にかかるや穴の類の

区画に相当するものであったと考えられる。

流路（SD）

溝SDOO4はほぼl‘|j北へ直線に延びる洲で、北・南確の,淵介区外に延びている。埋'2はlりく色の粘質上で、底

部付近には地Illブロックを含む。何らかの人為的な廃棄の後にlIl1没したと考えられる。砂＃fなどは確認され

ず水路として機能していた可能性は低い。近lltの陶器片が出-ｔしておりｌｌｌｌＩ築時期は近111:である。

溝SDOO5～ＳＤＯｌｌはほぼ東西及び南.|上に走り、直行に交差する洲。蝿上は灰色の粘-1:衝でSDOO4の土に

近い。切り合いから雌初にSDOO5・ＳＩ)〔)〔)６が1Z行に南北に伽削され、それを切るようにSDOO7～SDOIO

が東西に掘られ、雌終的にSDOllが雌もlIIW側に南北に掘られている。埋士の状況からは近'1tであるが用途

は分からない。

洲SDOl3・ＳＤ()ｌ‘l・SDOl5は芋穴の航とした一巡の線上に'１洲ける。令良５ｍ程嘆でＳｌ)０１３はｌ紅|上に、

SKOl4・SKOl5は１１'〔角に主軸を振り東'八iに'ド行に存圧する。伽り方は'２坑に比べ比'|ｉｆ的緩やかである。埋

上中からは近世の陶器片が出士しており柵築時期は近世である、

5９
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マンガン的（１～５ｍ）少量含む

沙
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３麓灰色粘質土２５Y4/１
醗化鉄粒（２～５ｍ）夢多量

ロ
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言 マンガン粒（１～５ｍ、少量含む

‘Ｉ調灰色粘土１０WＷ】

酸化鉄漣(3~10,0を多斌

マンガン粒（Ｉ～罰力少量念
５灰色粘土5Y6/１
醜化鉄粒（３～１q雨〉を多園
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酸化鉄粒（３～１Ｇｍ）を多量に含む
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４４区の調査成果

本調査区は､平成１８年胴査騎手時には調査工程を把握するため５．６区として咽査区を分けていたが､調査に遇手した平成１９年には｢姻査5区｣へと統合した。

しかし、羽査を終え整理藁務の際に民間鯛査委託した調査3区と県、営畑壷4区を合わせて｢調査3区」としたことから、当卿査区は｢調査4区」へと凹査区

名を変更するに至った。

当卿査区で検出した遺綱は圃場駐倒時に大幅に上層を削平されているとみられ現縞作土及び客土を除去後に古堀・古代の週桐面は同一面で検出している。

（１）古墳時代の遺柵

掘立柱建物SBOO1（Fig34）調査区のほぼ巾央で週物集械SUOOlの南に接し検出した遺構。遺物の一部が

遺構内にまで及ぶが切り合いの新旧関係は不明。柱は打ち込み杭によるもので４本３間×４本３間で北辺

5.2ｍ・南片４．７ｍ、束片５．８ｍ・西片５．６ｍと南北にやや長い長方形である。内部には杭跡はみられず周

囲のみの杭列である。実測図は打ち込み杭であることから断而は通さずに見通しの図で掲載している。杭先

端部はすべて尖り、卿方を有しない。

搬立柱建物SBOO2・SBOO3（Fig.３５．３６）調在Ⅸ南東隅で建て替えによるiIi複関係を持つ遺構。先行する

遺構は、柱穴の切り合いの関係から南側に位慨する地物が古く掘立柱建物SBOO2とし、その後やや北に寄

りSBOO3へと建て替えたとみられる。SBOO2のＰ５・Ｐ８の柱穴がSBOO3のＰ４・Ｐ７により切られているこ

とで新旧を示している。

SBOO2は主軸をＮ,22.-Ｅにおき、２間×211Mの総桃建物である。柱穴掘方は、出土している杭はあるが、

基本は掘方を有する巡物とみられる。規模は北辺３３ｍ、南辺２．９ｍ、東辺４１ｍ、西辺４３ｍの南北にや

や長い長方形である。

SBOO3は先行するSBOO2と主軸をほぼ同じくし（N-26o-E)、約２０cm北に位慨し建て替えられた建物で、

規模はほぼ同じである。

両建物とも側柱では掘方が逆台形に揃っており、中心柱となる柱のみ打ち込み杭を使用している。それも

やや斜めから打ち込んでいること、それが東側に傾いているのも同じであることから、床補強のため後に打

ち込まれた可能性も否定できない。関連する遺柵として、西側に柵列SAOOlが存《{§するがやや離れている

ことから関迎は確縄できない。また、南側に洲SDOl3が、東側に一部調査区外へと延びるSDOlOがあり、

本遺構を囲むように存征するがlIij時期のものかは鵬蝋できていない。

土坑SKOO4（Fig.33）７．H､20Grid埋土からの出土遺物がないため年代は与えられないが、遺構の切り合い

から相対的にみて古城時代の遺構とみられ、自然流路NROO2により東側の一部を切られた状態で検出した。

平面は全長２ｍ以上の良方形掘方で、下端に向かいほぼ垂直に落ちる。埋土に肌色士は含まず、灰色粘質土

を主体に含む。当調在区で検出したほかの士坑と比べても黒色士を埋土に含まないという意味において遺柵

の時代差を示している。

同じ方位に主軸を有し平面形も類似する遺柵として士坑SKOO2･SKOO3(7.1.l8Crid)､SKOO8(7-K-17Grid）

がある。遺構内から遺物の出土はないが、埋上の状態も似ていることから同時代の遺櫛の可能性が商い。

遺物集穣SUOO1（Fig37）調査区ほぼ中央部7.Ｍ～Ｋ,１７～l9Cridに渡り広がる遺構。遺物はほぼ水平に

出土し、L-l9Grid付近で最も集積する。遺物の大半は須恵器であり、土師器は小片で出土しているが、移

動式カマド等の大型製品を除き図示できるものは111土していない。遺物の多くは磯と混在しながらもほぼ定

形復元できる個体を保ち出土している。遺物の包含される上層を掘り下げた面が週櫛検出面となる。遺物を

取り上げたのち、洲SDOOl・SDOO2・SDOO3が検出されるが遺物との関連性は不明である。
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、然流路NROO1（|Fig.33）自然流路ＮＲ()０３とほぼ脆行に検出された流路跡。NROO2により切られており
IIi境Ⅱ‘¥代相､'f期前後の時則の流路とみられる。流路内からの出土辿物はない。

1'1然流路NROO2（Fig.33）調侮区内で南｣tにI|‘[線状に延び、111冊は約５ｍ前後とみられる。流路からの出土

遺物はないが、遺物集績SUOOlが水流路に向かい掘り込まれることから、州対的に古埴時代相､'1期の流路
であるとみられる。NROOlを切り、ＮＲ()()３より切られることが確紹されている。

1,1然流路NROO3（Fig33）調査区の中央よりやや北に寄った位謡で検出した流路。本調査IXのなかで雌も

切り合いのド層に位W‘Ｉする流路で、東側のＮＲ()０２を切る。また、ＳＵＯＯｌ遺物集秋部から派生した遺物が本

流路を避けるように分布していることから流蹄としての機能が残っている段階にSUOOlが形成されたもの

と考えられる。

''1然流路NROO4（Fig.33）調術区の南端で束酋に渡り鯛査lえを横断し検出された流路跡。掘立柱建物

SBOO2・SBOO3により上端が切られていることから、古耽時代以前の週構であると判断した。トレンチに

よりＩ:端のラインは砿認したが、訓i{fの工腿上、下端まで光捌は出来ていない

４１><：「上器''１１:ｌ作業肌蛾

6７
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（２）古代の適職

柵llSAOOl（Fig.38）調介区の南端近くで検出した辿ＭＩｉｏｌｌち込み杭３鮭・２間を検出したが、州囲に伺
規税の杭が作伍しないことから、柵列として認識し調汽を実施した。杭はＰｌ・Ｐ２で基部杭先端部が残るが、
Ｐ３は抜き取られている。いずれも掘方は有せず灯ち込みによる杭列である。Ｐ３は捌方が結果として柱穴状
になっているが、下端先端部周辺は粘土化しており詳細には検出できなかった。杭はいずれも先端が尖り、
上部では杭直係は２()cm以上あったものとみられる。杭列全艮は２．６ｍで、杭中心間はＬ３ｍとなる。水柵
列が伴う遺構は周囲からは確認されていない。

''1然流路NROO5（Fi９３３．３９）当I洲査区で最も人規棋な流路として脈認した流蹄跡。当初は幅２５ｍ以上
の川幅を〃していたようであるが、「'『代に語っては上流からの堆蔽物による作用で幅６ｍ前後の小規模な水
路となっていたようである。本流路は平面及び土膳断面により調在区内における規模は把握できたが完伽は

出来ていない。NROO5-5段階が雌終段階の水路状の小河川であるが、その時期に川を収き止めるよう木杭

による杭ﾘが２重に渡り投置されている。

杭列（Fig39）は､調査区を櫛断する流路に対し堰き止めるごとく細く長い２列からなる杭列が設般される。
東側（上流部）杭列は現状で１５本からなり、それぞれの杭は雌大25.の角唯をつけ-ｋ．卜流側に振り}Tち

込まれている。水流による圧力を受ける前面にあたるとみられることから、このような構造をしているもの

と痔えられる。これに対してi1Ii側（下流側）杭列はIiilじ長さの杭列がほぼ垂直に打ち込まれ角度を変えてい

るものはない。その為西側杭列は残隊状態が良いと考えられるが、東側杭列に比べ間隔が狭く設淡されてい

る‘，ここでは杭列以外の眼に('う辿枇は川ていないｃ

しかし、川ｔ遺物については特兼すべきものがある。東IIliの杭列の間にｲ<Ｍが煙を東に向け出土しているｃ

おそらくは水流の流れに際して抵抗の少ない愛部が_l読部を向いて杭列間に留まったものとみられる｡

－峰j9J75
Xh･Ｊ２⑳７

笛
甑

④

盤

Ａ－ ② 画 ｡－K

jＩ

8Ｊ

‐f認ｊ
Ｐ２

－－V－１，
Ｐ３

Ｈ二IGC垣ｂ

Ｖ
S=1.鷺［

Ｍ１灰色佑土(5Ｗ')諏腿気に…瞳化
Ｐ３研灰黄色粘随土(２５Y5/2)３～１０ｍの酸化鉄粒、Ｉ～５錐のマンガン粒容少fi1含む

Fi関.３８．１区柵列SAOOl笈測臆

7Ｃ

A’

０ ,用



置
蝶
爵
白

一

二
脚
Ｃ
［
消
灯

蕊

。
。
一

ドi輿.3941,〈:自然流賂NRO()５仇11実#{|限’

」

‘ノ

Ｉ 、

、
．
』

β

血

認 ,Ｐシ
『錘1８ ３A

念

SP1試

７１

E言１Ｃ塾ＡＡ

Ⅱ１０勘

H三０cｍ

且９月

牛誼畳

「

Ｂ
８

Ｈ－０Ｄ垂司

１７
一



；１

卿
傘

_些睡0，

一Ｚ一万田⑪

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
，
１
舗
詫
満
９
，
』

_E些澄函

エた

S=1/1.500

：
Ｊ１

；

ｙ幸壷uSn

Fig.4０下江中島遺跡座標測地点

；

7２



第４章

自然科学分析

下江中島遺跡から出土した脊椎動物遺存体

下江中島遺跡出土の骨角製品

丸山典史（MasashiMamyama）

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵文化財センター
環境考古学研究室客山研究員

鹿角装刀子Ｘ線写真撮影

柳田明進（YanagidaMeishin）

京都大学

鹿角装刀子付着黒色物に関する分析報告

赤田出倫（MasanoriAkada）

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋賊文化財センター

保存修復科学研究篭アソシエイトフェロー

下江中烏遺跡から得られた貝類遺体

照住耐二（TaijiKurozumi）

千災県立中央博物館学芸課」席研究員

下江中島遺跡出土の十脚甲殻類

加藤久佳(KatouHisayosi）
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下江中島遺跡から出土した脊椎動物遺存体
丸山典史（奈良文化財研究所・客員研究員）

ｌ）概埋

下江111島適跡の１区NROOI，SDOOl、４区NROO3などから動物迫存体が

多数出こしている‘，IIXNROOI、SDOO1では古堀時代後期（６世紀後半)、４

ⅨNROOl～５では古代（８世紀後半～９１１t紀初釧）の釧忠器・上師器などの

l皇器が出土しており、それらと肋物遺作体は|‘jl時期に風するものと時えられる。

なお、１区の動物過存体は、１１．１．J.１０．１１の範l川で、、肘血下、Ｌｌ層、只

牌直上から出-ｔしており、ほぼ|ｉ１時期の堆柚物と膳えられることから、ここで

は自然流路の一括適物として報告する，自然流路はいずれも湿地珂境であるこ

とから、動物遺存体は保存状態に埋まれたと思われる１区NROOl内にはカ

キ顛を主体とする１１層が形成されており、Ｌ』屑およびその周辺で祥椛動物適仔

体を採集している。貝刷1名壇は隈小lznI三IのフルイをＩWいて水洗選別しており、

微細な魚骨などが含まれている。只肘以外では調従111に確認できたものを採典

している。

出こした介椎動物週〃体は、砿片敬にして総‘１１５８０点にのぼり、そのうち

種顛、部位などをＭ定したものが３３３点を敬える（我１．２)。その内,沢は魚

顛264点、に虫馴１１点、烏賊１２点、IWj孔綱‘１６点であり、魚爾が約８削を

占める（図ｌ）。
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２）側願別の特徴

組）魚顛

ニシン科本科にはニシン、マイワシなどが命まれており、そのなかのマイ

ﾜｼ､ｺﾉｼﾛ､サッバと思われる｡Ｉ区NROOlから､I僻#2点が出Ｉ:している。

大きさは、いずれも２０〔111以~ドである，

ナマズｌ区NROOlから、惟什１点が川土している。大きさは、体雌２０

～３０ｍと推定されるも

コイ科本科には、コイ属、フナ鵬、ウグイ価などが奇まれる。ＩⅨNROOl

からｋ鯉舗冊（ﾉI｛ｌ右Ｉ)、縦什、鮒鹸が２点ずつ、‘汁６点が川上している”

ボラ科本科にはボラ、セスジポラ、メナダなどが街まれる。lKSDOO1

から１１蝿舗什（ﾉ!§３右‘l不Iﾘ１２）９点が川上しており、体雌３０cm以上の大型

閥体ばかりである。同Ⅸ自然制磯ｌから、１１鰹蓋冊(左５８ｲｊ４６不Iﾘ１７)１１１点、

下鯉綴併（左１３右１２）２５点、柵‘拠点、方什（ｲj)、前鯉農什（右）が１

点ずつ、ｊｌｌｌ４２点がＭＩＩもしており、大部分が40qn以上の大剛個体である．

コチ科本科にはマゴチ、ワニゴチなどが含まれるL‘ｌＩＸＮＲＯＯｌから附冊

(左２)、町冊（左ｌ右Ｉ）が２点ずつ、椎1.ｹ、擬頗骨が１点ずつ、部位符が判

明しなかったものが１点､剛-7点が出土しており､体腔３０ｍ以上の大jWiMI体
ばかりである。

スズキ脳本屈にはスズキ、ヒラスズキ、ホシスズキが含まれる１１区

SDOOlから主蝿続付（ﾉｆｌ右Ｉ）２点、碓什１点、計３点が出土しており、体

艮６０ｍ以上の大'{Ｉ個体ばかりである．同区NROO1から主醐綴什（ﾉI§１３イｉｌ９

ｆＩﾘ１１）３３点、１２上顎1‘｝（/I：３ｲｉｌ）とﾉｩ冊（ﾉｆ３イｊＩ）が４点ずつ、前_上

顎竹（左１占２）と方１‘ケ（左３）が３点ずつ、ＭＩＩ蝶形冊、前鯉維骨（左ｌイｉｌ)、

擬頗什（左）が２点ずつ､椎什と歯什（左）が１点ずつ適叶５５点が出Ｉをしている。

ハタ科本科にはマハタ、キジハタ、クエなどが含まれる。Ｉ区NROOlから、

椎骨と角什（右）が１点ずつ、計２点が川上している。大きさは、いずれも体１ｆ函了と河f'『（ｍかｌ凧すつ、計２点か川上している。大きさは、いずれも体災５０～60.,と推定される。

ヒイラギ届本侭にはヒイラギ、ヒメヒイラギなどが含まれる陰Ｉ区NROOlから、椎骨が２点川I宣している，

クロダイ胴本脇にはクロダイ、キチヌなどが含まれる。Ｉ区Ｎｌｌ００１から前ｔ額什（左Ｉイｉｌ）２点、ｋ鯉綴‘汁（ﾉ,;）１点、ｉ113点が出
土している』いずれも体腔２０〔､以上の個体と椎定される：

タイ科本科にはマダイ、クロダイなどが含まれるＪ区NROO1から、遊離償５点が出｣:している‘

ニベ科本科にはニベ、イシモチなどが含まれる。１区NROO1から椎什と岬，）（左）が１点ずつ、‘汁２点が川上している。いずれも大
きさは２０q､より小さな小型偶体と推定されるニ

ムツゴロウＩ区NROOlから、伽什（ｲi）が１点出ｔしている。

ワラスボlINROOlから､主上顎什(右)､閲什(左)が１点ずつ､ｉｉｉ２点が出tしている。

ウシノシタ科本科にはウシノシタ、イヌノシタなどが街まれる。ｌＫＮＲＯＯｌから、碓什１８点が出土しているいずれも体艮２０～
30m'と推定される。
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フグ科本科にはﾏﾌグ､ﾄﾗﾌグなどが含まれる｡11NROOlから前i蹴什〈ﾉE)､也上瓢骨(ﾉI;)､前鯉揺什(ﾉ,:)､EII担鰯冊(ｲi)
が１点ずつ、ｉ汁４点が出土している各三1§ｔ顎冊は体１４２０ｍ以一卜の小IW1の個体で、それ以外は30.,以上の大咽個体と推定される．

ｂ）肥虫顛

ウミガメ科本科にはアカウミガメ、アオウミガメ、タイマイが含まれる二ｌ区NROOlから行甲の維冊樋、版111冊板、烏口｡ｈ押什（左）
が１点ずつ、計３点が出土しており、卿１１．ルiWI骨には切側が児られる,lKSDOOlから、背111の緑什板１点が出土しているー

スッポンlKSDOOlから腹叩の内１Ｍ‘Ｉ板、下脳什恢（左）が1点ずつ、，汁２点が出Ｉしている。ｌｌｊｌ区NROOlから行111の肋什板（左ｲｉ
不IﾘI）４点、腹111の剣上腹什概（ｲi）１点、計５点が出土している。

４ＫＮＲＯＯｌ～５から、背111の肋骨板（左右不明）１点が川上している。

ｃ）胤顛

カイツブリ科本科にはカイツブリ、カンムリカイヅブリ芯どが含まれる。ｌ区NROOlから、上腕什（ｲi）が１点川上しており、カン
ムリカイヅプリとほぼI‘りじ大きさである。

サギ科本科にはゴイサギ、アオサギなどが念まれるＣｌ区SDOOlから上腕竹（｛i）が１点、Ｉ‘jI区NROOIから脈足恨什（左）が１点出

土しており、いずれもアオサギよりやや小さめの個体である。４ＫＮＲＯＯ３から、アオサギとほぼ同じ大きさの腔足根什（右）が１点出-ｔ
している。

ツル科本科にはタンチョウ、マナヅル、ナベヅルなどが含まれる。ｌⅨNROO1から、烏11竹（ｲi）が１点111ｔしており、雌火災が

１００３画を測り、大型のタンチョウに相当する大きさである

カモ科本科にはマガモ、マガン、ハクチョウなどが含まれる。Ｉ区Ⅷ001から桃什（ﾉ,f)、尺什（ｲi)、聡足根什（左)、足根111足冊（む）

が１点、計４点が出土している。いずれもマガモとほぼ同じ大きさである。ＩＩｊｌ区SDOO1から、マガモとほぼ111じ大きさの上腕竹（ｲi）と

尺什が1点ずつ、‘汁２点出｣:している。Ｉ:腕什の速位端は内側、外側ともに破損しており、残〃するｈ』大輔は18.0画を測り、マガンより

小さく、カリガネに相当する火きさである．尺‘I‘)は、マガモとほぼＭじ大きさである
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。）峨乳類

イヌ１ⅨNROOlから、遊離歯（右）３点、上腕骨（右)、尺骨（左)、大腿件（ｲT）が１点ずつ、計６点が出土しているｃ上腕骨には、
イヌなどの肉食動物による唆浪が見られる。大腿骨は雌大長147.9画を測り、挫弁部‘i人（1952）が分顛した中小級に相当し、西中川耽ら
(2008）の体高推定式に代入すると体高42.3ｍとなる。１区SDOOlから、上腕竹（ｲＪ)、桃什（左）が１点ずつ、計２点が川上している。

４区NROO3から、遊離脇（左）が１点、NROO5-lから下顎竹（右）が１点出土している。

ウマｌ低NROOlから幌骨（右)、中足什（ｲi)、踊伶（/,f)、祉什（左）が１点ずつ、計４点が出土している。中足骨は連位端が破拙し
ており、残存晶大農220.3mmをはかり、体曲115口n以上の個体である（注)。

ウシ４区NRO０５．２から､下顎骨（左)､遊躍歯(右)､尺骨（右)が１点ずつ､計３点が出土しているｃ下顎付は､全fl歯列畦1530ｍを測り、

日本に在来の口之島牛のオスに相当する大きさと推定される（注)．

イノシシ／ブタｌＫＮＲＯＯ１から､下訓サ（ｲi）と遊離歯（右）が２点ずつ､噸益骨（狂）と尺付（右）が１点ずつ､叶６点が出ｔしている。

下顎冊のうち１点は乳歯が弧り、第３後臼歯が米嫡出で、'１１後１年半鯉血の諦職である。もう１点は節３後臼歯が1W出IIJで、生後２年半
程度の成獣と推定される。llXSDOOlから腫骨（左）が１点出土している。

4区SUOOlから､上顎銅lあるいは爾2後臼歯が１点出土しており、唆粍はそれほど進行していない剛体である｡

ニホンジカＩ区NROOlから､枝、（ｲi)､下頴骨（右)､椎冊､刷甲骨（右).上腕骨（右)､幌什（右)､中手骨（右)､寛什（左)､大腿骨（右)、

脳骨（左)､距骨（左)､遊離間（右）が１点ずつ､計１２点が出土している。枝町は自然に馴摘骨から脱落した藩角であり､節１分校部で主幹、

分枝ともに切断されている。ノ『1座の脳大掻は42.7ｍを測り､やや小さめの枝灼である。同甲什は噂ﾙ岬隷を削りとった卜骨である(８１頁参照)。

上腕冊と視骨にはイヌなどの肉食動物による唆狐が見られる。中手骨は縦方向に半鯉した、１．ｹ角製品のWq作途上で生じた廃材と蹄えられる。

４区NROO3から遊篭鯛（左)、大腿骨（右)、‘11足冊（左）が１点ずつ、‘汁３点が出ｔしている。

ネズミ科本科にはハタネズミ、クマネズミなどが含まれている．ｌⅨNROOlから遊篭鯛（上顎切僻左１右ｌ、ド顎切歯右１）３点、距

骨（左１右１）２点、尺骨１点、計６点が出土している。いずれも、クマネズミ属に相当する大ざな個体である。

３）下江中島遺跡における古噛時代の脊椎動物利用

魚顛が動物過〃体の約８削を占め、IIii乳類、鳥顛、雁虫馴が縦く（図ｌ)。魚顛では、ボラ科とスズキ属の２靭航が大部分を占め（同２)、

それぞれ脳小個体数にして５８個体、１９個体を敬える。熊本市の剛文時代の捕橋貝塚ではスズキ脇、クロダイ属、ボラ科が主体であり、阿

高貝塚ではイワシ頚が中心となりIMI‘氾３靴も出土している（木村1998・樋泉2005)。有Iﾘl海北li4に位置する佐賀市の細文早期の束格遺跡

群における貝埋出土の魚類は、上妃３靴賦が主体であり（丸山・永井・松井2009)、ボラ科とスズキ脳は有lﾘ1海で一般的に漁掴できたと考

えられる。各地の内湾興部に位置する縄文遺跡では、ボラ科、スズキ脚、クロダイ随が一般的に出-tし、内湾性漁扮を代変する魚純とbifえる．

このほかコチ科、ニベ科、ウシノシタ科、フグ科などの現代の有明海でも漁猶される稲類が大部分である。

ムツゴロウとワラスボは、いずれも有明海、八代海に問ｲiの魚州で、干潟の泥に生息する削顛である。遺跡周辺に干潟が広がっていたこ

とや､そこが漁期となっていたことが恕定できる。これら２剛の川上愚は少ないが､、層から出土しており、I‘1然死したものとは考えにくく、

他の魚f骨と同級に出土していることから、食料残津と砦えて燈し支えないだろう。古墳時代にも、遺跡の眼仙に広がる水産資源を利1Mする

ことが一般的であったことを示している。

ボラ科とスズキ属では主鯉蓋骨が集中的に出上しており、ｌ区NROOlでは、ボラ科で78.2％、スズキ属で６０％を占める。特に、ボラ科

は主鯉蓋什､前鯉読骨､下鯉舗骨を合わせた鯉錨が97.5％をOIiめる（図３)。Ｍｌｉ祁顛の主鋸綴什は､大きく目立つため‘側査中にも兇つけやすく、

同定も比鮫的容脇である。また､塾i遺跡で出土したボラ科とスズキ属の部位細成は､椎骨が轍端に少ない。ボラ科の椎骨は特徴的であるため、

同定は比鮫的容場である。それにもかかわらず主鰹鋤ｻなどの鯉侭に典中していることは、当地において鯉鎧を取りはずすなどの加睦想

定できる。製塩土器が多数出土していることからも、当地で塩を使って保存加工した叩能愉があるｃ内陸に位置する奈良県の５世紀後半の

南郷大東週跡、７世紀中葉から後集にかけてのH鎖〕;《苑池過榊では、海水魚のハタ科、ボラ科、スズキ堀、ブリ属、コチ科などが出土して

いる（松ｊＩ:2003、丸山・松井2012)。ili喰時代には海産物が内陸部へ持ち込まれていることが明らかになっており、油岸部で連隔地への
運搬を目的とした魚回航の保存加工処理も推察される。

表２輔乳類の計測価および唆粍指数

歯種｜Ｐ２１１，３１１，４ MｌｌＭ２１Ｍ３ イヌ下顎'側.（右）

ニホンジカ下顎’ サ（右） ‘汁測項目 計測点 斎膳No. Dri“ｃｈＮｏ． 計測値
歯冠幅 6.‘１ 8．１ ８．７ 9.7 1０．３ 1０５ 下顎骨全（１） j-Hoc ２ １１５．３＋

歯冠長 9．１ 1０．５ 1２．６ 14.2 1６．５ 22.2 下顎骨全（２） ｡－ｍ ２ 115.1

岐耗 ４ ５ ６ 下顎枝高 ~~ｇ《Ｗ ７ 1８ 4０．９

イノシシ下顎ｆ .（右） 下顎枝輔 nｌＩｎｕｍ １１ ２７ ２

歯冠蛎 1０．５ 1２．９ 1５．７ 1８．７ 下甑体商（１） l後部 1６ 2２ ０

歯冠長 6.7 ９．４ 1１．６ 1‘１．７ 1５．８ 下顎体商（２） 11‘ 中央 1７ 2２ ５

攻耗 ｂ f-g e－ｆ 萌中 下顎体商（３） P4Ml間 １８ 2０ ５

イノシ /下顎ｆ ，（右） 下顎体厚 Ｍ１中央下方 2５ 1２ ５

歯冠鍋 ３．７ 4.6 7.9 １０.‘Ｉ 1３．４ 唆筋耐深 5.3

歯冠長 ７．５ 9.2 1５．４ 14,ｨ１ 20.0

咳耗 ｅ Ｃ ｂ 未萌 数値の単位は皿

ウシ 了顎骨 左） 萌中＝萌川中、未萌＝未萌出
柑冠梱 ８．７ 1２．７ 1.1.2 1８．７ 18.5 1６．９ ニホンジカの唆粍指数は大嬬司（1980）に倣う。
附冠長 12.8 1８．７ ２１．４ 22.2 27.4 '１１．３ イノシシ／ブタとウシの咳椛指数はＧｍｍｔ（1982）に倣う。
咳耗 ｆ ｋ ９ イヌの計測は、茂原・松井（1995>、斎藤（1963）に倣う
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7７

炎３動物遺存体集計炎

ｌ区

遺桝 小分馴 部位 左 ｲｉ 計

NiROOl カイツブリ科

カモ科

サギ科

ツル科

上腕竹．

焼付

尺什

服足根‘|‘I.

足恨中足什

腿足根什

LI竹

SDOO6
カモ科

サギ科

腕什

ﾐfi．

腕・il.

鳥類計 1０

剛(001

イヌ

イノシシ／ブタ

ウマ

ニホンジカ

ネズミ科

遊離紺

上腕冊

尺骨

大腿竹

噸蓋什

ド顎什

遊離的

尺骨

催料．

蹄骨

‘I'足fi．

雌骨

伎角

ド顎什．

遊離尚

椎骨

ﾙ{甲行

Ｍ腕骨

暁骨

中手骨

寛骨

大腿骨

脳骨

距骨

遊離歯

尺骨

M1骨

３

ワ
》

２

ワ
】

３

･）

２

SDOOI
イヌ

イノシシ／ブタ

ウシ／ウマ

止腕付

腕骨

雌什

肋･汁

IIIli乳類計 ･1１

．！

％ROO3-5 ｽｯﾎﾟﾝ 背11俳汁板

NROO3 サギ科 腔足根fl．

剛(003 イヌ

ウシ

ニホンジカ

遊離歯

尺骨

地雌歯

ノ腿骨

IＩ 足骨

Ｓ[００１ イノシシ／ブタ iｕ 離歯

KROO3 ウシ 遊離歯

1区，汁 ９

遺構 小分噸 部位 左 ｲｉ i汁

xRoOl エイ・サメ類

トビエイヒ科

ニシン科

コイ科

-ナマズ

ボラ科

コチ科

スズキ狐

ハタ科

ク画ダイ鵬

タイ科

ニベ科

ヒイラギ

ムツゴロウ

ワラスボ

ウシノシタ科

フグ科

惟竹．

侭板

椎骨

鯉蓋什

椎骨

鰐隷

惟什

埋蓋‘|‘1．

１ 鯉韮什

Iil鰹鎧什

推什

方骨

角什

侭鎖什

歯骨

椎骨

部位名不明

角付

擬鎖什

骨

』 I:顎什

」鯉蓋'il．

Ⅱ 上顎．W・

Iｉ 鯉蓋什

惟骨

副蝶形'i１．

骨

阿骨

椎什

１弓鯉蓋什

前Ｌ顎什

遊離歯

骨

椎骨

椎骨

附骨

曲竹

主I融端．

桃骨

主止顎什

Iiiil:顎什

ＩＭＩ鯉蓋什

〔１１机鰭什

1３

５８

4）

３

｡）

３

1３

３

1２

4６

1９

２

３

４

ワ
』

２

リ
】

７

４

少
】

５

｡＞

13

３

４

可〕

４

ワ
】

４

:Ｉ３

３

o）

５

1８

SDOOl ボラ科

スズキ鵬

主鯉蓋‘岡。

主鯉篭竹.

椛冊

３ ４ ‘》

魚頑‘汁 2７１

NROOI

ウミガメ科

スッポン

烏口・屑111'１０１．

汁甲坂

服甲恢

fY甲板

服甲板

SDOOI ウミガメ

スッポン

苛甲板

胆111版

雁虫類 計



哨乳釦ではニホンジカが雌も多く、ド顎什、椎什、四肢冊が出二tしており、この付近で解体したことも考えられる。上腕締や桃骨にはイ

ヌなどの肉食助物による岐痕が児られ、しばらく野晒しになっていたと推測される。実際にイヌが出1:していることからも、この近辺で

イヌが飼育されており、人11Mの食料磯沖をあさっていたのであろう．加'二痕が残るニホンジカの枝角や０１１手什は、什jIl製,Y,の加工が当地付

近で行われことを示しており、未成品はないが、鹿町製の〃子柄、骨製の鮭が出土していることから、これらを製作対象として想定できる

(８０．８１頁参蝿)．鹿角菱の刀子は、奈良県｝､}切３８号墳の石室にiill葬されていたものと酷似しており、柄尻には漆が堆布されている。１‘l錐

は、束北地方で出土する雌顕型什厳に航似している。韓IXIの塵111林堂洞低湿地遺跡では、錐身が短く、断面が隻形を呈し、休部の２ケ所に

左右対称の切り込み瞳入れた骨蹴が出ｔしている（臓南文化財研究院2008)。また、ニホンジカの目叩付を紫材とする卜什が出二I冒しており、

凶i遺跡に関辿する雌団が卜占を行っていた可能性が高い。古城時代の卜付は、弥生時代に比べると圧倒的に少ない。神奈川県の三浦半烏に

位置する間口洞穴では、ウミガメの甲板に方形の鯛を設けて焼灼を当てた、弥生時代には見られない形式がl(j1場する（神沢1973)。砲卜に

Ⅲ連する資料として、ウミガメ科の出ｔが注l]される．ウミガメ科は、現代でも有iﾘl海が外海にひらける天峨や島１１;(地域で、産卵のために

'二陸する個体が砿‘岨されている。当資料もそれらの地域で捕穫したものが､持ち込まれた可能性が高い。ウミガメ科の甲板を利用した卜叩は、

iii述のⅢ1口洞窟遺跡のほかに、６世紀から７世紀の股埼鼎僅岐品順111ミルメ浦週跡や、神奈川叫飲切週跡で出土している（長崎雌数行‘委員

会1996,樹須賀巾救育委員会1986)。古蜘時代に始まる岨卜は、IIlll0の影智を受けた卜lliと考えられるが、n本の遺跡で出土する卜111は

ウミガメ科の甲板を利剛したものが'''心である。‐･方、中同のおよそ紀元制１４世紀の般塊では、イシガメやハナガメなどのリクガメ甑の

蝋甲樋を使川することが一般的であり（洩雌2006)、日本と『11脚とでは素材が異なる。当遺跡で出土した烏１１・肩甲骨には解体された痕跡

が見られることから、食川にしたことも考えられる。近・現代の伊豆,胴烏、小笹原,Wi島、和歌111，四IIil南西部、樋-j2烏などの瓢潮文化間に

ウミガメ科を食用とする文化がある‘

イノシシあるいはブタは下顎冊が出ｔしているだけで、惟什や四肢竹は出lﾆしていない。弥生時代以降の遺跡では、飼行されたブタが含

まれている111能性がある（西本1991)。下顎骨は結合部が砿柵しており、全体形がIﾘlらかではないが、残存部の形圃は野生イノシシの現生

付楠棉本と比較して顕著な相巡は見られない‘日脚列は乱れず、歯周蛎や拠術咳粍も見られないため、本資料で禰撫的にイノシシとブタと

を区別することは雌しい、

家術ではイヌとウマが出土しており、食川となる魚甑、鳥顛、イノシシやニホンジカなどとIljl様に散乱状態で出土していることから、皮

をとって、解体され、肉をとった後に投棄された'ﾘ能性がある。イヌの大腿竹の艇大長から推定体商42.3ｔ､と算定され、３８cm前後のシバ

イヌよりやや大きい。ウマは古墳時代【１０期から本幡的に利用される家帝であり、熊本県では塚脱古域群などで占噛の周湖に殉弗されたウマ

が出ｔしているが、集落遺跡からの出-tは稀である．蝿飼い典川に側連する大阪府離屋北遺跡では、５世紀後半の全身が埋葬されたウマの

ほか、大淵から大賊のウマの側や冊が散乱状態で川上している（安部20iO)。全身が埋棉されたウマは槻牲と考えられるが、その他は皮や

肉をとって食用にした叩能性もある。兵叩“吉田i肘遺跡では、６世紀後半の大澗にバカガイを二lZ体とする貝刷が形成され、そこにウマの四

肢骨が投棄され（丸山2012)､､Li遺跡と餓似した状況を兇ることがでざる。ｒ日本謝紀Ｊ天武４（675）年には「･･･１１莫食ｊＩも馬犬櫨鶏之定…」

と記され、叫牛などの食州が禁じられる．このような肉食を禁じる細幼は、爽際に牛馬肉を食川としていたことを行景としていたのであろ

う。また､牛馬の剰岐､特に脳筑砿しはｒ日本書紀鼻の仁闘紀に肥される「熟皮高腿（かわつくりのこま)」の「須流机（するき)､奴流机（ぬ

るき）等」によって始められた''1能性が折摘されている（小林1962)。実際に、大阪府の７世紀の森の宮遺跡、８世紀の城山遺跡で、頭碩

部が削り取られたウマの噸蓋什がlH-l:しており、脳擬縦しに利川したものと好えられている（久保1996、松仲1986.1798)。

烏賊ではカイツブリ科、サギ科、ツル科、カモ科の４ｍ勲をI‘１定した。いずれも水Ⅲ、池沼、河川などの淡水域で柿掴することができる。

カモ科にはウミアイサなどの海ガモ剛も含まれており、、!i遺跡の近海で捕痩した可能性もある。雁虫剛のスッポンも、池沼や河川で州鹿し

たのであろう。蝿師、スッポンのいずれにも解体鯉などは見られないが、食用とJえて鋸し支えない。ただし、カイツブリ科を食剛とする

習悩は、近・現代には1,Lられない。サギ科は冊烏、カイツブリは夏に、ツル科とカモ科の多くは冬に州米する渡り鳥であり、季節ごとに狩

猟が行われたのであろうニニホンジカやイノシシなどを[I的とするllIlNl部での狩猟だけでなく、池柵、河川、湿地粥もi､要な猟場となって

いたと考えられる．

４）まとめ

下江中鳥遺跡の今回の洲在では、保存状態に忠まれた動物週仔体が多数出土した。魚賦が大部分を占め、そのなかでもボラ科やスズキ届

の利１Wが盛んであるｃボラ科は鰹蓋部に集中していることから、鰹鎧あるいは頭部を除去する加工が行われたと琴えられる。古噛時代後期

にも、野生のニホンジカや漣り鳥、スッポンなど燈狩猟によって捕描し、食料としていたことが明らかとなった。また、家畜のイヌやウマ

も食料にした可能性がある。ウミガメ科は食料としたほか、卜甲の衆付である可能性も指摘でき、今後もウミガメ科の利用に側するJ¥古学

的な検討が必要であろう。ウマが出i:していることに加えて、卜件、漆塗りの刀子、廿雄が出土していることは、当遺跡が典溌の111心部で

はないとしても、この地域でin哩な役剖を拠った嶋所であることを想定できるｃ

熊本県における古噛時代の典落からの動物遺存体の出ｔは少なく、当資料は貴爪な資料となる二また、古埴時代の貝肘は他の地域にも点

在しており、保存状態の良い動物週ｲjf体が出土することからも注目される。今後、古墳時代における側層形成の意義や、そこから出土する

動物通存休についての〃索も深める必婆がある。
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州辞

鳥頚のlljI定について、江H1貞襲氏（北海道大学総合hV物飢）からご戦示を得たL,末訓ではありますが、感,測の葱をここに費します。

注

ウマの体高、ウシの体高は、それぞれ林田・山内（1957)、１瑚‘11川駿綱（1991）の体,､i推定式に雄づいた航である。
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ドil:IlI島辿跡川上の‘ＩＤＩ･角型１V，

鹿角独ﾉJ･ｆ（側1-266）

Ｉ区NROOIから、刀．j賢の完形品が１点出Iﾆしている．雌大災２２，，桶の餓大峰よ】5tmを測る§柄は、鹿町の第１分枝部11！〔l:から堀２

分枝部111〔下まで歴然材とし、自然の湾111|を股したままである‘柄元とIIjj噸は「寧に研麻されて光沢をｲｌｆぴ、Ｗ狐には紐皿し穴が群たれ、端

IIiiとﾉLj部側に漆が幽飾として魂附されており、黒色逓呈する（８２頁参照)．Ｉ１Ｉｉ頭と捕元の１１１１は削りによって１段細くしており、災而はj,宗

な研IF潅施していないことから、装飾や滑I)止めのために紺を巻いたことが畑Ｉ'1される『鵠は、ＩＩ１のほぼ中央部まで挿入される柵造となっ

ている

(図ｌ：Ｘ線写典)‐

ノjyの柄は,kや鹿角を粂材と1･ることが･･股的であり、鹿角'1ﾘの刀I亀は弥ﾉﾋ時代から,'i代の辿跡で川I：している。またIMII測1打部の金海員

噸などでも蚊多くllllzしている。鹿角IiIiは､鹿角の分伎部准利用し､小11からIIIi頭にむかって湾IMIするrI然の形状を呈するものが多い。一方、

本黄料や奈良県宇陀郡丹w381jjii(IMI原考:lr学研究所紺1975)から出土しているﾉj子の施角ＩｌＩｊは､鹿角角枠部､すなわち角の分岐部の間

牡利川しており、先端部を他川したものと比べてLりくであることが特微である。

＝

I－

Ｉｊ

！

･里二一戸隷雲Tが11~－Ｆ~

一一一一一一=＝理

266（S=1/2】

図１．鹿角装刀子実測Ⅸ
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撮影柳川明進氏（取都大学）
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図２．竹雄実測図

柵原.好【l”研究所細ｌ９７５Ｔ‘ｉ４陀・J,ｌＵｈ１戯群』奈良照教育麺』全

｣上描弘人細２００１ｒｌ１ｉ谷上､¥地遺跡３１本文縄（''1）烏取り､(教行文化ＩＭＭ・同i:炎通告鳥取I:1郡;筋〃ｉ

神沢鰯-1976「弥'k時代、ＩＷｉ時代および奈良時代の卜'|‘卜・卜甲について」駿台史装３８駿台史'擁11〕Ｐ1.25

1:､l田晃一2001．‘ｌＩｌＥ辿跡八柵地区の,MWr2.!宙城ﾘ,L綾fif都l会・謝雌ﾘＩｕ・木部

８１

iＴ１Ｔ
｢冠，

什銑（lwI2-263）

ｆ‘l･雄がＩ区ＮＲ()０１から１点出土している。蹴』矛の

休部の２ケ所にﾉ副i対称の切り込みど入れた、’111鎚

跡などの収北地ﾉﾉのＩＷｉＩＷ代からｌｌｉ代の遺跡で''11gす

る長頚I鵬‘l･職に顛似しており、村田晃一（20〔)l）が

分顛したＩ類の休部の２ケ所に左《i対称の切り込み

を入れ為ことによって、１ljil雌形の雌｣;l'・蝿・蝦の３

部播成となるものに棚当する木資料は、蹴身休部の

中央部で、左右２ケ所の切り込み部である。【Ij卿的で

研平であることから、ニホンジカの中阿fか中足什が

紫材と勝えられる残存長が7.4ｍ､州が】０ｍを測る民

『>i’

Ⅸ１３.ト'''1．'だ測区

<§一二う〉

lｌＩ

ｌＩ 」'LLvi 』

，、Ｓ出Ⅳ

文献

１
１
１
、
ハ
ー

265Ｓ=I〃
'一＝唾

’

r了～

壷

卜汁（側3.265）

ニホンジカのﾊ1111骨（(f）遊紫材とする卜冊がＩ

低貝＃11,1〔l:から’点出ｔしている錨や焼灼狼は！Ｌ

られないが、局甲繊（卿ＷＩ外側の突起）を遠位部の

1M1節潮,'''1号まで刃物で除去しており､神沢ﾘ､一(1976）

が分顛した第Ⅲ形式の業材の１１面をﾉ<さくiliIIること、

北浦弘人（2001）が分頃したケズリＤの肩甲紬転全

よし、さらにﾉiW1凱関節謝喉で削り収るものに'11,'ｉ

することから、当資料を卜什と蕗えて焔し支えない．

述近位/j向の製作lとが’５５ｍを測る，ｔｉ埴時代の卜

･けば全''''約に出I:例が少なく、また、弥ﾉkllf代には!'凸

られないウミガメ科の甲板趣使用したl､111が三浦'1§島

出ｔする。、'１遺跡でも、ウミガメ科の輔什仮がlIIl.し

ており、Ｉｕ卜との川巡も推測される。

’
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Ｉ はじめに

１厩の６世紀後'11のNRO()ｌから川|:した鹿jfI渋ﾉJ子のIIjiに付打

した肌色物について、その成分な'ﾘIらかにするために分析を行った。

以下で、その方法と結果の概要を利鵬する，

■

園

』

』

ご

牢

槻
ｆ

２機器と方法

ノJ-州iに付栂していた狐色物の分Ilfは､赤外分光分析装慨(FILIR1

准使川し、ＡＴＲ法による分lIrを行った。分析条件は分解能4ｃｍ'、

積師IMI散１２８【回１，波長煎城‘１０００．３７５ｃｍＩとした

３締'ｲ&

〃子補の２ケ所から無色物質を採収し、それぞれ猛試料Ａ・Ｂと

して赤外分光分|斤遊行った（図Ｉ）。試料Ａは粉末状の黙色物質を、

試料Ｂは薄膜状のM1色物凹壮採取し脆‘，

試料ＡのＩＲスペクトルは、１６２１ｍ１，１.i20m】'、ｌ００６ｑｎ１にピー

ク芯1M蝿することができた（閃２)。しかし､このスペクトルパター

ンの州ﾚは不明であるｰこのスペクトルからは、イ｣.機成分に由来す

るピークは得られなかった。

試料８のＩＲスペクトルは、2924,2854m１１にメチレン),Ｉのピー

クが検出された低波敬(11,1でｌ“6ｒｍｌにA1ni(k,Ｉが、Ｉ‘l56mI

と1020[、Ｋに咲確カルシウムやリン雌カルシウムのピークが強く

険出された（脚３)。これらは主にil1iの糸地である鹿角の成分と推

測され、黙色物に111米するピークは測られなかった。そこで、塗砿

からMMIの成分を除するため､採取‘拭料を希堪彼に30分没讃させ､

再度分析を行った。

塩雌処理した試料Ｂの1Ｒスペクトルでは、2924ｃｍ'、2854ｃｍ’

のメチレン基のピークが顕沸に兇られ、ｌ７１０ｍＩにカルボニル雌

のシ胃リルダーピークが、’'1‘16(、’に活性メチレンにＭ凧･‘）･るピー

クが検川された。全体のスベクトルハターンは'1:漆に鮎似している

ことから、試料Ｂは漆であると判断した｡

図１．畜料採取部分

４まとめ

ｌＫＮＲＯＯｌから出土した鹿角･典〃ｆの傭に付藩したｊ．'1(色物を、

拭料八・Ｂとして２点採収し、それぞれ亦外分光分析御j:った･そ

の結処、試料Ｂは雛に由来する黒色物であることが判明した。
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下江中島遺跡から得られた貝類遺体

１Ｍ：耐二（T･無県立中央仲物館）

はじめに

下江中島（しもえなかしま）遺跡は、熊本Ⅱ↓下益城郡窟合印（現熊本市南l）に存在する占1,時代から古代のｕ壕を有する遺跡で、標高

1ｍ前後の沖梢低地に位圏するいわゆる低湿地避跡である。金IKl的に見てもili剛11$代の貝塚は比椴的少なく、その〃在意義をIﾘＩらかにする

ことは興味深いと考えられる。今回、本遺跡から出土した凹賦週休屋検討させて、く機会避榔たので、ここに結果を慨告したい，

材料と方法

今回検討でざたものは、本遺跡のｌ地区からi1}られた水洗・抽出・粗分賊の終j'した貝顛週休で、晶小１mmメッシュまでの士恥の水洗選

別されたものも含まれていた。貝賊遺体は、｝１．１１グリッドを'11心に出土していた。層序図や‘Ｗ４から判断して、肌顛遺体を肴む肘は下部

の１枚とｋ部の２枚に分かれているようであり、過去の流路にも廃嚢が認められるようであった。企てのサンプルに、グリッドや牌序が記

されていなかったこともあり、今回は得られたサンプルを、令体としてＨ暦・lf〔ド貝掴・NROO1に区分して、州;，iすることとした．なお、

他地区からの111m遺体の出土はなかったとのことであった｡

粗分類で、火園に存在したカキ則に関しては、その一部を抽出して、詳細に検』Ｉした．残りのカキ粒は、サンプルの友記に従って定形と

破片の亜鼠巷‘Ⅱ測したｃただ、カキ顕の靴のIM1定に関しては、令てのサンプルに11を通した“カキ甑とシジミ弧に関しては、11.10グリッ

ドを中心としたサンプルの肢殻のサイズ奄計測し、また両醤では‘洋細に検I制したもの胴体数とそのj､鼠に基づいて、未計数分の帆体数を推

定した。

サンプルの多くは最小1ｍメッシュまでの水洗選別が行われており、微小靴を行め、カキ賊とシジミ顕以外の凶賊の抽出も終ｒしていた。

これまでの研究で、およそ食川貝航に関しては、４ｍメッシュ以'二で大半が抽川されていることが知られており、１１砿、4.2.1ｍのメッシュ

で儲い、４ｍ米満のものを微小側とした。なお、狭義の貝類以外のフジツポ敵・ウニ賊奪も併せて叫凱遺体とした二

これらのサンプルについて、これまでの報(Iiと''１様に、NiのI‘ｊＩだ．幼貝／成肌の蕊別､出土部位や醗拙状況、生死の別､焼けているかどうか、

一部の報ではサイズ等を確泌・‘肥録した。なお、本遺跡は前述のように、いわゆる低湿地遺跡であり、殻が溶解していたり、色彩が礎って

いないものも多く認められた。

一部に時川の都合で検討未U'のサンプルが弧ってしまったが、火きな内容の変史はないと器えられる。

結果および考察

今回、少なくとも腹足顛（巻肌）２７科４１柳、§枚貝顛１１科１４稲、環形動物ｌ樋、フジツボ剛２稲、ウニＭ１稀の合計５９分顛群が

確認された（災ｌ)。なお、災１には、各祁の′k恩賜所も示した，また、４叩以I:のカキ敵・シジミ噸以外の師の１１剛Iに関しては、′k恩場所

ごとに表２に、４画未満の微小側は炎３にまとめた。

１）確鯉された種の分麺・出十畳・破鋼形態尋

マツバガイ（本州告書．図版細Fig90-264，ＰＬ,71）：唯一個体の周総部が確認された。上下耐に研鵬は見られず、上面には新しい剥離も観
繋される。この仲illlでは、殻Iri部が堆積中にﾉk､１４に破損しやすくはり、本資料も、自然剥離と蹄えられるかもしれない．しかし、IAI而では、

剥がれ易い筋拠の部分が仙後で1‘りじ剥離面となっていないことが脱瑛される，これらのことから、州告者は、このマツバガイは先史時代に

確鑓されているー 貝輸」（木ド．２００５も参卿）の可能性が商いとJうえたぅ本商科は、只暦からiりられ、この時代の肌給であるならば、興味

深い粥例となろう。

ツボミガイ・シボリガイ：ツボミガイはウミニナ賊上に、シボリガイはマガキl:に生息していたもので、食川靴と共に持ち込まれたもので

ある。

サザエ（図飯Ａ－１．２）：中・大形のブタが少放出土し、碇片も(Mかに蝿められた･外海に生息する側で、過跡へかなりの長距離を生きた

状態で持ち込まれたものと蕗えられる。

スガイ（図版１－３．４）：食川。ただ、表２でｍＬと菱記したように、殻口の削れた個体がほとんどであった。ブタも多く抽出され、そのサ

イズは5.9mmの範囲で、6.9mmの中・大型佃体が多かった．

コシダカガンガラ（図版１－５）：少数の殻、部がi1｝られた。

アマガイ（図版１－６）・ヒロクチカノコ（閃版１－７）：自然週休と舞えた．

ヒメタニシ（図版１－８）・マルタニシ？：Ｎｉまで|‘il定可能な佃体のほとんどは餓稚の小さなヒメタニシであったが、俺かに餓碓のノミきな幼

貝等も存在し、こちらはマルタニシだと考えられた。ヒメタニシの大半は殻1,部であり、遡願の欠猟した体騎部も多く、完形は少なかった．
この超頂部の欠揃した形態は、現在の中国で多くみられる食裸式のタイプであるが、食用による欠拙かどうかはｆＩﾘ}である。ただ、後述す

るカワニナ剛と兇なり、細かなメッシュサイズでは鐙頂部のみが確遡され、食川と砦えた。本棚は、年代の碓拠な週跡からの出I:がほとん

ど知られておらず、また明論期の紀録も少ないことから、細Ii行はヒメタニシを近世・近代の秘人純の可能性が応いと考えてきた（蝿住．
2003)。今回、Ｉﾘl瞭な包含肘からの多数の出l:から、後代の捉人とは舞えにくく、股終的には年代測定が必盤であるが、晶古の例になると

忠われる。

カワニナ（図版１－９）・チリメンカワニナ（脚峨１－１０）：般災に縦肋を持たないか（カワニナ)、縦肋をｲiするか（チリメンカワニナ）
により両側巷区別したが、幼旦も多く、また本地域における両側の詳細な分賊'股的検討は行われていないので、樋述する文中では、一括し
てカワニナ賊と炎記したつ放出血後の幼貝も確塑されており、食川では娃く、１'1然適体である”

スズメハマツボ・ウネハマツボ：海藻等の上に'k患する葉止竹の微小稀。

ウミニナ（図版１－１１）・ホソウミニナ（図版１－１２）・フトヘナタリ（図版１－１３）・ヘナタリ（図版１－１４）・カワアイ（間版1-
15）：これらは、主に干潟菱、に生息する搭型の一僻で、他にI‘jW1のホソコオロギも縛られている⑥災２に示したように、超I二Iおよび般頂

部が破損しており、この破脳形態は、これまでに知られているよう;こ（例えば池脱．１９７７３１剛11.1987;商野．1997)、食様式に凹迎した

ものである。

タマキビ・マルウズラタマキビ：抽出された２mとも、マガキと北に得られたI‘I然週体。

８３



カワザンショウガイ類・シラギク・ミズゴマツボ：得られた６１inとも非食用の微小剛・

キクスズメ：他の貝（本遺跡では多分サザエ）の上に付濁して持ち込まれた週休。

ツメタガイ（図版１－１６ホソヤツメタIW1）：WWLの開く快投のツメタガイと、WWLが胴離で樋われるホソヤツメタ型の２つのタイプが認め
られた。

アカニシ（図版１－１７）：破損した個体がほとんどであった，

イボニシ（図版１－１８）：出土した多くの側休は破損しており、レイシ等の他の靴が苛まれている可能性もある｡この仲間は緋い味がする
ものの、生息数の少ないと考えられる内流砂泥吹穂の優占するLl煤を含め、ほとんどの先史時代貝塚からも低額度ながら出土することから、

･牌味・を選択的に明好していたのではないかと考えている（１Ｍ;､2009a)。

テングニシ（図版１－１９，２０）：幼貝の姓1,部がほとんどであったが、一部には袖怖から推定殻高２０ｍど越える大形個体も砿Ｉ隠された。本

靴のものと思われるブタも川上した。

パイ（図版１－２１）：１砿片が認められたのみ。

マルテンスマツムシ（閃版１－２２）：集l桃の小形碗。ただ、‐･部では磨滅した死織も得られている，

アラムシロ：ハマグリ群の採集時の混入の小形師。

クチキレモドキ頚・マツシマコメツブ：砂泥庇に生息する微小靴で、ごく少数抽出され、死殻由来と常えた。

サツマオカチョウジガイ？：陸産微小靴で、jMi壷時に混入した、'吹休部の残った現'1｛仙休。

ヒメコハクガイ：除巌微小、で、軟休部はi蝿められなかったが、現化個体と思われる。

サルボオ類（図版２－２３）：ｌ破片のみ出ｔした。

ハイガイ（図版２－２４）：20.65画の脱体が砿〃され、中・大形の遡及30.65函の佃休が多かった虐

イガイ（図版２－２５）：破片のみの出止であったが、比鞍的多く確遡された。

チリボタン（図版２－２６）：伽かに死鯉破片が蝿められた･

ナミマガシワ（図版２－２７）：少数がi¥られたのみで、他の貝顛に付肴した自然遺体と蹄えた。

ﾏ万ｷ(図版2-27):本地域のﾏガｷ賊には、ﾏガｷおよびＩｌｉＩ所的に生息する殻形態の餓似したシカメCshiknmeaの含まれている叫能

性がある。殻形態だけでは両種は識別できないことも知られているが、確認された佃体の多くは放射状の肋を行し、Sekino（2009）に図示

された両極から、ここでは全てマガキとして取り扱った。

本遺跡では、１つの佃体の上に２－５個体が付符した状態のものがほとんどであり、３肘以上のカキが噸々に止方へ成踏していくという狭義

のカキ砿を形成するタイプのものはなかった。このことから、Ｉ:渦茂而にカキ塊（バッチ）が存在し、それを採築したと考えられる．

本地域および他の川l:lFl顔から、有明海に多いスミノエガキや外海に生息するイワガキ等も本過跡のカキ敵に含まれている''1能性も考え

られたが、詳細に検11,Iしたサンプルにはマガキ以外の穂は組められず、他の大賊のW1分噸されていたカキ顛サンプルにも－．．通り'三1を通した

が、やはりスミノエガキ・イワガキ・コケゴロモは含まれていなかった。

一部を抽出して計測した本極の左餓の鯉舟細成を表４に,j《した。10.90ｍの個体が硫遡され、７０皿以ドの幼貝を含む側体が多かった。

50ｍ程度で他のカキｋに塊となっていたものが多く、そのためIIjl時に幼貝も多散i1｝られた訳である。幼肌、あるいは採巣対蚊・身としての

利川対象のサイズは不Iﾘlであるが､ここでは３５ｍ未満を幼貝とみなした｡また塊として採典されたため､多くはないが､５％礎庇は死殻であっ

た。

フジナミガイ？（側版２－２９．３４〕：一部に般限部片があり、弧仔部のブロポーションからフジナミガイ？としたが、ムラサキガイの可能

性も残る。薄質二枚肌Ⅱ．と我記したもの（-．例が図版２－３４）は、フジナミガイ？が多く、オオノガイを命むと思われた。

ヤマトシジミ（図版２－３０）：マガキに次いで多かった師で、大形佃体はマシジとは出なり背縁が帥後に対称的ではなく、般皮の残る小形

11M体にはマシジミの特徴である褐色斑が‘協めらなかったので、１Ｍ時点での報帯者の兇解では、確災に淡水巌のマシジミと同定できるものは

念まれていないとfIl断した。淡水産のカワニナ瀬が多かったものの、淡水産シジミは川土しなかった択で、マシジミの生息年代に関して尚
咽な怖鯉と考えている。

ヤマトシジミの定形および完形との比椛で殻及を推定uI能な鳩部が破損した個体の左殻i汁測仙を没５にまとめた。また推定価を含む殻奨

細成を図１に示した。川栖では大きくは２８ｍに111央値を有するIIi蝿型､面下貝肘ではいくつかのピーク巷イル､貝暦より大形のものが多かっ

た。Ｉ区NROOlでは、２０回｡付近と３２国付近にピークを持つ２つの群からなるようであった。NROOlの小形群を除き、大ざな個体が選択

されており、採典雌は低かったようである。低湿地に立地する本遺跡でも、シジミ採喚（いわゆる鋤雌）やサイズ選別（フルイ）の道具は
未川上のようであり、採典方法等の実態は未だ不明である。

シオフキ（図版２－３１）：出土個体数は傾めて稀。大形の個体が硫磁された。

アゲマキ：完形での川tは認められなかったが、超碩部は多かった。

オキシジミ（図版２－３２）：本靭は比峻的多く、完形・幼貝は兇川せなかったコ

ハマグリ（図版２－３３）：完形個体は脚示標本のみで、幼Ｌｌは碓遡できなかった。６ｍ以上の大形佃休の紐、部が比鮫的多く蝿められた･

この服縁が破禍していた残部の形態は先史時代に多用される貝ﾉﾘに顛似するものの、一致するものは兇いだせなかった。ただ、特兇な用途
の〃在した可能性も想定される。

カガミガイ？：状態の想い小形個体の一・部が砿,蝿されたのみ。

オオノガイ：唯…個体、弾術受が確遡された。

カンザシゴカイ類：マガキに付着していたと好えられる血練的な棚驚が確遼され、ウズマキゴカイ剛はMIlllされていなかった，

フジツボ類：少なくとも２轍顛は存在していたものの、謙細に横肘することはできなかった。ただ、大形のもの（図版２－３５）はオオア

カフジツボかアカフジツボの大形個体であり、食用にされたものと蕗え、オオアカフジッボ？と表記した。小形のもの（拠元If〔礎1ｍ程度）

もアカフジツボ賊が多いように思われ、シロスジフジツボの111能性あるものも含まれていた。最少個体数は、周般が６枚からなるので、破

ﾊ･数の１/６とした。小形個体に関しては、食川か自然かは不IUlとした。なお、内部の什板と峰板は、抽出されていなかった。

ムラサキウニ：髄の破片が抽出された，やや太いこと・炎而に鞭の満を有すること・紫色が残存していることからムラサキウニに同定した。

柳られたものは全てＭじ形態をしており、Ｉｌｊｌ－･紺と考えた
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２）貝頚遺体の量的組成

令何の本過跡の出-t貝頚遺体の細成を知るために、ｉ§にin賦比からマガキとヤマトシジミの川'二数を推定した。微小極を除くその他の貝

剛は直接的なj卜数とした。その紬肌が災６で、マガキが機めて多く、その''１の半敬は幼貝であった，ヤマトシジミが次ぎ、ｌｆ〔下LＩ隅では過
大評価になっている可能性もある』

その他の４ｍメッシュに残った11剛の細成を、食用州と非食用輔をⅨ別して生息甥所でまとめ、喪２に示したく淡水域のヒメタニシ・カ

ワニナ賊、干濁砂把庇のカワアイと頭似した搭型のウミニナ馴等・アケマキ、干潟岩碓のスガイ、フジツボ跡が多かった掌非食川棚とフジ

ツボ願を除いた食川靴では、届ごとに多少の相違は蝿められるものの、カワアイが14-30％で、その他のウミニナ願を含めると約25.40％
と多く、スガイも15.28%、ヒメタニシ・アゲマキが6.20％と優占していた。その他、Ｉ:渦の柿ではハイガイ・オキシジミ・ハマグリ・テ

ングニシ・レイシ剛が、外海のものではサザエがflffった。これらが、水週跡の食用貝顛遺体の優占碗と詩えよう。

食用以外で意図的に持ち込まれたものとしては、外海に生息する貝輪と時えたマツバガイとチリボタンの死般片が存在した．遺跡の年代

とﾉL州西岸という地瑚的位侭から、ゴホウラ・イモガイ賊淳の‐南海溌只賊一の出土も袴えられたが、詳細に検&Ｉした結果でも、破片等も
砿i泌できなかった。

３）貝麺採虹空Ⅲ

本遺跡の只顛遺体ではマガキが脳偶占側であったが、マガキの間に縦息すると琴えられる，ﾝネナシトマヤガイ（例えば樋泉ら．２０００；照

住、2009b）やカリガネエガイは確遡でさず、マガキ鯉ｋで見られるシボリガイ等も少なかったことから、マガキは汽水域でも塩分溜度の

低い場所で、前述したように干潟上に'k息していたものと蟹えられる．このように考えると、多かったスガイは、マガキに伴うものではな

く、塩分浪庇の高いI:潟の．間碓一（維石を含め）でi1｝られた可能性がrWi<なる。もう一靴の側,'i籾、ヤマトシジミは汽水域に生息し、通常、

随伴する混入柳はほとんどない。ただ､周辺のアシIliiでフトヘナタリの採典が想定できる。一・/j、ｆ潟／砂泥底としたもののうち、カワアイ・

ヘナタリ・ハイガイ・アゲマキ・オキシジミは泥底、ハマグリ・ウミニナ賊は砂泥底と、，k息する底質環境を分けており、干潟域を比絞的

嘆範囲に貝顛採典の窄間として利川していたことがわかる。

さらに、サザエ・イガイ・才オアカフジツボ？・ムラサキウニは、外海洲砿に生息する帥であり、遺跡に近握した地域では天WjImで採

典された可能性が問い。この外海淵眺域での採集は、この典団により行われたものか、他典剛の採典品（サザエのブタや殻上に生息するキ

クスズメの出土から、生きた貝が持ち込まれ､死殿のみの搬入ではないと蹄えられる）であるのかは、只顛遺体からだけでは判断できなかっ

た。他の人工過物呼の愉椴を総合して結姶遊出す必哩があろう。

４）遺跡囲辺および堪積瑠境

マガキの大鼠出ｔと前述した採災空I川から、遺跡は紬川水系でも河ｎ部に位置していたとﾉﾁえられる。今回は微小回顧も抽川されており

(災３)、その細成からより詳細な瑚境の樋元が可能になった。微小側は、ｕ塚の中心部と拷えられるＨ－ｌｌグリッドと、それ以外の地区で

Ｋ介し、層序のIUl賊でなかったものは除いたｃ淡水性のカワニナ顛が多く、・部に汽水域アシ脱のカワザンシヨウガイ類・ミズゴマツボも

街まれていた。｛:潟の靴は、食珊馴採典時の混稽・死俄111の個体、タマキピ剛はマガキ111来淳と衿えられた。これらのことから、１１塚は汽

水域最上流域の川辺にアシ原力Ｗｲf:する畷境に形成されたと琴えられる”１１肘・直下貝屑・NROOlの３つに分けたが、この３者で大さな細

成変化は認められず（炎３)、３粁が側なった時lMlのものであったとしても、その期間内に遺跡周辺の瑚境に大きな変化はなかったと想定

される。

５）蕊塩焼き

水遺跡からは、製堪土器も多くⅢｋし、「藻塩焼き‐が行われたかどうかは興味深い検肘馴(lである。微小剛を‘洋細に検討した鮎果、藻

堪焼きに閲巡する海峨呼の上に生息する・葉上性靴・は、３１iIi7個体が抽出された塾このうち、スズメハマツボは外海の師で、死殻であり、

イガイの足糸の川に収り込まれる欺どした個体と考えられる。最も多かったマルテンスマツムシもｌ個体は鵬減した死超であった。残りの

仙体には、焼けた空色は認められなかった。

これまでに、識堪焼きに関連すると好えられる微小叫煎週休では、ある稗哩災１１Iすること。焼けている個体の多いこと・ウズマキゴカイ

剛も目立つことが知られている（測辺．１９９１；山崎．1993；加納．2001)、ゴカイ甑の概行も確‘蝿されたが、ウズマキゴカイではなく、焼

けていなかった（炎３)。これらのことから、本遺跡では．海噸等を1f職焼くタイプの領塩晩さは行われていなかった‐可能性が研いただ、

築上性種は少数ではあったが、他の微小靴と比乾して、決して稀な出tではなかったことから、海峨等の利川（加納，２００１も参照）や直

接に植物体を焼かない製塩事例（例えば柑岡，1999)の'１１能性は残る。やはり､今後の詳細な川t0lf例を追加していくしかないと好えられる．

６）大形種の採築

マガキ・ヤマトシジミ以外の貝煎で、胴体数は少ないものの、ツメタガイ甑・アカニシ・テングニシが概敦佃体、各貝層から出ｔしてい

ることも指摘しておきたい。これは、Iiiに遺跡周辺にこれらの棚の生思環塊があり、発兇捌唯に依存して採蝶されただけとも叩解される。

しかし、佐賀T1iの細文早期未の東端遺跡では、ハイガイ・アケマキ・ヤマトシジミと本遺跡でも碓認された帆が側,'iし、極めて大賊の凶賊

遺体を検討したが、上‘肥の大形３稲のうちアカニシのみが轍めて値かに肺‘蝿されただけである（黙化.2009b)。‐-．方、同じ海域に位世する

弥'1Ｉ時代の吉野ケ111週跡では、テングニシ・アカニシが測散出土している（鵬示施設での爽妙佐原ら．１９８９も参剛)。そして、アカニシ

は染色の貝紫に川いられた可能性があるとされ、その肌殺破拙形態もiIi饗視されている。しかし、本遺跡のう，カニシは、一部の幼Llを除き、

ほぼ破片で縛られた（災２)。有明抑泊岸における大形側剛採集の時代変避とその意味付けも今後の課題ではないかと思われる。

７）本貝塚の意穣づけ

本貝塚ではマガキ・ヤマトシジミが倒占し、詳細に検‘I,iされなければ、剥堪遺跡に付随する．日粥的食料一の側餓廃棄場所と0兇述される

と思われる。しかし、報告省は、サザエ・イガイ・オオアカフジツボ？・ムラサキウニ零の外海の貝頚の持ち込み姪主な根拠として、少な

くとも日常的食料廃棄に、別な恵脚で持ち込まれた側馴が追加されて唯欄した鳩所ではないかと袴える合

8５



内湾の貝塚に外海の貝顛が少数組められる例は、群細に検肘すれば極めて多敦の例が挙げられるであろうし、先史時代ではタカラガイ賊・
イモガイ類．ツノガイ剛専の貝製品やその衆材として持ち込まれる種が多い（忍測，２０'１も参鮒)。当然タカラガイ賊等は、本貝埋では確

脇されていない。

外海に面した蝿取I1jの弥生時代を111心とした青谷上寺地週跡では、潤のｌｌＭ１:から、ムラサキウニ・フジツポ鋤（クロフジツボ中心）・イ
ガイの優占する側顛週休群が確認され、報告者はこれらを・非日常的な貝顛利川ではないか．と好えた（黒住.2012)。先史時代の淵剛性細

の催占する貝塚でも、巻貝のクボガイ剛や二枚貝のムラサキインコ等の鮒が侭占するタイプは多く測告されており、咽温帯域でウニやフジ

ツボの優占する側塚は想定しづらい。また､山口県の土jI:ケ浜遺跡では､容淵内からムラサキウニの確遡されている例も報告されている（山

111,1997)。このような西日本における弥生時代の．非11術的な貝頚利川・が古堀時代の本週跡まで文化として迎統している可能性を想定

した沢である。ウニ剛は青谷上寺地通跡では極めて多く、硫遡できた籾はやはりムラサキウニのみであり、本貝塚でも同椴にムラサキウニ

の練が縛られ、アカウニ．バフンウニ淳ではなく、ムラサキウニが選択されていた可能性が商い。ウニ類とイガイは、現在でも日本で広く

食川にされるが、フジツボ類の食川利川は地域的にかなり限られる。今回、NROOlでフジツボ賊が確認できなかったのは（表２，３)、ｉｉｉ

に柚Ⅲしたサンプルによるものと思われるが、もしかしたら、NROOlは他の２つより新しい11刺91のものを含んでいる可能性もあるようで、

フジツボ利用が低捌になっていることによることも否定できない。なお、本11噸は低湿地遺跡であるということから、只殻が還元屑により

灰色に変色しているものも多く、焼けているものの碓磁頻度は過少評価になっている可能性もあるが、カキ・シジミでは確実に焼けた１M体

は確認できず、他の靴でも焼けたものは槻めて少なかった（災２，３にＢで承した)．意図的に叫般を焼き、何らかの利用や‐送る“という

行為／意識はなかったようである。また、食用以外の川途にも利用されるアワビ顕は､本遺跡でも荷谷上寺地遺跡と岡じく確認できなかった．

本貝塚からは、フジナミガイ？とした２枚貝の趨砿部と破片が少数確泌された億フジナミガイとムラサキガイの鯉噸部のみでの確爽な識

別ができ抜かったので､?を付けたが､どちらかであることは確実である｡また､薄質二佼貝片としたものの多くは､このフジナミガイ?

かオオノガイと好えられる。オオノガイの遮跡出土敵や食川ﾘI例は多いものの、フジナミガイ剛の食用廃棄としての集中した出土はほとん

どないように思われる。また、紐が卿いために、これらの柵は完形での出l:も稀である（例えば樋泉.２００４のデータ)。報告者は、茨城県

の縄文前・中期の大谷貝塚から、ナミガイ淳の化石二“l詮意図的に削り、研附呼の加工を施さない「有角貝般片」を他の食用貝顛から識

別し、やはり非11術的な状況での利川歴想定し、化石ではないフジナミガイ剛でも同様に利川していたのではないかとした喫住・z009a)。

時代と地域は令く出なるが、今回、ド江【１１島遺跡で確蝋されたフジナミガイ瀬も、「有角貝殻片」と同様なサイズと状態であった。九州で

のフジナミガイ弧の出土や「有角貝般片」の顛例を検冊,lできなかったので、先史時代からの利川法が継続しているのか、全く不明であるが、

通術の食用とは考えにくいフジナミガイ師の出土耶例として、今後に注慰の払われることを期待したい。

Ｊ１§日常的な食川１１剛には、貝輪と椿えたマツバガイも念まれよう．これらの非日常利用貝賊遺体群の存在から、本貝塚で最も多かったマ

ガキも、画ぐに想定されるような．特別な恵味を勝ったI:し貝．等として利川された可能性もあるのかもしれない．この点に閲しては、検

‘Ifの方法を想定でさず、現時点でどちらの可能性が高いかの判断も下せなかったが、本貝塚の愈稚を考える場合には、カキの特殊利附も卸

ドはできないように思われる。

挫約

下江中島遺跡のItijn時代貝塚から、少なくとも巻ＬＷｊ２７科４１甑、Ｚ枚Ⅱ剛１１科１４糊、凶賊以外の無脊椎動物４鞭が確認された。貝

嘩では、4-8ｍ押庇のマガキを最優Oli靴とし、大形のヤマトシジミが次ぎ、淡水域のヒメタニシ・カワニナ瀬、干潟砂泥底のカワアイやウ

ミニナ顛等・アゲマキ、干渦岩礁のスガイ、フジツポ賊の多い貝類遺体脈が確腿されたｃ脚然遺体の微小貝顛から、遺跡は汽水域凧上部の

アシ原周辺に形成されていたと考えられた。このような内海環境の遺跡前､iには生息しないイガイ・オオアカフジツボ？・ムラサキウニ秤

の外海の貝類が持ち込まれており、これらは、・非、術の利川・と考えた。フジナミガイ繭も食川ではなく、特別な利川の可能性を想定した。

L1輪と考えたマツバガイも出土した。製塩土器が多いものの、築上性の微小棚は、かなり少なく、また焼けていなかったことから、海峨等

をｉｆ〔接焼くタイプの溌塩焼きは行われていなかった叩能性が高いと考えた。

州辞：調査転獅IoIInざ、稀々 御配噸・伽戦示耐いた熊本UK牧奇委員会の特級、,凋在の機会を与えて頂き、資料舗剛1群も御手伝い賊いた奈良

文化財研究所のjlLlIl典史氏、マガキ煎の文献を御戦示ｍいた貝顛多様性研究所の111下博山氏、および貝顛遺体の処理と資料の取り扱いに御

Ｆ伝い頂いた資料宅の侍様に、記して御礼11'し上げる。なお、本報告の一部には、科学研究質削助金（21101005）を用いた。
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１４：ヘナタリ，１５：カワアイ，

１６：ツメタガイ

（ホソヤツメタ型)，

１７：アカニシ；１８：イボニシト

19,20:テングニシ２１：パイ‘

間卵蛎二・黒住耐二・山谷虻人・切通雅・ｊｆ２０００貝顛遺倖.中iMIl1蝋‘北区埋哉文化財,Wh4胡勝‘￥．(26）99.171.蝿京都北区戦fif曇ｕ会
術岡１１.(人１９９９貝馴.hIlmi奉盟弘・松井厳(細)‘考古学と動物学.PI)‘89.117.同成汁．叫嘩．
111111ﾙI〔払(縄).1997.上井ケ浜遺跡第１５次職(Ⅲ淵夜報告課.

111崎純ﾘ}．1993,出|辿物各総1Ｖ-1.1然辿物、ﾉⅢ梅の中道辿跡.Ⅱ‘I)|〕９６.】08,pls.】6.2()．
！'ﾘlllWrllH社・海の中道辿跡蒐掘調行尖if･鉦睦．

脳辺賊．ｉ991.松崎遺跡におけるブロック・サンプリングの捌従僻｣ｉ脚却辿跡.愛jqlﾘIUII1厳文化財センター‘MWii州f'楢．(20)67.76.

図版２

２３：サルボオ類，

２４：ハイガイ，

２５：イガイ，

２６：チリボタン，

２７：ナミマガシワ'

２８：マガキ，

29,34：フジナミガイ？，

３０：ヤマトシジミ，

３１：シオフキ，

３２：オキシジミ，

３３：ハマグリ，

３５：オオアカフジツポ？
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表４下江中島遺跡のマガキ殻高組成導．

H－１１

貝層 直下貝層 NROO1

対象璽量(② 3８ )5３ 13058 30086 17361 1794

粗分類 左殻 右殻 破片 E殻 右殻 破片 完形十破片

検討量 1/2分割 1/2分割 1/2分割 1／ 1分割 全量 1/2分割 全量

検肘亜量(９ 1123 077 517 230 245 554 348

殻高Ｉ朕1５ ４ ２ ３ ４ ３ 2u）

ｍｌ５－２０ ４ ５ (1u） ４ (3u’１.） ２ ３ ４ 1u）

≦ｘ＜２０－２５

25-30

3俳３５
｡‐■■■

35-40

4ト4５

45-50

50-55

55-60

6ト6５

65-70

7Ｇ７５

75-80

80-85

85-90

推定不能殻頂

９ (1u） ４ (1.） ５

８ (1u’２.） ４ ３

３ ４ ２

６ (1u） ３

６ (1u）

1２ (2u/d）

６ (1.）

２

３ (1.） (1.）

２

■■■■■■■■■■■■
■■

ｄ：死殻．ｕ：殻頂．

表５下江中島遺跡のヤマ トシジミ左般殻長組成．

貝間 直下貝層 NROO1

H－１１ H-１０．１１

完形 推定 完形 推定 完形 推定

般畏 ４

nln ５

≦ｘ＜ ６

７

８ ４

９ ２

2０ ３ ３

２１ ２ ３ ２

2２ ４ ７ ３

2３ ５ ８ ２ ２

2４ ２ ７ ９

2５ ５ ４ 1３ ３

2６ ４ ２ ７ ９

2７ ２ ３ ７ １０

2８ ３ ２ ５ ７ ２

2９ ４ ３ ９ ７

3０ ７ ４ ９ ９

3１ ３ ９ ３

3２ ３ ２ 1０ ２

3３ ６ ３ 1４

3４ ２ ２ １０ ２

3５ ６ 2１ １０

3６ ２ 2３ ６

3７ ３ 2３ ４

3８ ３ 1２ ２

3９ １０

4０ ８

4１ ５

4２ ３ ２

4３

4４ ３ ２

(3u）

(3u）

(2u）

(3u）

４

６

３ d）

３ u）

７ ｡）

６ d）

５ ２

５ ｡）

５

３ u）

３ (1u）

５ 1u）

４ 4u）

1ｕ）

1ｕ）

４

５

５、

６

６

５

４

５

２

3u）

4u）

5u）
Ｉ＆凸

3u）

2u）

1u）

表６下江中島辿跡の４mmメッシュ以上の出土貝類の概略数．

マガキ全体 マガキ幼貝 ヤマトシジミ その他

貝層 5458 3154 583 182

直下員層 3117 1350 2240 163

NRO０１ 222 7２ 124 6２

詳細不明 611 314 212 7３

マガキ・ヤマトシジミはⅢ量比からの推定数、その他にはフジツポ類は
含まない．

９１
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図１１ざ江中島遺跡のヤマトシジミ左般殻長組成．
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下江中島遺跡出土の十脚甲畿類

加膝久佳(千葉ﾘiL立''１央博物館）
はじめに

カニやエビ、ヤドカリなどの十脚叩鯉馴は、外什桁が貝厳どに鮫ぺて物叫的・化学的風化に弱く、また食べる際に離節され、細かく削ら

れることが多いためか、遡跡出土の動物週休としては鯉捌が少ない台しかしながら、カニ顛で畑もｲi峡化が進んだ部位であるハサミ脚端

部が、齢による水洗によって貝顛遺体に能じって見つかることも多く、遺跡によっては棚当敬が見つかり、食鯉としてのカニ航の概容が推
定でざる場合もある（金子1991,2001,2002;加藤2011)。

‐ド江中崎遺跡における十脚甲殻顛過体は、サンプル点数が少ないうえ、ほとんどが1111を同定するに足る形髄を持たないため、食糊として

のカニ賊の全体像な把１Ｍすることはでき芯いが、得られているサンプル６点についてここに記録する。

‐l･卿賊遺体は､１１．１０．１１グリッドの貝剛過休遊含む士ljMの水洗に伴って、‘1画メッシュ以上で破ったものであり、すべてハサミ脚術部（不

肋桁および可動折）である。

ケプカガニ科の未定稲ハサミ脚可動指

PilumniKlnegen,efsp､iIIduI．

、I勤桁は強く識111'し、外側面の上部には腿抽に平行な洲が、内側而中央には同側に断続的な満が続く。上而の基部付近には顧粒老生じ、

咳命緑は平らな臼鯛状の間を持ち、近位端のものが最大である，これらの形態から、ケブカガニ科のカニのハサミ脚､I勤慌である可能性が

高い。

ケプカガニ科？の未定秘ハサミ脚不動桁

PiluInnidac？indcl･

棚嘆の三伽形で､先端は蹄状に湾曲する。暁合縁には先端を除き４M$を残すが､近位堵のものと巡位増のものが大きく、Ⅲの２間が小さい。

｣犯ケブカガニ科の不動桁である可能性もあるが、全体的な形態がケプカガニ科やオウギガニ上科転はじめカニ甑によく児られるものなの

で、断定する根拠がない。

イワガニ科タカノケフサイソガニに比陵されるＮｉ右ハサミ1111不助脂

ＧｍＩ〕sidaegcn.e“ｌ〕・iI1dcLcMEI蝿、Ｉ)副』$『nkfmpi

桁部は弱く海111Iする。蛾部近位側外側而の低い位紐に、災柚〃向のWi粒列が１条縦北するが、不勤折j八部付近で消滅する。峻合緑には９

鯛が砿び、先培は蹄状に湾曲する。我imは全休に平滑であるが、不動脂基部の外側Iiliは、菱、が端食したような粗而遊里１.る°外形として

イワガニ科のハサミに近く、不動術外側mijA部付近に棚而には、このよう赦例はIilUj州冊の貝塚で兄つかるモクズガニのハサミ脚捕部にみ

られる不AM1111な耐（金子2001,2002;加峨.2011）と伺繰、牧:Eが嶺生していた011能性が商い。ケフサイソガニは近年、過陸的に隔曜され

た２価が同所的に分hiすることが明らかにされた（Asakum師IdWalanabe､2005)，この不動脂に児られるハサミ脚不仙術j‘聯の側面老軟

堰が密2ｋしていた跡と艇定すると、軌毛の〃が比絃的大きい役カノケフサイソガニに比鮫される。

イワガニl:科ないしスナガニ上科の未定ijliハサミ脚不､１桁

BmEhyu『aiI1dcl.(CmI鴻⑪id“？ocyI〕〔)｡⑥id“?）

先端を欠くが、ｌ『(線的で〃みがなく、岐合糠には大小２肺剛の明蝋な歯が被ぷ，このような点から．イワガニ上科ないしスナガニI料の

ハサミ脚不勤措のｎＩ能性が高いが、残『鋼;位が少ないことからI‘ﾛl定は不可能である．

川I:した十脚甲紐賊週休について

1,11のレベルまでIIjl雄できる材料がなかったため、雌祷な捌俄はでさないが、ケブカガニ科のカニや、イワガニ上科、スナガニーl科のカニ

は糊砿海岸や内諦の量l慨に諦通に兄られ、ｉｌＩｉによっては汽ﾉk域まで分布している。そのため．採雌鳩所ど特定することは今【‘jIの材料からは

川離である。一般に、河'二I域などの瀧地粥の氾濫陳堆価拘中に、このような十弾剛の断片が保存されることは稀なので、人為的に貝溺中に

排ち込まれたと考えることが脚然であろうｃただし、禅られた置料の点数が少なく、小W1のカニ鮒の脂部断片ばかりであることから、貝畑

採鵬時の混猫物の可能性が尚く、どの雌怠間的に採典された食鮒であったのかはわからない。ケブカガニ科の未定細の'１１勤指および不動

術には、略灰褐色に座色し、部分的に肌色の物蘭が付淵しているものがあったが、たとえば村岡(1992)が柵!iしているような燃焼による

ものかどうかは不明である

ﾘＩＨＩ文献

A説bkum.Ａ,ａｎｄＷｎい、be,Ｓ､2005.〃四噸r叩susmk印Ｉ｡いｗｗ叩“i“､訟乱ibIiI鴫spcci“ｏｆ【IwcIDmmonJapaI1“cinl唖lidal唖ｂ

雌”Iにj脆『us(､“ilI〕〔xla:Bmchyura:Ｃ『叩$｡ｉＩｌｍｌ.｣Cu『I1aIo｢C『l鴫Ia“anBioIo8y､２５(2):279-292
余子洲_1.1991．斑IIIl肌塚Ａ区出土の助物遺体．iIIi添IIf舷fi盤Ｕ金（篭）ｒ斑lmlLl燦Ａ』．ｐ､94-110.151.158．

金子浩Ⅲ．２００１．１ﾉﾘと満貝塚の動物遺体．伽&梱貝塚学術Ｉ淵fｔ川（細）『りりとfill噸一沖細県伊迅祁1塚の捌従と研究J，Ｉ〕.:Ｍ6.361．

金子洲１．２００２．知念村然111脱貝塚川上の動物遺体．知念付救ff姿ｕ会(紺）ｒ熟11雌貝塚発掘湖測MliiOI10J．Ｉ〕､78-102．

川IMi久惟．２０１１．－．pIi災崎脚遺跡出土の1･脚叩勉賦週休．Ｉ抑'1,2町戦fif蚕、会ｒ－仰及崎脚遺跡』，Ｉ》､96.98．

村岡腿作．l99Z，カニ賊の愉報を貝塚から探る．海洋と生物．７９:126.129.
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1ｂ

ケプカガニ科の未定靴．イiハ･ﾘ･ミ脚IlI1lMj折．ａ外側Iiii,b・内側面(以ド'''1じ)．

ケブカガニ{1？の未定加．ハサミ脚不勤脂．

タカノケフサイソガニに比岐される雛．右ハサミ脚不動指．

イワガニl科ないしスナガニヒ科の未定報．左ハサミ脚不動指．スケールバー：５画
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郁実同定報告

金原美奈子（古環境研究所）

金脈正明（奈良教育大学）

１．はじめに

被物のNi子や果実は比較的眠間なものが多く含まれ、遺跡の堆概物巾に残存する堀介がある。堆蘭物から1111火を検出しその脈典の僻成や

細成を訓ぺることで、過去の械生や鮮緋の構成要素を明らかにし、古環境の推定を行うことができる。また、出土した皿体試料弾を脳雌し、

投培械物や1Mｲ『の植生環境を剥髄･ｳ･ることもできる。

２．試料

試料は､ｌＩＸＭＯＯｌ（貝層含む)､３ⅨSKO25､５区流路5-5,s〔?001､遺物包含肘から出北した､古耽時代から古代までの翻子および果爽である。

３．方漉

試料を肉眼及び双眼実体噸微脆で似瀕し、形態的特徴および現生標本との対比に.kって同定を行う。緒!lLは同定レベルによって科、城、

侭の階描で示す．

４．結果

（１）分顛昨

樹木9、峨本ｌｏの計１９分馴群が同定される。学私、、略および位数を衆１に示し、主嬰戴分顛群を堺典に承り．。以下に伺定根拠と雄る

形態的特徹､、写真に示したもののサイズを記戦す-る，

〔樹木〕

ヤマモモMyri“ｒｕｂｒｉＩＳ・ＩＰｌＺ，核ヤマモモ科脆さ×蛎昌７.】3画×５.認函

茶棚色で柵IUI形を呈し、両端がややとがる。一端にへそがあり、斐而は狙い･IUiihiは隅平である。

イチイガシＱｕ⑪rcusgilv副IIlUI:,ｕ曜果ブナ科災さ×剛：15.16唖×】2,13四

Ｍ蝋色で州111形を呈し、先端に明蝋な花柱を持つ。花椛の先端は匝上かやや内{１１'雁向さ、殻斗壁が厚い，

コナラ鵬QuUrcus堅果（破片）ブツ･科

肌禍色で州IzI形を呈し、一端につき雛が残る。幾而は平淵である。この分削僻は般斗･欠綿し、属レベルの101定煮でである。

モモＩ,ruIlqI斜１，唾･錦i唖’恥1$Ｃｌ，核（篭形・半形・破片）バラ科

批褐色～Ⅲ褐色でWfIUI形を塾し、側面に縫合練が発進．#･ろ。災而に雌モモ排ｲiの陥腔がある．

スモモＩ，r1IIlussalici”１.iBMI1⑪ｙ咳バラ科

淡褐色で州Iﾘ形を呈し、側面に縫合線が走る。我而にはｆＩﾘI隙で微細な凸凹がある。断面は偏平である。

サンシ21ウ腕Ｚ胡nthozylum｛１Ｍ子（破片）ミカン科

Ｍ１色で州IRI形を呈し、側imにへそがある。我而Iこは綱Ⅲ棋搬がある。この分割i聯はへそが欠滞し破片のため、ルバレベルの同定詣でである。

アカメガシワMallotus，jaI》onicU弱MUe11･ｕ１ＡＩ･培・輔子（破片）トウダイグサリ１

期色で球形を鼎し、「Ｙ」字状のへそがある。表面にはいぼ状の突起が密に分布す．る．

チャンチンモドキCho④rosPondi“iIXiルョri窯nUrtlclIIlI.Ｌ核ウルシⅡ

淡禍色で吹附111体を呈し、核の先端は切形で．微は５偶ﾘ)怖''】形の発芽孔が放射状に娘ぷ。

エゴノキＳｗｒｊｂｘｊ曲p('r】i“ｓ，ｃｑＺ･核エゴノキ冊ｊもさ×福：9.55mmx1i､3:$皿、

鼎潤色でIfiIIl形を呈し、下端にへそがある。表耐こ３本の満が走る．

〔縦本〕

ジｭ〆グﾏcoixlacrym-jobiI.､果実イネ1斗腿さ×棚35.07回×3.11画

淡肥色～茶悩色で卵球形を乳．ｌ・・災而には光沢があり、恥い‘

イネ科Ｇｒ細miIheaG罰腿さ×柵：３．１８唖×0.75唖

頴は灰褐色～茶褐色で梢111形を!i別.。胆而はやや平ら。州mは丸い〔,爽而は淵らかである。

スケル】ｉｃｌＩＲ･ｃｘ果実（破片）力.Yツリグサ科１&さ×ｳＭ：2.001mm×1.47画

茶脳色で倒卵形、扇平である。果皮は柔らかい。

タデ秘１，⑰lyHoI1um果実（破片）タデ料長さ×轍：塾.7.1画×1.,17国

Ｍ１灰色で、端の尖る卵形を迅今』.。断､jは両凸レンズ状で、災面には微箱ね網閥膜扱がある。

ギシギシ偶R…x果実タデ叫災さ×梢;3.8‘1画×2.97画

茶褐色で1W端が尖る卵形を兇-Ｉ．、断､iは三側彩、澱､iには光沢がある。翼状の花披の班るものもあるニ

ソラマメルバVici紐種子マメ科臆さ×棚×厚さ：２．５１”×2.67皿×2.27回、

茶棚色・珊灰佃色で光沢はなく、横榊円状・球形を!iｌし、やや岨而。へそは線状腿州I【l形であるニ

シソ冊１，』,miflc“⑧采突』とさ×帆：１．８９唾×１．０１画

倒卵状３機形を呈し、先端は切形で刷形．蒋点は扇形で斜切形であるニ

トウガン伽ⅡiIncasahispidmCogIU・種子ウリI斗雌さ×輔：１１．１１画×５．９６画

卵倒形を乳し、扇平。周辺部の鍬は平行に一段商くなる。

９５



ウリ頚Cucumi9;､⑯l⑥Ｌ､徹子ｳﾘ科災さ×柵:1,1.31ｍ×6.66画

淡褐色～蛍仙色で雌附111形を呈し、、'二端は『ハ」字状に<ぽむ。

藤下によると小粒、子（碓縦メロン型)、中粒棚子（マクワウリ・シロウリ型)、大粒１１１Ｗ．（モモルディカ型）がある。

ヒョウタン緬Ｉ細g⑧I16iriJIsic賑,riaStandl，仙子・果皮（破片）ウリ科災さ×柵：6.50唖×2.88画

淡悩色で桁円形をＩｉ１１．。上端にはへそと発芽孔があり、下鎧は波うつ切形を呈す．我iiiには縦に２本の低い稜が走る。

果皮は、木質化しやや厚みがある。表而はなめらかで拠iiiは粗い。

藤下がヒョウタン仲川とするものには、ヒョウタン・フクベ・カンビョウが含まれ．このうちプクベ・カンピョウは食川になる．

不明種実一撒拠と思われるが破片のため同定には蕊らなかった．

他の植物遺体一鰍爽ではない他の柿物である。

他の遺１４←破片であり、災而膜概がないため、稲実か他のlljI物遺体かは不測である。

５．考察とまとめ

同定された、拠剛は、モモ核80点が極めて多く、イネ鼎．11点、スゲ属１７点、タデ脳１３点、コナラ鵬１１点、ヤマモモ１０点、ヒョウタ

ン甑８点、ウリ麺‘l‘点、サンショウ偶２点、チヤンチンモドキ２点、エゴノキ２点、イチイガシ１点、スモモ１点、アカメガシワｌ蕊、ギ

シギシ脳１点、ソラマメ随１点、シソ科１点、トウガン１点と続く。

モモ核が多いのは通跡における保存状態がよく、大きく剥壷中にも採取しや･１．いためで‘拘ろう。これらの中でモモ、スモモの樹木とトウ

ガン、ウリ顛、上即ウクン頚の雌本は綬培植物であり、と別ウタン類は拠文時代から、他は弥生時代以降多くの遮跡で愉出される。野生で

あるが食ﾙIとなるｲ『川棚物にはヤマモモ、イチイガシ、コナラ胴、チャンチンモドキ、サンショウ凧の柳木がある。他にM1木ではサンショ

ウ風、アカメガシワは災藩川辺の二次林甑であり、エゴノキは流路沿いに分布する。卿冊仙物以外の蹴本は、いずれも維飛の範哨であり、

ジュズダマ、スゲ航、ギシギシ胴は流路沿いや水岡雑峨、イネ料やタデ属は多搬な環境に生Ｗする削顛を含み、ソラマメ鵬、シソ科は災落

城や畑地の雑莱である。

以上のようにモモ、スモモ、トウガン、ウリ瀬、上罰ウタン賊の股端植物､ヤマモモ､イチイガシ、コナラ属､チャンチンモドキの有Ⅱl被物、

サンショウ脳とブカメガシワの二次林翻、ジュズダマ、スゲ純ギシギシ風．ソラマメ偶、シソ科の雑煎顛などが同定され、膿眺lIIl始以降

の愉物構成の慨棚を示している二
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チャンチンモドキ

モモ

スモニＥ

表２下江中島遺跡計測値

及さ（mIn）幅（m､）厚さ（Inm）

平均値 23.44１８．５１１２．７４

最大値 30.81２６．８２２０．８１

晶小値 1６．７９１３．３８１２．１０

試料 長さ（皿）幅（m、）厚さ（mⅢ）
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２ 2６ ３１１８．９５１５．０８
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２
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樹種同定報告

下江中島遺跡

株式会社吉田生物研究所
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下江中島遺跡出土木製品の樹種調査結果

（株）吉田生物研究所

1．試料

試料は熊本雌ド江$ID団遺跡から111土した正典２点､農具.1点､漁櫛叫１点､武器１点､匪飾具１点､策化典１点､睡築部材１点､土木典１６点、

川途不lｿliWO:１点の合制-30点である‘

2.観鰯方挫

剃刀で木1１（横断脈)、柾目（敗射断､i)、仮間（披線断而）の行切片を採取し、永久プレパラートを作製したニニのプレパラー1,を顕

微娩で槻瀕して側定した。

3.結果

樹祁IIjl定結雌（針葉樹３槌、広蕊MlI2靴）の炎と顕微鏡写典を示し、以1ざに各種の主荻解剖学的符散を記す｡

１）イチイ偶力･Ｉ･例カヤ（TorrcyiUIUucirUI･§lSicb．“Zucc.）

（遺物・がＩ“⑨.､19.1）

木171では仮通補を持ち、県材から晩材への移行は綴やかであった。晩材部は狭く年恰界は比較的不明瞭である。軸方I;'1無細胞を

欠く。慨11では放射組織の分り触孔はヒノキ型で１分野にｌ～･1nMある。仮逝補の盤には対になった螺旋肥厚が存縦する。板Ⅱでは

肱川細微は-j･べて雌列であった，力･Ｉ･は本川（中・南部)．四Ill，九州に分布す-る二

２）マツⅡマツルバ【二雄陸顛］（I,iI】u部瑚'.）

（週物・堺興Ｎ⑪､362）

木11では仮並符を持ち、１１１１ｲから晩材への移行は急であった，大型の唯血樹脂道が細胞iIIl隙としてみられる。柾間では放射細

繊の放射糸細胞の分野雛孔は窓Mnである。上下両端の放射仮通補IAIは内確に向かって鋸仙状に杵しくかつ不規則に突出している．恢

側では放射組撤は剛列でｌ～１５細胞IWiのものと、水平樹脂道を含んだ緋鋸形のものがある。マツ鵬［二莱怯類］はクロマツ、アカ

マツがあり、北海通術部、本川、IIIll11、メL州に分布する。

＄）スギ科スギ１．１スギ(Cry1,1〔)圃哩1.i細ｊ叫x〕Jli唖０１).IDon）

（遺物･写典N①､366）

水１１では仮道帯を持ち、Iil材から晩材への移行はやや急であった。削市細抱は晩材部で接線方Ii,】に椎んでいた．征Ⅱでは放射＃I職

の分野鞭孔は典型的なスギfWで１分ﾂfにｌ～３個ある．板11では放りI細織はすべて蝋列であった。樹脂細胞の末端蛾はおおむね偏平

である”スギは本州、四図、九州の狼として太平洋側に分術１．る。

４）ブ．ｊ料コツ･ラルバアカガシ亜鵬（ＯＩＩ･１．４９U綿器ul》鯉n．CyclobalanoIMs恥）

（辿物・'ﾘ典No.360.361,37.1,.103,5.10）

放射孔材である。木11では年愉;こ'１Ｍ係なくまちまちな大きさの通補（～200出口）が放射方向に配列=1-る。稔方向柔細胞は峻線方向

にｌ～３細抱細の独立帯状柔相抱をつくっている。飲射細織はlli列放射組織と非舘iこ列数の広い放射細織がある。ｌ正11では通需はiit

穿孔と多敦の唯ｲLを有する。放りl細織はおおむね平伏細砲からなり、時好上下縁辺に方形網胞がM･られる．道祷敗射組織Ⅲ嘘孔は大

Ｗ１で佃状の畷孔が存徹する。仮11では多数の叩列放射組織と放り1乗細胞の塊の剛こ道需以外の軸方向喫緊が挟まれている典介型と梗

介型”中Ⅲlとなる砲の広放射細職が兄られる。アカガシ蕊城はイチイガシ．アカガシ、シラカシ津があり、本州（酎城、斬渦以附i)、

ImIKl、ノし州、琉球に分布する。

５）ブナ科シイ脇（“;liinoJ]舗i鵠舗11,）

（遺物・堺典Ｎ〔､.”7.和8胸327.331“6.郷7.$65,378）

興孔性放射孔材である。木、でl:lLｲL個柿の通祷（～300J『ロ）は１１i独でかつ大きいが接線方ＩｉＩには述続してい鞍い。イL個外に移るに

したがって大きさを域じ、放Ｉl方向に火炎状に配列している亀柾Ⅱでは道祷は収穿孔と多段のｲ『繊鵬孔を有するｓ披射細搬は平伏細

胞からﾉさりIiil性である。通祥放ＩI細撤Ⅲl雌孔には大型で感状の峨孔がある。板目では多故のlli列放射組織が見られる。シイ脳にはツ

ブラジイとスダジイがあるが、ツプラジイに見られる典合～拠介放射細織の111型頻度が低い為区別は難しい。シイ脳は本州（柵府&、

佐波以1W)、四阿、九州、琉球に分伽り．る．

６）クスノキIキクスノキ属（CimlaEomum郡〕‘）

（適物。.ＷPい⑨､３０１０〉

舷ｲL材である．水、ではｔ１，ﾙIfのjii補（～100J&画）がlit独疲たi:ｋ２おいし数個が故１１方向あるいは斜方向に連続して年柏内にiド竿に

分hi-l,る・紬方向柔細胞は道符の川棚をIりくＷｉ状に囲んでいる。通補の壁がやや坪い。柾11では通補は11i穿孔とまれに階股穿ｲL、側

鞭に交I鮫孔とかす-かな螺旋肥厚をｲ1.寸.る。放射細織は平伏と【『此細胞からなり異性である．通補放射組織間醗孔は111形、レンズ状、

飾上の鞭孔が並んでいる。板１１では放射組織はｌ～３細胞列、澗さ～75Ｏｊｌｍからなる。放射細織の､虻立細胞や軸方向柔細胞がillI細

胞（Ifi脳油貯巌細胞）となるがjｳ)蝿り瓢杵で炊いぐクスノキ帆には｡Ｉ･ブニッケイがあり、本州（悔城、揃山以西南)、四lE1、九州、琉

球に分揃寸.ろ。
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7）クスノキリ1シ、グモ凧（Neolit瓢期Ｉ弱I),）

（遺物・'リ蝿Ｎｏ．341）

散ｲL材である。木口では中脈の通補（～IOOJJm）がりi独友たは勘，＄例が敗射方向に襖合してやや戯に分術している。柏方向柔禍

胞はjii粁の川囲を囲んでいる。柾11ではin帝はIii穿孔とまれに階段穿孔．側壁に交里聴孔をｲ『･』･ろ。放射組織は平伏と血虹網胞から

牡り出惟である。道行放射組描間眼孔は雌怖円状、簾状堆いし階段状の駿孔が並んでいる．版１１では放射組織は１～２．３細胞列、商

さ～700Ｊ8ｍからなる念油縮胞は1.昌とんどみられ左い倉シごダモ例はシロダモ､イヌガシがあり、本州（宮城､山形以｢＃i)、InIlIJ、九州．

瑳球に分術する。

８）センダンf:トセンダン属センダン（１Ｍi孔Ａ秘Ｕ〔Ｉｉｌｒ孔chI.．ｗｌｒ，馬uljtriI,iI1IbiIl恥Mique1）

（遺物・堺典K⑨､鵠9）

環孔材である。木、ではきわめて大さい道符（～妬Ｏ脚、）が柵の広い孔間部を形成していろ．イL圏外小道苛億多数が間塊状に弧合

して敗血§している二柾目ではiii補はｉｉｉ穿孔と多数の有縁醗孔及び蝿施肥Ili〔を布する．遊行内;こ':k充』血物（チ唇一ス）が見られる。敗

射細織は血立と平伏細胞からなり腿性である。板ロでは放射細織は１～６細砲列、商さ～･'００Ｊ』ｍから殺る。センダンはⅢIll、九州

に分布･ﾘ･ろ。

9）アワプキ科アワプキ鵬（Mcli“I､孔瑚〕,）

（遺物・乎興N⑥.‘115）

散札付で‘める･木口では中ﾙw末道補（～'３０Ｊ4ｍ）が、iii捜雄いし無細胞を間:こ挟んで望～.I伽放射〃向に鯉合して分布している。

棚の広い放射組織が幾筋もある．雌11では道補は階段穿孔（バー少峨）を持つ：放射細撤は平伏とM･城細胞からなり出性である：姫

阿では放射組織は’～４細胞列、断さ～2.5ｍｍからなる〃アリブキ城は-,,マビワ、アワプキ等があり、本州、1,,,副、ｊＬ州、琉球に

分布－１．る．

10）ツバキ科ツバキ胴（Cam⑪lliasp.）

（遺物・平山NC,33.1,364）

敗孔材である。木ｎでは極めて'1,さい遊怖（～４０脚、〉が．１１t独厳いし２～３側接合して均淳に分布す.る。放射細細はｌ～＄細

胞列で肌い筋としてみられる．木眺雑の暇はきわめて厚い．柾11ではin符は階段穿孔と螺旋､Ｗをｲ『する。放射組織は平伏とＩＩＰ〔立網

砲から象り災性である。道帯放射細織In11儲Ｌ（とくにｉｆ〔立網砲）は火剛のレンズ状の確孔が陪吸状;こ並んでいる．放射無細抱の１１F〔立

網砲と輪方向染細胞にはダルマ状にふくれているものがある。極11では放射組織絃１～･Ｉ細胞列、商さ～’四以下から雄り･．Ｗ犬絹

胞の多列部の上下またはIfiIに枇唯細胞のIil列部がくる構造をしている．水繊維の砿にはｲi紬lWLが--.列;こ多数並んでいるのが飛休で

見られる。ツバキ展はツバキ、サ･ザンカ、チャがあり、本州、四１１，１、九州に分布する。

11）ツバキ科･リカキ鵬サカキ（Ｃｌ⑱y⑭ｒａｊ叩〔叩i“Thqlr1lxPrgpl-o”-恥q,､〔､n11,si山．⑧ｔＺｕ“.）

（適物・堺蝿No.363.369A.‘158）

倣孔Iｲである。木口では極めて小さいiii符（～５０邸、）がiii独ないし:』～･1澗禰合して平淳に分術毎j・る。柾目では道諦は酷股穿孔と

側雌に対列ないし階段壁孔と螺隆肥厚を有-)-る。放射細織はＷ８、〃形、匝立細胞からなり出性であるく遊符放射細職仙磯ｲしは対列

状ないしｌＷ舟段状砿孔が存住する．仮11では放射組織はＷｌｌ、尚さ～1.5画からなる：水繊靴の噸にはｲI･緑曜孔が一列に多牧抽んでい

るのが児られる°サカキは本州（茨城、荊川以西耐)、四囚、ｊＬ州に分術する。

12）ツッジ科スノキ脳シャシャンポ（ViI“iIhiLlml,r蘭Ｃｌ“LunDTIluI1bじｒＨ）

（週物・堺典N⑥､539）

散孔材である．水口ではきわめて小さい通補（～５０J』、）が．１１t蛾あるいは２～３例悩介して肱在する。柾目ではiii補は11t穿孔．

階段穿ｲＬ（バー鮫１～１０）と螺旋肥IVIをｲける‘放射組織は平伏と1世虻絹砲から左り異性である。極閥では放射組織は凸レンズ形を

里する､[虻細胞のiii列のものと、５～８細胞列で高さがきわめて商い多列放りI組織（～２ｍｍ以止）からなる。多列部には輪絹胞が

見られる。シＪ１'シャンポは本州（I“〔Ｉｆｊ部、ル〔海、石川以西)、IIuIfl、メL川に分布す.る。

１３）ハイノキ科ハイノキ脳（Symploc“.l刷唾'１.）

（遡物・'ﾘ典N(’’369H）

倣孔材である｡木口ではきわめて小さいjiZ締(～60J‘、)が半群に分術する｡虫諜によりできた慨I蝿l微(ピスフレック)が貼られる。

ｌ肥ｌｌで帆、道諦は階段穿孔と個唖に螺嵯肥Iﾘをｲ洞･る･放射組織は｡14伏と庇立編砲からボリ出性で#》る。遊祷放射細微Ⅲ脈孔は対列

状左いし陪役状確孔がある．仮１１では放射組織は１～２絹抱列、１Mさ～600J2ｍからなる．111列部と多列師との柵は臆原Iljlじで-ｌ-つ

きりとした形をしている。ハイノキ鵬はハイノキ、クロパイが胸I)、御Ⅱ（干葉以商）、四脚、ノL川、琉球に分術する。

1.1）スイカズラ冊ガマズミ風（ViburI】u、”.）

（適物・堺典No.:ICH,309,330,抑2,$卿）

舷ｲL材である。木口では極めて小さい通補（～５０皿、）が11t独ﾉiRいし２～』1個鞭合して平群に分柿する。柾I｣ではiii椿は階股穿

孔と側噸に矧列ないし階段倣孔と蝿旋肥JV〔を有する。放射組織はiIf伏、方形．血立細抱から厳り出１１ﾐである。道行放射細繊Ⅲ１噸孔は

階段状lWLが存在する二木繊維も螺旋肥JW〔を持つ阪目では放射細微はｌ～･8編砲列で、断さ～1.8四からなる。直立細砲が輸状に被

ぶこともある。ガマズミ属はガマズミ、ミ･I･マガマズミ沖があり，北海通、四I乳九州、琉球に分布-1.る。
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15）アヮブキイ:トアワプキ航（MEliogmf0外１１.〉

（遺物・'リピ“《1..116）

敵ｨLｷｲでん>ろ『木11では中IIWな進補（～１３０ﾉｊｍ）が、jli独ないし唯細胞を間に挟んで２～ｌ佃ﾙｾ射方1句に鯉合して分ｲ1iし-くいる：

柵ﾘ)広し,股射組織が幾筋もある械11でiIk迩荊食階段穿孔（バー’し蚊）を持つ‐放射細織Irl〔伏とl『戯細胞からだI)出代である‐椎

、では脚捕11激は１～４細抱１１，１#iさ～２．５ｍｍかうなるアリゾキ減はヤマピワ、アワゾキ篇み;,*，叩、′仁州、四111、九州、琉球に

分ni-I､ろ,!

◆参蕗文献◆

島地iilli・伊'１〔1輪火「11本の遺跡１１１１:水側,Y,総髄↓雄山間ｌｌＩ版（1988）

脇地搬・伊収附夫rIxI鍵木材組織」地球fl：（1982）

伊東廠夫ＦＩＩ本曜広然樹材の解剖'ｉｆ的‘妃仙Ｉ～Ｍｊｉ〔郁大'御く蘭科γ:研究所（19Ｗ）

北村四郎・村柵源′原色日本械物脚臆ｲさ永幡１．１１」保育祉（lﾘ7ﾘ）

深澱和；「樹休の解訓」海冴社（l”7）

奈良l}批父化ｕｌ研究所「奈良11城文化財研究所史料輔２７冊水器肌成1．;<i鰍近畿古代篇．

奈良111,RKx化財研究所「奈良Ｉｌ１Ｗｔ史化lけ研究所史料輔３６冊水器雌成''4録近畿原始浦．
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遺物Ｎｏ．

307

308

309

318

327

330

3３１

332

333

334

336

337

340

341

359

360

361

362

363

364

365

366

369A

369B

374

378

403

415

416

458

494

539

540

熊本ﾘ11:下江中励遺跡('1ｔ木製品同定表

品名 樹種

えぐり入り木杭 ブナ科シイ属

えぐり入り木杭 スイカズラ科ガマズミ属

えぐり入り木杭 スイカズラ科ガマズミ属

木杭 ブナ科シイ属

転用材杭 ブナ科シイ属

えぐり入り木杭 スイカズラ科ガマズミ属

えぐり入り木杭 ブナ科シイ属

えぐり入り木杭 スイカズラ科ガマズミ属

えぐり入り木杭 スイカズラ科ガマズミ属

木錘（も<すい） ツバキ科ツバキ属

えぐり入り木杭 ブナ科シイ属

擢（かい） ブナ科シイ風

えぐり入り木杭 クスノキ科クスノキ属

えぐり入り木杭 クスノキ科シロダモ属

ねずみ返し センダン科センダン属センダン

不明木器 ブナ科コナラ属アカガ '亜属

柄振（えぶり） ブナ科コナラ属アカガ '亜属

斧柄（おのえ） マツ科マツ属〔二葉松類〕

斧柄（おのえ） ツバキ科サカキ属サカキ

木錘（もくすい） ツバキ科ツバキ属

えぐり入り木杭 ブナ科シイ属

船形木製品 スギ科スギ属スギ

Ａ不明木器（本体〉 ツバキ科サカキ属サカキ

Ｂ’’（栓） ハイノキ科ハイノキ属

えぐり入り木杭 ブナ科コナラ属アカガシ亜属
木片 ブナ科シイ属
木剣 ブナ科コナラ属アカガシ亜属
木杭 アワブキ科アワブキ属

不明木器 アワブキ科アワブキ属

建築材転用杭 ツバキ科サカキ属サカキ

扇（骨組み１２枚） イチイ科カヤ属カヤ

Ａ杵（きね）大 ツツジ科スノキ属シャシャンポ

Ｂ〃小 ブナ科コナラ属アカガシ亜属
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木製品保存処理報告書

委託業防名／下江中島遺跡出土木製AMWf処理業筋

処理方法／研級アルコール法

品名／木製品

点数ノ２９点

保存処理工鯉／水洗い→処理前調査→写真捌影→低級アルコール浸潰(30％溶液～50％～100%）

→商級アルコール浸澗(30％溶波～50％～100鋤→冷却（鐙温）
→災面洗浄→接合→接合部Ni杉→処理後写真

使用材料 /低縦アルコール（メチルアルコール）

間縦アルコール（オクタデカノール）

棚脂（アルタインＭＨ）

杓色料（水性顔料・ホルペイン・アクリラ）

平成２０年３月３１日

株式会社吉田生物研究所

代表取締役吉田秀雄

処寵ｆ汰唖点/木質茂面と芯部は劣化の状態が巡うため、アルコール及び商戦アルコールの置換には枇慰して作業致しました。

（広無樹は浸透する速度が通<１０蝿含浸するまでの時Ⅲは約1.5倍必要です）

砿合箇所、樹脂部分は水性倣料は周辺の木質に合わせて棉色ぞ施し掴元致しました

保智・取扱い／別紙に記戦しました。

保存処理後の木製品の保管及び取扱いについて

（１）商畿アルコールは非水溶性、非吸湿性なので、外気の湿喚に影轡されることはほとんどありませんが、できるだけ常狸・術拠の窺内
で保禰してくださいｃ

（２）５０℃以上の満濃下での保菅は避けてください。

（３）if鮒日光、紫外線は避けてください

（４）展示に際しては、紫外繍カットの1郷ﾘlを他ハル、熱線による一時的・脇所的な照射を避けてください。

（５）ほこり、汚れが付かないよう保管してください。万一汚れた珊合は､柔らかい刷毛や羽ブラシ､術のようなもので軽く拭いてください。
強くこすると我而が傷み、光沢〈てかり）が川る場合がありますので、注慰してください。

（６）曲物や木､IなどjりみのiWい劃品や脆弱厳もの、艮尺ものなどは、迎馴時に局所的な力が力､から敏いよう注窓してください。

（７）火剣は厳策です。

（８）温度麓の大習い場所や密1%l容器でのⅢ1禰蛾、カビの発生による変色や劣化の原因となりますので、風通しの良い場所で保撤してくだ
さい。寒冷地では、冬季の諜結に（納流も岡機に）注意してください。

（９）我面に白い結仙粉のようなものが渉川する蛎合がまれにありますが、これは変色やカビではなく、水面内部に残翻した微風なアルコー
ルが蒸発する時に生じる微粉です。簡爪にクリーニングできますので、弊社担当者までお知らせください．

その他、何らかの災常があった際には、すみやかに弊社までご辿絡ください。
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第５章総括

下江中島追跡の発掘鋼査は、半年で約Z170前の鯛盃を実施するという新幹線車菜の中でも最も詞査の時間を割けない調査となった．そのなか冠本県と
しては導入して間もない発掘卿査の民間詞査委託を導入し、その監理･鋼査成果も求められる業務となった。

民間鯛査養託は発掘闘査(現地鯛査）のみであり、咽査鞭告書のとりまとめは本県で画任を負うものである。以下、県鯛査分、民、畑査養託で実施した凹
査成果を取りまとめたい．

１下江中島遺跡の立地について

これまでに本稿の中で記述してきた内容とも重複するところもあるが、改めて本遺跡の立地及び調査を終

えての問題点を整理したい。

今回の発掘調査は近年、本県では数少ない低湿地での‘淵査となった。また、出土した低湿地ならではの遺

物から、縄文時代の貝塚以外の調査ではあまり例をみない魚類・貝類・師子等が多愚出土し、調査時には知

りえなかった当遺跡を知るうえで亜要な情報が各分野の研究者により示され、遺跡の重要性を改めて知るこ

ととなった。

洲奄第１区、自然流路NROOlから出上している魚栂の分析・考察を（独）奈良文化財研究所丸山真史氏

に依頼し分類して頂いた中で、鐘、ボラ、フグ等の汽水域で捕獲することができる魚類が多鍬確認されてい

る。日常的に漁労による生業でこれら汽水域に生きる魚顛が捕獲できる環境が身近なところにあり、その環

境に遺跡があったことを分析結果が示していよう。また、千葉県立中央博物館黒住耐二氏による調査で確

認された海亀の甲羅について、現在、有明海では確認されない生き物の一つであり、古来より生息していな

かったとは言えないが海流にのって移鋤する外洋性の生物であることを考慮すると天草諸脇で捕狸され当地

に持ち込まれたものと考えるのが自然であると考える。現｛'§でも天草諸脇の下島の先端部、茂串海岸にはア

カウミガメが上陸することが確認されている。後述するが、干潟の発達する地域外に生産地を有する「天草

式製塩土器」が持ち込まれていることから天草諸島と当週跡間で物の交流があったことが伺える。

遺跡は現在、近世以降の有明海沿岸の_干拓事業により海岸線は当遺跡より西へ約３kmまで遠のいているが、

出土した磯に付着した牡蛎殻と先述した魚類の様相から、常に海水の影響を受ける河口先端部に位置してい

た生業地で遺構の残る範囲は河口部上に位置する微高地であったと考えられる。

以後、本稿ではこの立地をもとに遺跡の調査成果について記述することとする。

２検出遺構について

掘立柱建物自然流路の多い調査であったが明確な遺柵も数多く出土している。そのうち、明確な遺構と

して確認できたものの一つに掘立柱地物がある。調査２区からはSBOOl、３区からSBOOl～SBOO3、４区

SBOOl～SBOO3と７１１i｢の建物を検出した。

３区SBOO3を除く６軒の建物については、上部構造の蛙礎として抑ち込み杭による基礎を有する建物で

あった可能性がある◎それぞれの建物の一部には柱穴掘方を有するものも含まれていたが、杭先端部が地中

に残るものがあり、'欣弱地盤で沖横地であるが、打ち込み杭を併用した建物であったことが確認できた。２

区SBOOl、３区SBOO２，４区SBOO2・SBOO3には中間柱があり、高床の板張り建物であったことが想定さ

れるが、４区SBOOlは側柱のみの検出に、まっている。３区SBOOl・SBOO3は側柱だけの建物であるが、

平面瞳方形規格であることと短軸の柵が狭いことから、床を張った建物である可能性が考えられる。

現在、当遺跡は低湿地上に位置する遺跡であり、遺跡が形成されてくる時点でもこれまでみてきたように細か

な水路が入り組んでいるなかに位置する微i蛾也に立地しているため、非常に軟弱地盤上に位置する掘立柱建物で

あり、遺跡の中の建物の性格を考えるうえで他の遺跡にはない性格を考えなくてはならないと思われる。

よって当遺跡の掘立柱建物は遺跡の立地等を考慮すると、河口先端部に位置し、天草諸胤から運ばれてく

る製塩土器を消費地へと搬入する交易の場所であったことも考えられよう。自然遺物として出土している先

述した海亀甲羅、貝輪（264）の自然遺物など有明海沿岸では見られない資料からも裏付けられていよう。

また、後述するが弥生時代に大陸よりもたらされ、占いに用いた鹿のﾙ1甲骨を使用した「卜骨」（265）
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３出土遺物について

供贈具としての土師器・須恵器、祭祁只としての土師器・須恵器、調理具としての移動式竃、出土してい

る木製品を用途に応じて挫具・工具・漁具・武具・その他として類型化した。また、獣骨・貝類・魚什・甲

殻類・種子等の自然遺物資料も出土している。

これらの遺物は主に洲査ｌ区自然流路（NROOl）遺物を包含する流路内（破砕貝類が混入する背灰色粘

土届）及び調査第４区自然流路NROO5から出土している。

これまでに調査区ごとに遺構の状況、遺物について記減してきたが、ｌ区～３区で出土した遺物について

須恵器の年代を参考にするとＭＴｌ５～TK209期相当で古墳時代後期である。また、４区については古代９

世紀代の流路も確認され、出土した扇（494）も県内初の出土であった。河川内出土ということで、廃棄さ

れた場所については特定することはできないが、重なった状態で出土していることから、遠くない位悩に当

時扇を用いることのできた集団がいたことは間違いないことであろう。

木製品

（１）工具

３６２．３６３「斧」ｌ区自然流路NROOl出土

柄は木の幹と股を利川し、枝部から握りを幹から斧台をつくり出す。３６２は上

部を平坦に削り出していることから、横斧を装着していたものとみられる。把手基

部は丸く加工し短く留める。材質マツ科マツ届〔二葉松類〕３６３鉄斧装着部は欠孤。

把手基部は周囲から削り中央部は折れる。材質ツバキ科サカキ属サカキ。

（２）農具

361「えぶり」ｌ区自然流路NROOl出土

両？”’１
３６３

装満部が山形に盛り上がり装着孔が縦にあく。柄の割り込み部の削り

が残る側が表。直線状の下縁に凸型に歯が出て、先端はＶ字状に切り

込み作り出す。歯先はやや摩耗するが本来の姿は留める。現存長（横）

36.2cm、幅（高さ）lZ3qn、厚さ２０cm、柄孔３８cm×２８cm・材質は

ブナ科コナラ属アカガシ亜属。

３３４．３６４「木錘」ｌ区自然流路NROOl出土

材の中央を細くして紐を結ぶタイプ。これまでの類例から聴細みに用

もNROOlから出土している。海上交易を生業とする当遺跡の典団が祭祁に使用した資料であるとみられる。

県内では出土例のない資料として、今後更なる評価が必要となる資料である。

満SDOOl遺構の頁でも触れたが、本遺柵は自然流路NROOl（Ｉ区）との関係を抜きには遺構の性格を

語ることはできない。NROOlは河川への落ち込み部の牡蛎を中心とする河岸域に人為的な敷板状遺柵を設

置している。この敷板状遺柵については、今回の調査では遺柵の性格にまでは踏み込んだ成果をあげること

はできなかったが､その周辺で出土している数々 の「木製品」や熊本平野で数例の出土が確認されている「鹿

角装刀子」など重要な資料が出土している。さらに、鹿角装刀子には鹿角部に「漆」が確認されており、本

県における古墳時代の漆賀料として重要な置料となりうるものであった。

４
“
３
３

硯
剛
７
３
毛
Ａ
ｊ
〃

噸
Ⅸ

361

材の中央を細くして紐をf結ぶタイプ。これまでの類例から鯖細みに用いられる「槌の

子」とみられる。両資料とも丸材の両端を切断し中央に向かって両方から円錐状に削り

込む。両端の切断而は中央が盛り上がるように雑な削りが施される。両資料とも材質は

ツバキ科ツバキ属。
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／／540５３９．５４０「横杵」５区自然流路NROO5出土

横杵の杵部と柄の一部。出土時には杵のほぞ穴に柄が挿入された状態で出

←群這｡土している｡祢郷は懲縛丸太材で作ら…が-万は職の一部から欠綴す
５３９る。芯が残る側ではやや球面状につくり、この部分は著しく勝減する。現存
長74.3cm、径１９７cm、厚13.5cm、ほぞ穴6.7cm×4.0cm・柄は残存長28.5cn1、

径4.1cmであるが杵部のほぞ穴とは大きさが違うことから別佃体と考えられる。

に（３）漁猟具

1337「棚｣l区自然流路NROOl出土

（’他の出土木製品に比べ全体形が沖く両而が削られていること、先端部が丸く成形されてい

I｜灘繍ｗ差撫撫‘…や．、
’’374｢丸木弓｣l区自然識黙NROOlllI土
Ｉノ端部は片方しか残っていないが｢弧(ゆはず)｣をとどめるところから丸い
$J鋤木弓として棚像する｡丸木の柵水槌川い先端を闘側から剛り…ぞ縦‘ｏＩＩ
調を作り出す｡残存長945clll､現存する中心部径a‘Iclil､揖部39cmを測る。１１
樹皮は全体に反りの外側に残る。材髄はブナ科コナラ凧アカガシ亜属。，’

’１（５）服飾具

……噸縦蝋眺鵠瀕’’
494「扇」総数１７枚（ｌ孔１１枚、２孔６枚）４区自然流路NROO5出土。

報wい‘＞蒜繍綱;1Ｗ;ﾙj撫裳ＩＩ

Ｊ撫溌擬蝋識診“
ＡＩ型式。材質はイチイ科カヤ属カヤ。本資料のみ９世紀代。

扇分銅了木器典成図録(図悶)』

全間蹄に６０.内外に開くもの「Ａ類｣、全側すると円形になるもの『Ｂ頚」

要の孔が'孔のもの「I式｣、要の孔が2孔のものrII式｣、綴目を入れずに冊の末下方の両側にＶ字形切れ込みを入れて綴じあわせたもの「IIl式』

（６）祭iiiu具

403「剣形」ｌ区自然流路NROOl出土

実用の剣を忠実に写し象徴的にかたどっている。置料は把手と剣部とに分かれて出土。

把手は上端部に平坦部を有し、侭り部を2.3mlと厩く表す。台形に削り出す鯉部は4.3cm、

上辺4.9cm、底辺8.2cm、厚さ1.4,1を測る。肩部は一・腹狭くなり最、蕊;ii鵜i戦
澄。槻織繊麗胤……

匙塞』366
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318

（９）部材

300「ほぞ穴の残る方柱状木材」ｌ区満SDOO1出土

芯材を用いたもので残存する材の中ほどに２cm×２cmの正方形の孔が穿つ。先端

部は短く削り先端は欠損する。円柱状に残る而は皮を除いた後に横斧による調整が

一部に残る。残存長147.7cm、中心部幅及び'1,(さ１１cm、６９cm、ほぞ穴径1.4cm×

1.4cm・材質は未調査。

318「ほぞ穴の残る方柱状木材」ｌ区溝SDOOl出土

芯を外した表皮に近い部分を用いて材をなす。巾心部付近で折れるため全長は

不明であるがおおよその腫さを復元すると残存長1520cm、中心断面部で幅9.7cm、

厚さ3.5cm、ほぞ穴径は5.5cm×5.0cm・端部は一方が欠損するが独りの良い端部

は面取りされる。ほぞ穴は全休に４ケ所残り５cm～８clnの方形を測る。材質はブナ

科シイ属。

327「ほぞ穴の残る方柱状木材」ｌ区満SDOOl

芯材を外した材を用いて方形角材として削り出されている材。図下になる部分は

丁寧な面取りが施され端部を形成する。しかし一方はほぞ穴の一部を残し欠損する。

現状で確認できるほぞ穴は３ケ所。残存長９８８cm、幅１０．４cm、11,〔さ３２cm、ほぞ

穴径は４８cm×５５cInを測る。材質はブナ科シイ胴。

402「ほぞ穴の残る方柱状木材」

３２７に近い材の取り方をしている角材であり、表面には調整した工具痕を明瞭

に残す。芯を外した材であり、ほぞ穴こそ残していないがほかの巡築材同様の加工

を残す。残存長５６４cm、中心幅lO7cun、幅4.7cm・材質は未調査。

458「ほぞ穴の残る方柱状木材」ｌ区自然流路NROOl出土

丸木材を用いたほぞ穴を有する材。ほぞ穴の一部に杭先端部の削りが股び、当初

の目的を有しない転用材の可能性がある。杭先端はやや中心を逸れ表皮を残す片側

に寄るが、大きな削りによる成形を施す。全長27.4cln、幅７３cm、Ｉりさ７５cm、ほ

ぞ穴径４４cm×３０，．材質はツバキ科サカキ胴サカキ。

(１０）用途不明品

360全長42.1cm、厚さ2.1cmを測る。上部にあたる方形部に円形の判り込みのあ

る装飾部を持つ。円形装飾部は一部欠損するが２ケ所に確認できる。その下段に羽

渇噸鱒:駕蹴縦機蝋職
レ状に残る。厚みは図下方に行くに従い厚みを期す。使用痕等は

I陰it識繍繍瀞

ウ｜・

lＬ
．Ｉ

',ＵＩ
Ⅱ

１句

ｳ0

，J１

｜ｒ-｡

｜富国’

＝ノ

W1
h-1P300

（７）辿築部材

359「鼠返し」ｌ区満SDOO2出土

ｒ一~１
初の面を残していないと考えられる。しかし、裏面とする平坦面に、い、一一 ‘‘ｉ
は5.0cm～５８cmの幅の横斧捌盤による削り狼がIﾘ1脈に残る。残存と三一→

…‐~－－－－一一－３５９

長径73.8cm、残存短径38.2cm、厚さ５３cm、中心部ほぞ穴の径は

188cm×10.0cm・材質はセンダン科センダン属センダン。

（８）雑具

４１６「火鯛板（ひきりいた)」ｌ区自然流路NROOl-溝SDOO2切り合い内出土

を撫顛難蹴撫瀦鰯熊噸淵蝋F縦伽繍９釧‘
る燃焼而を残す。残存長4.1cm、幅1.5cm、火鋼部径LOqn・材質はアワブキ科アワブキ属。

「
｜
一

つ
１
１
．
，
１
型
’
○
・

一f一二‘

402

一
ｌ
Ｅ
。

牝
一
一

〃
１
１
も

458
327

４１５全長15.7cm、厚さ1.2cnlを測る。芯材の一部を残し樹皮を剥ぎ繊維状の膜を残し

た状態を残す。裏面は材の分削後に表面調整等は行っていない。上部には鋸歯状の切り

込みが左右から入り先端部はやや焼けたのか炭化する。
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(１１）その他の木製品

出土した木製品は大半が木杭であり、自然流路の護岸、脳に用いられていた。検出段階で上部が削平され

ているものが多かったが、倒れた状態で川上した木杭から一方が尖らせてあるもの、先端が球形または方形

に削られその基部に決りが入るもの、巡築材の転用とみられるほぞ穴を持つものとに大別できた。いずれも

妓終川述は木杭であるため、当報告では木杭で記述し備考柵に当初の用途が分かるものは記蔵している。

蛾終的に、ここで報告している木製品は全体出土量の一握りに過ぎない。調査時点で用途のはっきりした

もの、特殊な器形のものを中心に実測を実施し、その中から更に実測後に必要と判断したものについて樹種

同定、保存処理委託を火施した。

出土製塩土器

自然流路中より出土した土器群（３５頁.Fig.７）は６世紀''１葉から後半にかけてのＭＴｌ５～ＴＫ４７相当期

の杯で６世紀後半の遺物聯にあたる。自然流路中出土ではあるが他の時期の過物が整理を通して混在してい

ないため、この流路自体が６世紀代短期間に埋没した流路であると判断したことから、当流路111土遺物を上

記弧哩器に相当するものと判断した。当流路出土の製塩土器は図示できたもの６点あり、図示していない小

破片を含めると土器胎土、底部形状等から１０個体以上の出土数と推定される。

当披遺跡で出土している製塩土器はこれまで県内で調査及び研究が進められ古墳時代中期から後期を通

し天峨地方及び有明海沿岸で製作され「尺疏式製塩土器」と呼称される口縁が内湾し胴部中位に岐大径を

有し底部が丸くおさまり外底面から棒状の脚部を貼り付ける器形を示す土器を指す。天草式製塩土器は椀

部と脚部とに出土事例は分かれ生産地である沖の原遺跡を始めとする沿岸部の過跡からは主に脚部が、消費

地とみられる内陸部の遺跡からは椀部のみが出上するなど|M土部位により遺跡の性格を分けることができる。

(Fig.41）

これまで、木事業における調査報告11｝で報告してきた遺跡においても玉名市の「玉名平野条里跡（古閑前

地区)」を始め、宇城市ｒ南請遺跡」淳ｲi明海に河口部を有する河川流域において椀部のみを出土する消費

跡を確泌している。

天草式製塩土器が持ち込まれる時期についてはこれまでの研究論文等を参考に古墳時代須恵器編年ＭＴｌ５

～TK209相当期（６世紀巾期から後期)にかけて持ち込まれており集落遺跡からの事例報告がなされている。

当遺跡出土の須恵器の年代からも当時期の杯身及び蓋、提瓶等が出土していることから古墳時代後期の年代

を与えることができる。

卜骨

(丸山氏脱稿参照）

４週跡の性格について

当核追跡は調査の結果、長期間に渡り定住するための建物は確認できず、海浜に位置する最低限必要な建

物であったものと考えられる。生活域は沖柚地から離れた別の場所にあり、河口部に位置する生業地を兼

ねた交易の場所であったと考えることができる。このことを踏まえ、遺跡から多く出土した天草式製塩土器、

海岨奪の海洋性生物が当地に持ち込まれたことを考慮すると、古墳時代後期（６世紀後半から７世紀初頭）

において天草諸島と熊本平野を繋ぐ中継地（交易の拠点）としての場所であると判断できるのではないか。

３区で検出した土坑SKOO3で出土した須恵器高杯・腿を主体とする遺物群、４区で検出し多liiに遺物が

川土した遺物集積SUOOlに祭祁的意味合いを持たせることも可能となると考える。
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藤

Nｑ 追跡名 種別

玉名平野条朋跡(古閑前地区） 消賀

稲佐瀬側迩跡 消閏

３ 篠原追跡守垂 消質

石川過跡 消費

５ 八反原迩跡 消賀

二本代週跡鮒(寄臼、田臨地区） 消費

八島可遺跡 I消費

８下江中隠禰跡 潟喫

９１迎原西ilM跡 消賀

１０１石ノ瀬罰跡 肖賀

所在地

玉名市間IFIIlIl

玉名市玉束町

菊池市潤水町醐島

臨本市植木剛

合志市西合志合生,弘生

熊本市＝水木

娠本ii種台群 ■■■一一一ｈＦ餌‘

照本市窟合司古閑

熊本市塊i9I町沈目

宇土市石小路一画琴、

Nｄ

１１

1２

１３

1４

1５

１６

1７

1８

１９

迦跡名

開削遡跡
ー

黒 田貝卿：
小脳皿迩跡

大田旭製坦牛昨

串迩跡

小波戸迩跡

荒溺瑚跡

中のﾉIiin蹄

沖ノ原廻跡

ドiK．１１製蝋Ｉ:器川｜:世伽;(ﾉ)分/|『ぼ

１２？

狸別

消測

生鹿

生産

生産
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上日置女夫木遣跡

第１章序言

本綴告は、九州新幹線述投工４Fに伴い平成１３年１１月ｌＨから平成１４年３月２９日まで熊本ﾘ『↓八代市上

Ｒ侭町女夫木２１１ほかで実施した「上日置女夫木遺跡」での発掘淵査成果を取りまとめたものである。

ｌ調査に至る経緯

調査の起因となったﾉL州新幹線鹿児島ルートは、国民経済の発展及び国民生活領域の拡大並びに地域の振

興を図る目的で「全国新鮮線鉄道整備法」に基づき建設されるもので、福岡市から熊本市、鹿児胤県川内市

付近を経由し、鹿児島市に至るまでの総延長約249kmの九州縦1Iilllの大動脈である。完成により、移動時間

の短縮、県内総生産にもたらす経済波及効果及び地域間交流の肱大等多くのメリットがもたらされることか

ら、各界から早期の開業が望まれていた。

当該ルートは、昭和４８年１１月１３日に整備計両の決定及び巡投の指示がなされた後、昭和６１年８月

２９Ｆ１に工事実施計両認可叩‘}＃がなされたが、その後の経済状況や社会情勢の変化に伴い、平成３年８月

２２日先行して八代一西鹿児貼間について工事実施計画が認可され、同年９月７日に起工した。その後、平

成１０年３月１２日に船小脇一新八代間の工事実施計画が認１１｝され、同年３月２１日に起工、さらに平成１３

年４月２５日に博多一新八代間のI:事実施計画が追加認可され、同年６月２日に博多一船小脇|川が起工し

ている。２００４年（平成１６年）３月１３日には新八代一鹿児脇''1央駅（旧西鹿児島駅）間がフル規格で部

分開業した。

２調査組織

【発掘調査】調査期間平成１３年１１月１日～平成１４年３ﾉ１２９日

調査責任者文化課長阪井大文

調査総括課長補佐島津義昭

調査指導主鮮（文化財調査第１係担当）I断水IE文

調査担当者中村幸弘

尚谷和生・後膝幽災子・和田敏郎・古閑敬士・演川教靖

【整理報告業務】

整理総括文化財調査第１係長村崎孝悲

整理担当者参ﾘド長谷部涛一・

非常勤職風稲葉貴子・AV水ひとみ
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第２章調査

ｌ調査地域

（１）遺跡の位撮

本遺跡は熊本県八代市長田町字立間、西片町字百田、上日置町字女夫木にまたがり所在する周知の埋蔵文

化財包蔵地である。遺跡の立地する地域には熊本県南地域から県央で東へと向きを変え縦断する「日奈久断

層」が存在し、それに沿う九州山地西縁部に接し、八代海に向かい広がる球膳川の沖積地上に広がる八代平

野が存椎する。

日本三大急流の一つとされる球磨川は、九州山地から運ばれる土砂により堆械した沖積平野と、近世以降

の干拓地により成り立つ。遺跡は標高２～４ｍで沖積平野の縁辺部に位置している。遺跡付近は周囲に比

べ微高地になっており、昭和の､１場整備以前には古墳とみられる塚が残っていたと言われている。

遺跡は、球磨川河口まで南西に約2.0km、九州山地縁辺部まで南東に約1.8km、昭和４８年の発掘調査で

円筒埴輪・人物埴輪を出土した古墳時代後期の前方後円墳である大塚古墳まで南東に約１３kmの距離にある。

（２）遺跡の歴史的背景

本遺跡の名称は、所在地名のうち最初に遺跡が確認された上日需町字女夫木に由来している。遺跡は九州

新幹線建設工事に伴い熊本県が試掘調査を実施し、本遺跡を含む周辺の遺跡を確認した。新幹線本線部にお

いて西片百田遺跡、島田遺跡、西片稲村遺跡等がある。

また、八代市教育委員会による新八代駅東口及び南口駅前広場建設工事に伴い平成１３～１５年にかけて

実施した調査で､竪穴建物､方形周満墓､満状遺構を確認し､その遺構の中から弥生土器､土師器（古墳初頭）

が出土している。さらに、弥生時代における青銅器「小銅鐸」の国内南限となる資料も出土しており、北部

九州との関わりまで広げた交易圏が伺える。

（３）周辺の概要（歴史的環境）

八代市教育委員会『上日置女夫木遺跡』「第Ⅱ章遺跡の環境」に詳細に紀縦されているため参照されたい。

(八代市教育委員会？上日置女夫木遺跡』八代市文化財捌査報告書第３７集2008）

（４）測賦

点名
日本ガ

X座標

1地系

Ｙ座標

世界】

X座栂

ﾘ地系

Ｙ座標

Nｎｌ -53690 -34090 -53318.3434 -34310.7392

NoL2 -53740 -34090 一ｍｎ６Ｒ２４ｄ６ -34310.7406

T劃b､６上日置女夫木遺跡捌在区内基準点測献成果
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ドi9..12上Ｒ澄女夫木遺跡分布I質1（S=1/5,000）
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,Ｍ).７ 遺 表
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遺跡

稀号
遺跡稲 遺跡の時代

5４ 蝋泉|剛＃延行樹の蝋 近

5５ 法､¥跡 ''0世

5６ 蹄 城群 古城

5７ 村上 １１Al蹄蚊跡 近

5８ 院神塚 弥生～古峨

5９ 謝地池"幽跡 古代~中１１

6０ 簡地小畑遺跡 古帆～近１１

６１ 獅山眼行 f遺跡 古峨～古ｲ’

6２ 神謝､’ 跡 中世～近iＩ

6３ 一・無力 跡 中世～近Ⅱ

６４ 院主跡 中11t～近Ⅱ

６５ 剛行雛跡 中世～近ｉｔ

６６ 鋤iｌ 近世

６７ 池尻 中世～近世

６８ 符山焼搬跡 近世

６９ 割I小袖喋 中世

７０ 讃佃ＩｌＭｉ学も跡 中世

７１ 木村叫望次恩赦跡 近世

７２ 大平城跡 111世

７３ 球Ｍ１川はね 近世

７４ 古雌城下辿跡 中

７５ 古脆城跡 中世

７６ 加藤正方父蹄解拠所安礎部 １６
ｔ
８

７７ 古腕能寺遺跡 古代・中

７８ 能寺施寺跡 中

７９ 能が跡 '１１世

８０ 二溜州倣跡

８１ 泉H1群本成が跡 近世

８２ 片岡卸I錐 １４
１
１

８３ 中洲1111冊山寺 中世

８４ 悟典も擁炭印哨 巾

８５ 力Ⅱ膿忠Ⅱ難 近

８６ 中宮山護神鞭跡（塔心礎） 巾

８７ 懐良溌噛１１恥・宝恢印塔 １１１世

８８ 讃神も刺鉄跡 平安～中枇

８９ １１１下i#i岨 古jｎ

９０ 江東山ｲｆ光郡・火州院の庚申碑 近

９１ が)跡卿鱗跡 平安～中世

9２ 脇尼城跡 1１ 世

９３ 機期 I、

９４ 妙児01噛跡 1１ 世

９５ 御内古ln 1，

９６ 帥内 古噛～中世

９７ 新城 中

９８ 棚良測珊蕊 中

９９ 新城跡 中世

００ ﾒLllI城跡 1１

０１ 鞍掛城跡 １５
１
匹

０２ 餓搬城跡 中

０３ 閥系域跡 中

０４１ 耐川:Ｉ 永全所跡 近世

０５ 征西将?！ 高lIIp11所跡 中世

０６ 奈血水古峨群 、

遺跡

番号
辿跡橘 週跡の時代

上士城跡 [Ｉ

２ 北i1副i九 古代 111世

３ 恥貝塚 代

４ 条皿跡 代 １０
１
１

５ 柵ノーＩ狸塚 |、

６ 沖片 弥'１；

７ 碓塚貝塚 古j、

８ 胸111過跡 弥

９ 条蝋跡 古代・中

０ 竹Ilii 弥生～古ｉｎ

川七古耽 職

２ l:lIWi女犬水過跡 弥'1§

３ 上日掴・女夫木 弥生。 ilハ

４ 条皿跡 古代。

５ 西片面Ｈ１遺跡 弥４

６ 川IIlj;i坪 弥生～近11ｔ

７ 岡潔i1ijn群 占峨

８ 川棚小築 近世

９ 簡川Ⅲ古城群 古j、

２０ 竹11K町古耽群 古耽

２１ 日椴町古時僻 中

2２ 間凹町貝塚 古峨

２３ 獅楼堂 柵文～ililn

２４ 踊催 1塚 弥2１ ｊｉｌｎ～ｉ

２５ 姉催 rjn 1f堀

２６ 腿Ⅲ町iｌ 珊鮮 Ｗｌ

２７ いら壕 :ijn 古城

２８ 災111町 洲文～古iｎ

2９ 四片町 称化

3０ 条皿跡 古代・巾

３１ 条捌跡 古代・IIB

蝋片町古峨群 古珊

３３ 天神古峨 古iｎ

３４ 岡ノ上古j、 古iｎ

３５ むかいやぽ古城 iｎ

３６ 御細塚古峨 古噛

３７ 汎川風塚

3８ 洗切 古岐～平安

3９ 洗切貝塚 i1ijn

4０ 唯空戦古I、 Ｉｉｊｎ

４１ 白間貝塚 弥制 ～占峨

４２ 西片脇付遺跡 弥生。 !『代・中

４３ 小片小路遺跡 古1,～近世

４４ 災塚古Ⅲ 、

４５ 大塚古j、 一
Ｉ 、

４６ 茶臼111古城 ハ

４７ ,葡取上ノ山古城 古 、

‘1８ 上片町兜の淵脇古噛群 一
Ｉ 、

４９ 〃兄 近

５０ 源六遺跡

５１ 宮地年神過跡 弥生～古代

５２ キリシタン寺院跡

５３ 乙丸古岨群 古咽



２上日職女夫木遺跡調査日誌抄

2001年（平成１３年）

１１．１降雨のため作業中止。SUOOl遺柵実測（㈱埋蔵文化財サポートシステム）

11.2Ⅲ．Ⅳ区メッシュ杭設圃。Ⅱ区ｌｌｌ央部～Ⅲ区遺構検出、Ｃ４．Ｃ－５周辺掘り下げ。Ｂ,9Grid遺物出土

状況実測。SUOOl遺物取り上げも排水路に向かって直角に数条の洲のほかに湾曲しながら延びる溝があり、

後者が井戸遺柵とみられるＳＯＯ７を切っているためより古い可能性あり。遺物の取り上げを再考しないと時

間がかかるばかり。要検討。

１１．５Ｃ､５周辺掘り下げ、トレンチ設定。Ｃ－８遺櫛検出、満掘り下げ。SUOOl遺物取り上げ。土屑の堆積

状況が一部複雑なようなので検討を要する。赤みを帯びた黒色のマンガンが多量に含まれる屑に土器片が

混じり包含１Ｗの皇を要するが、その1Ｗを１０m'程掘り下げたトレンチの底に炭化物の集中がみられた。断面

も要確認。SUOOl…高杯の杯と脚は分離して廃棄されており杯は５～６個分あるがすべて伏せられている。

中には穿孔したものもあるので遺柵の性格を判断するうえで非附に興味深い。川上課長1111i佐、森、田口、池

田、古城来跡。

１１．６１．１１区SUOOl遺物取り上げ。昨日の雨の為、調査区内の水抜きを行いその後洲奄へ。Ｂ,５～Ｄ－５

にかけてとＢ,６～D-6Gridにかけての部分で引き続き精査を実施。２～３cm現地表而より掘り下げたところ、

土器片や炭化物が検出されより遺柵の作在を伺わせるものとなった。１．Ⅱ区南側からⅢ．Ⅳ区にかけて

の部分を繍在。撹乱掘り下げを先行して実施。一部掘り足らない部分があるるようで明日以降精査していく。

依然下端は検出できていない。城南町教育委員会清田純一氏来跡。

１１．７SIO１８床面検出（明日、断而搬彫予定）トレンチ内で断而を確認できたので明日は炭化物の範囲、

断面等を撮影後実測。Ｃ－４～C-7Crid伽り下げ。Ｃ－５周辺…マンガン粒を多量に含む褐色粘質土を半分程度

まで掘り下げたところ住居跡のプランが見え始めた。SUOOl遺物取り上げ。東半分終了。残り半分を来週

中に終える予定。尚木係長来跡。

11.8,.2Grid周辺調査。C-4Grid掘り下げ、遺櫛検出。昨日よりも遺構プランがよく見えてきた。２～３

軒切り合っている状況が把握できる。一部削平され検出が完結するまでには至っていない。床而に近いとこ

ろまで掘り|くげないとはっきりしない様foC-7Grid満を数条検出。もう少し下げればはっきりと検出でき

そうである。

１１．９，２～、.3SIOO2溝遺構検出。洲の範囲は押さえられたので中央にトレンチを入れて掘り下げる予定。

C－４～C-6Grid遺肺i検出、遺構掘り下げ。新たに遺構プランを検出。住居跡か、予想より滞典している様子。

SUOOl遺物取り上げ。終了しなかった。下層出土の遺物の茜き足しに時間がかかるＣ

ｌ1.12,-2～Ｄ,3Grid満（SDOOl）細り下げ。調査の進展にともないやっと遺構を個別に縄識できるよう

になってきた。現在のところ溝以外に竪穴巡物十数軒を検出。雌大３粁切り合っている。ＳＯＯ２遺物取り上げ。

下屑から出土する遺物の取り上げをしながらの作業であるため捗らず。野田文化財保謹主！１１、商木主任主事

来跡。

１１．１３，－２～Ｄ,3Crid溝（SDOOl）棚り下げ。下端付近からi‘i色粘土が検出された。弥生中期の饗脚部を

含むｃＣ５～Ｃ,6Ｇｒｉｄ造櫛検出。トレンチを入れて切り合いの確認を始めるｃ断面での確磁が可能。Ｃ,７．

C８．，７・D8Grid遺構検出。溝と住居跡が切り合う場所がある。洲が後世の遺構とみられるｃⅢ区．Ⅳ区清

掃、SIOl8断Iiii図作成。SUOOl遺物取り上げ。遺物を取り上げるため遺柵のような棚方になったが遺構を

確認できたものではない。

11.14降雨のため掘削作業は休止。降雨の様子をみながら遺柵実測のみ実施。SUOOl、B9Grid遺物取り

上げ。SUOOlの第３グループは３群の中でも一番深くまで土器が出土する。拡張については検討。Ｂ,9Grid

からは免田式土器出土。脚部の拙帯から弥生後期前半か。
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１１．１５１．１１区遺構検出作業。プランが比較的明らかな辿柵から順次、トレンチを設定し掘り始める。北

側の洲状遺櫛から骨片（獣骨か）が１点出土。Ｃ－５～Ｃ－８，，．７～D8Grid付近の精査は終了予定。周満墓

は２～３Ｊi§存征することを確認。

１１.ｌ６Ｃ５～Ｃ６周辺の掘り下げを実施。平面での切り合いは砿蝿できないことからトレンチを入れ確認を

進める。辿柵検出。Ｄ２～Ｄ３溝掘り下げ。背灰色粘土下より柳ﾉkが始まる。sIol8土層観察用の畔崩し。

11.l9SDOOl洲掘り下げ、SIOl8遺物検出、SIOO7掘り下げを災施。SZOO3・SZOO4遺構検出、ＳＯｌ５・

SIOOl・SlOO2竪穴建物掘り下げ。

lL20SDOOlは掘り下げを継続しながら実測も|ﾙI始。SIOOl・SIOO2については埋土掘削を続かながら近

接する辿柵との関係を精査。SZOO3、SZOO4、ＳＯｌ４については検川状況の写真柵影を実施。

11.21SDOOl掘り下げ。Ｄ､７．，．８Grid周辺の遺柵検出作災。SDOl5掘り下げ。SDOOl遺物出土状況実測、

SUOOl、B-9Grid実測及び遺物取り上げ作業。

11.22SDOOlの近くでさらに竪穴建物を1軒検出。来週!淵在予定。SUOOlトレンチ掘り。下層から遺物

が川上するため処に掘り下げる予定ｃ

ｌｌ２６排水部調査開始。SDOOl溝掘り下げは継続。SZOO3・SZOO4も掘り下げを継続。SiOl8では床面付

近で炭化物施囲確認、出土状況確認を継続。

11.27SDOOl遺物取り上げ終了。明日撮影予定。、７．，．８A１１辺遺柵検出。Ｓｏｌｏ昨日から引き続き遺物出

土状況災測。SIOl8遺物・炭化物出土状況実測。県文化1棚'１村主幹、市数行委員会米崎学芸員来跡ｃ

ｌｌ２８ＳＤＯＯ１満完掘まであと半日程度。サブトレンチ内に弥21揃期の突粥文土器がかなり出土。

11.29降雨のため作業は休止。事務所で実測図の整剛・写１，醐郷。

11.30昨日の降雨による雨水の排水作業。

１２．３SDOOl掘り下げ､遺物取り上げ。SIOOl､SIOO2､SIOO6ﾙ‘術,}､遺柵検出SIOO7､SZOO3､SIOl8遺構掘削。

12.4SDOOlは遺物取り上げ、遺構の壁出しを実施。ＩﾘｌＨ、ｌＪＷ断I､写真搬影の予定。明Ｒから遺構実測

蚕紙1%l始。

12.5SO2１洲に切られており平・断面図とも不明瞭であるが炭化物の腹がりを参考に範囲確定。SZOO4

方形蕊0淵汽|＃l始。、－７．，－８サブトレンチを設定。遺物の災''1区であることから早急な着手が必要。

12.6,.7．D-8Crid周辺の精査を実施。本日までで概ね12111iプランを確縄できた。明口以降トレンチ設定。

SZOO4掘り下げと鞘査を行うが東側周満部に住居跡を確認。今後史なる鞘査が必要。

12.7昨日米検出だったＤ-7雷8Gridの複数の竪穴迎物にトレンチを没定。掘り下げを実施。現状では床面・

嘘1mの確縄にまでは至らない。SIOO2・SIOO6・SIOO3では引き続き掘り下げを継続。

12.10遺柵配例図実測。作業員が午前１０時３０分ころ左下小指付け根を骨折。緊急処即報告を提出ｃ

ｌＺ１１ＳＩＯＯ８から土器が大量に出土。床面は壁面近くでは分かるが中央部では分かりにくい。ＳＯｌ５が完掘

したため次の切り合いにあたるSIOO6、SIOO2の調査に締手する。

１２．１２１．Ⅱ区については遺構の掘削を継続。SIOOl・SlOO2辿柵のド部に史なる遺構の可能性あり。範

鮒陥隠を継続する必要ある。SIOO9は床面上まで掘削。遺物は少ない。

12.13昨夜降った雨による雨水の汲み上げに時間がかかる。SlOO8でベッド状遺榊とおぼしき遺構を検出。

12.ｌ４１ＶｌＸでは検出の結果、土地の落ち込み部を検川したことから型なる確認が必要。出土する遺物は弥

生中川後半期の土器が主体である。

１２.l8SlOO2・SlOO4掘り下げ。Ⅳ区サブトレンチル卿1.

12.ｌ９ＳＫＯＯｌ・SLOl2掘り下げ。同遺櫛では炭化物も1111:したことからサンプルを採取。SIOO9壁・床而

を検出。

12.20IiiiII1jVと工程協議。SIOO2断面、遺物出土状況実測。

12.21SlOOl・SIOO4掘り下げ。Ⅳ区南北方向断面掘削。午後からはIﾘ１日の現地説明会準備。

12.22現地説明会実施。
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12.25

12.26

12.27

12.28

12.29

12.30

終日降雨のため作業は休止。事務所で遺物・実測図・写真の盤理。

SIOl2から石匙出土､D,３．４Gridから弥生前期の饗出土。

昨日の作業を継続。

SIOO6・SIOO5掘り下げ。SIOl5・SIOl8も同じく。SIOl8実測。

昨日の作業を継続

SIOO3・SIOl3完掘。SZOO3掘り下げ。本日をもって本年の調査を終了する。

2002年（平成１４年）

1.7調査２係から西調査員参加支援１．Ⅱ区SIOO8･SIOlO･SIOl7遺構検出並びに調査。SIOO7平面・

遺物出土状況実測。

１．８SIOO8は壁面出しと硬化面検出を実施。床上の埋土は水洗選別のため採集。ＳＩＯｌ６、ＳＩＯｌＩについて

はトレンチ掘りの後、埋土の一部を掘り下げる。SIOl6については当初予定していた深度より浅く、SIOl6

の下に別遺構があることが判明。井戸跡についてはすべて掘らず典型的な遺櫛を１基掘ることとした。

１．９SIOO8は床面検出後、遺物出土状況の写真撮影を実施。遺物の取り上げは明日実施予定。SIOl6・

SIOllは南側と東側の切り合いラインが明確ではない。検出ラインの見直しも必要か。

1.10SIOO8は遺物取り上げを実施する図示できていたものはすべて終了。SIOl6・SIOll断面写真を捌影

後、実測へ移行する。SIOl7の南側に別の竪穴建物があるが（遺構NOL未定）それを切るように方形周洲墓を

確認。SZOO6と命名。SZOO5と伴に最優先で掘削する必要がある。

1.llSIOO8は床面の精査を兼ねて、新たに出土した遺物の検出を実施。ＳＩＯｌ６・SIOlOはセクションの断

面実測を行いその後、撤去作業を行う。来週末の完了を目指す。

1.12降雨のため作業休止

1.15本日も降雨のため作業は休止、調査員のみで雨の状況を見ながら住居跡の遺物取り上げを実施。

1.16午前中は降雨のため作業は休止。午後から調査を再開。しかし、連日の降雨のため雨水が柵まり汲

み上げる作業で終日終了。

1.17s１０１６．SIOl7の掘り下げや精実施。SlOl6は炉跡とおぽしき遺櫛がｌ坐と柱穴がｌか所確認された。

SIOllはセクション外しの途中。SlOl7は埋土土層断面のラインを入れる作業を実施。南側については貼床

とみられる粘質の土がみられる。

1.18降雨のため作業は休止。

1.l9SIOO8は床面の精査を行い柱穴等を検出。掘削深度が浅く柱穴と判断してよいものか迷うところで

ある。SIOll・SIOl7は床面直上の遺物以外を埋土として取り上げ、床直の遺物は明日取り上げる予定。

1.20ＳＯ３１・ＳＯ３２の掘り下げを実施していたが降雨のため中止。

1.21SIOll・SIOl7の掘り下げを継続。遺物出土状況の図面を明日以降作成する予定。SZOO6は南側の

ラインが不明瞭だが意外と浅くなる可能性もある。工事を諦け負っているＪＶと協搬し、今週いっぱいで捌

査区内の排水路部分の調査を終了することで申し合わせた。よって、空掘は２４日に実施することとなった。

１．２２木曜日の空撮に向けてSDOO1等に溜まっている泥水等を除去。SZOO6について東側への満が１基

ではなく、２条の溝が接するように存在していることが確認できた。

1.23明日の空撮に向けて調査区全体の清掃を開始。明日、午後から柵影予定。今週中にｴﾘＩ側に引き渡

す範囲については早急な調査終了を目指す。

１．２４午後から空撮を実施。本日をもってⅢ．Ⅳ区の調査を終了しＪＶに引き渡す。

1.25１．Ⅱ区の調査を急ぐ。

ｌ２６ＳＩＯｌ３とSlOO8の問で検出した住居跡とおぼしき遺櫛を「SIOl3」と命名。

1.29本調査区は今週いっぱいで終了の予定。
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1.30SZOOlは辿柵の立ち上がりが明瞭ではない。

部分的な貼床が施してあるのを確認。

SIOl4は炭化物の層が床面になるか職査をしており、

１．３１

２．１

２．２

２．６

SZOOlについては写真と図而のみ。

本日をもって全澗査区の鯛査を終了。

調査機材の後片付けや遺物・図面の整理を行う。

本日も調査郡務所の後片付け、資料の撤収を実施
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第３章遺構

本章では上日置女夫木遺跡で検出した遺構について調査成果を記す。遺構の記述については「発掘調査の手

引き」に記載のある遺構略号の記述順を基本とし記載した。

溝SDOO1（Fig45）調査区の張り出しに位置し、調査区を横断するかたちで検出した遺構。遺構の最大幅

は６３ｍで断面形は緩いＵ字形に掘削されている。土層断面は最下部にブロック状の７層を形成した後はレ

ンズ状堆積による埋没過程をみせ、一旦堆績した後には再掘削等はおこなわれていない。遺構内には４～６

屑までが堆積した後に、３層堆積とともに小磯、土師器の小片が全体に流れ込んでいる。遺構の使用時期内

の遺物流入であるかは不明であるが、後に記す他の遺構との時期差はほとんどないことから、古墳時代初頭

の遺構であると判断される。

曜穴建物SIOO1（Fig46）長方形を呈する遺構。全長６５ｍ、短編４７ｍを測り、ほぼ垂直に掘り込まれる。

長辺で測る主軸はＮ-33..Ｗを示す。現状では床施設は確認されていないが、炉を中心で検出していること

から貼床等の施設はなかったものと考えられる。柱穴は遺構内、外周からも未検出。遺物は遺構床面全体か

ら小片で出土しているが、図化できるものは西隅から出土した高杯杯部のみである。出土遺物から弥生時代

後期の遺物であると考えられる。また、本遺構からは管玉が1点出土している。

竪穴建物SIOO2（Fig.47）遺構北辺を溝SDOOlにより切られ上端ラインが消滅する。遺構平面形は長方形

で長辺５４ｍ、短辺４０ｍを測る。先述した竪穴建物SIOOlとはほぼ主軸が直角にずれ、Ｎ-35°‐Ｅを測る。

床面からは焼土及び炭化物が薄く広がっており、遺構束辺近くからは菰状の炭化物がまとまって出土してい

ることから消失住居の可能性も考えられる。炉は中心よりやや北辺に寄った位置で、やや深い掘方を有し検

出されている。主柱穴は２本。炉を挟み南北にそれぞれ検出されているが、南に位置する柱穴は浅く柱座は

検出されてない。貼床等の施設は確認されていない。

出土遺物は主にやや床から浮いた状態で小片が大量に出土しているが、復元できた遺物のみは床面張り付

きの状態で検出できている。出土遺物は弥生時代後期の遺物で古墳時代の遺構としたSIOOlに先行する遺

構であることを確認できた。

竪穴建物SIOO3（Fig.47）遺構の約半分を調査区外におく遺構。長辺6.8ｍ、短辺は不明。主軸は残存する

状態で計測するとＮ-26°-Ｗを測る。遺構の中心に掘方の浅い炉を有する。平面形はやや不定形で、断面を

見る限りにおいてもダラダラと広がる。主柱穴は確認できていない。遺構の西側に小柱穴を確認したが、調

査時点では主柱穴であるかは判断されていない。確認されている長辺の壁際に貯蔵穴とみられる掘り込みを

みることができるが、平面形を見る限り壁際下端に接し掘り込みがあり、皿に中心に柱穴状の掘り込みを有

しており、柱穴の可能性であることも否めない。よって、正しい遺構の性格は最終的には判断できない。遺

物は床面に接するかもしくはやや浮いた状態で出土しているが図化できる遺物は確認できていない。小片か

ら判断すると古墳時代初頭の時期と考えられる。

竪穴建物SIOO4・SIOO5・SIOO6（Fig.48）３軒の切り合いからなる遺構。３軒とも竪穴建物である。最も

新しい（最上部）の遺構は竪穴建物SIOO6o

SIOO4は本切り合いのなかでもっとも古い遺構である。出土遺物が最も少ないことから遺物から時代を

はっきりと特定することはできないが、弥生時代後期中に納まる遺構であると判断される。遺構規模は長軸

が消滅しているため不明であるが、短辺4.4ｍ、主軸Ｎ,90..Ｗを測る。
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灰黄禍粘闘土(10YR41/2)灰褐色のマンガン粒を含む

SlOO5

１灰褐色粘闘土(７５Ⅷ’1/2>幌化物、肌土、土器片を多量に含む
２掲色粘質土(７５Ｗ４１>炭化物を少量含む

SIOO6

明褐色土(７５YR5/6>触手は荒く多iiiのマンガン粒を含む
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竪穴建物SIOO7（Fig.49）後に記述する方形周溝墓の一辺に切られ検出した遺構。平面形はほぼ正方形に近

く遺構角は南辺において直角、北辺においてやや隅丸方形をなす。遺構規模は長・短辺とも4.5ｍで、主軸

は計測しがたいが南北に主軸をおくとするとN-l8o-Eを測る。遺構内には炉及び主柱穴、外部柱穴は確認

されておらず、遺構上部形状は不明。北辺に小柱穴が確認されているが相対する柱穴がないことから、柱穴

としての判断材料には資していない。遺構の残存状態が浅いことから貼床等の構造は確認できていない。

床面近くからは弥生時代後期の遺物が出土していることから、他の竪穴建物同様に弥生時代後期の遺構と

考えられる。

竪穴建物SIOO8（Fig.50）本遺跡竪穴建物中、最も多くの遺物を出土した遺構。また、最もよく遺構内施設

も確認されている。平面規模は長辺6.9ｍ、短辺5.3ｍの長方形で、主軸をN-26o-Eにおく。南側から西壁

際に向かい「L字状」にベッド状遺構をおき､対する北東隅に小規模なベッド状遺構を残す。炉は中心におき、

その南北に主柱穴を設ける。南主柱穴は一部ベッド状遺構に掛る°また、主柱穴を挟むように各２基の柱穴

が並び６本の柱を有する規模の遺構の様相を見せている。炉の東側には楕円形の貯蔵穴とみられる掘り込み

がある。本遺構ではベッド状遺構に掛らない中心付近では貼床状の埋土が残ることから、薄いながらも意識

して貼床を施していたものとみられる。図中、灰色で示している炭化物の広がりと赤色で示している焼土の

分布をみると、炉以外の場所に焼土が集められていることが明確に見受けられる。焼土の集められている中

に饗２４、高杯２２，鉢１８が出土すること、炉とＬ字ベッド状遺構との間に高杯２１，饗２３があることから

竪穴内の空間利用の様子が想像される。南西隅の柱穴内から柱を抜き取った際に使いこまれた砥石が出土し

ている。遺構廃棄の際の儀礼の例である可能性もある。

竪穴建物SIOO9（Fig51）調査区内で約半分検出し、その残りは調査区外に延びる。平面形は方形を呈する
が全体像を確認するまでは至っていない。残存する規模を計測すると南北軸は５３ｍ、主軸はＮ､12.-Ｗを

測る。遺構中央付近には土坑、それを切るように柱穴状の遺構を検出している。遺構の下端の状態から当遺

構に伴う施設であるとみられる。柱穴状遺構からは埋土中出土として砥石が出土している。竪穴建物SlOO8

でも見られた柱穴内からの砥石の出土事例であるため資料として注目したい。

竪穴建物SIOlO、SIO1１（Fig.52）２軒の切り合いからなる遺柵。平面形を確認する限り断面A-A，で示す東

側の段は竪穴建物SIOllの掘方とも見られるが、見方を変えるとSIOlOのベッド状遺構とも捉えることが

できる。調査を終えた現時点としては判断が付きづらいところがあるが、SIOllのベッド状遺構であると考

えると当遺跡出土竪穴建物の事例から、遺構の長辺が長いと考え、SIOlOの一部であると判断した。

SlO10の平面形は約４５ｍでほぼ正方形を呈している。遺構の大半を他の遺構に切られていることから遺

構内施設の確認ができていない。唯一、束隅に饗２６が出土していることから弥生時代後期の時期と判断す

ることができた。

SIOllは長方形の平面形を呈し、南辺を方形周溝墓に切られている。長辺は計測できないがおおよそ５ｍ

前後の規模であると考えられる。短辺は3.5ｍ、主軸はＮ-33..Ｅを測る。中心に炉を有し、南辺には「Ｌ字

状」もしくは南西隅にベッド状遺構を配する。主柱穴は炉を挟み南側に１基検出しているが、東側では検出

できていない。炉の東側にかけ遺物及び炭化物の広がりが見られる。ベッド状遺構のある空間の反対側にこ

のような広がりがあることが遺構内の空間利用について注目される。出土遺物から弥生時代後期の時期であ

ることが判断される。
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遺物集祇SUOO1（Fi8.53）調杏怪西端に接し検出した遺構。明確な掘り込みを確認できていないが、辿物

が集職し出上したため意図しておかれたものと判断し、平面実測を実施し取り上げた。

大きな遺物のまとまりは３ケ所に分かれるｃ雌も多い遺物の集穣があった場所は捌査区際にあたる部分で

あった<小型の台付き鉢、長頚壷、一二重[i縁壷、高杯などが出土している。遺物は大型の堂、高杯専が下に

配され、台付き鉢がその上に慨かれている状態であった。1つのブロックはおおよそ１ｍ四方の範囲内に当

たる。

調査時点で掘方は確認されていないが、まとまりある遺物の集砿が３ケ所に見られることから、地形の窪

み等を利川した遺物の廃棄もしくは祭祁過枇である卿I能雑がある。
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２黒褐色粘質土〔10YR5/6)炭化物安多器含む
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周満蕊SZOO1（Fig.54）本辿跡で確偲された方形周満墓中雄大の規模を誇る遺構。調査区北辺に接し陸橋部

を西側の調査区外に配する。’''心部の主体部は削平により消滅しており、その痕跡すら確認できていない。

周満内祭杷の一つとみられる遺物が２点確認できた。北東隅と西辺の周溝底面に、土圧により割れてはいる

が壷がそれぞれ１点ずつ出土する。周洲は南辺の周溝部で二段掘りによる逆台形を呈し、東辺では２段掘り

がやや崩れた状態で砿認されている。掘方に中間端があることから掘削当初から２段掘りを意識した掘削手

法をとっていたものと舞えられる。土屑断面を観察するとB-B･で４，５層堆積後に掘り直しの跡を見るこ

とができることから、追搾の可能性を想定することができる。A-A，土層断面でも４，５層堆積後に満の掘

り直し痕跡を見ることができることから、同襟の結果を導き出すことができる。残存する規模は南北方向で

12.8ｍ、幅１２ｍ～1.6ｍを測る。

周満墓SZOO2・SZOO3（Fig.55）２基の周洲蕊が切り合って検出した遺構ｃ平面形を見る限り方形というよ

り円形もしくは隅丸方形の掘方を有する。

周澗墓SZOO2はSZOO3に切られることから、先行する周満墓である。南辺がやや直線に延びるため方形

周満墓であるとも考えられるが、束辺において円形を呈することからどちらとも言えない。北東隅において

陸橋の一部が切れていることから陸棚部とも考えられるが、西辺が消滅し確認されないことからこの切れ目

が陸橋であると判断することはできない。周澗断面はＵ字状もしくは逆台形の掘り込みを持つ。周満の幅

が一定していないことから、大輔な削平により本来の形状を留めていないことも想定される。周瀧内出土遺

物は、南辺から束辺にかけて小片が多数出土している。主休部は後世の削平により消滅している。残存する

規模は直径６０ｍ前後、主IlillIはｲくIﾘlo

SZOO3は円形の刷洲雌とみられる。陸柵部は周澗の残存度が低いことから平面では明確に確認できない

が、南側に|ﾙl口するllil洲部1iIji端に辿物が典中することから、陸橋部であった可能性が高い。周澗断面は浅く、

逆台形の断面を呈する。川洲全休は途中で切れていること、他の周満墓に比べ浅いことから、後世、当遺跡

を含む土地の削平率が非術に大きかったものとも考えられる。陸橋部想定の周溝両端から出土している土器

は、古墳時代初酬の在地系土mIiiWi杯が出土している。その他にも蜜などが出土しているが、図化できるもの

ではなかった。南北側での径は９２ｍ前後で、主軸は不明。

州洲纂SZOO4（Fig.56）弥生後期の竪穴辿物を切り周溝が掘り込まれる。周溝はSZOO2・SZOO3同様に大

幅に削平されていることから南iIIi部、南部隅２ケ所が切れているため陸橋部を明確に確認することはできて

いない。陸橘部での周洲内埋倖等の祭肥行為を考噛すると、南部隅を中心とする両端での出土遺物が見られ

ることから、ここが陸橘部であった可能性が高い。平而形は南北約９ｍ、東西８２ｍを測る。本遺構では他

の周満墓と違い、北東、北西周柵部にそれぞれ２基の小柱穴が検出されている。北東側では周満下端外辺に

沿い穿たれる。本小柱穴に伴うかのように下端が深く掘削されており、関連があることも考えられる。北西

周満部における小柱穴は、北東間洲部とは違い、周満内側上端に沿い確認している。確認されているのはこ

の２辺のみであることから、使用目的の推定にまでは至っていない。今後の類例の増加を待ちたい。周満内

からは古城時代初頭の刷毛目後叩き渡を残す談（65)、高杯が出土している。

周満繋SZOO5（Fig57）遺柵の南端コーナー部が撹乱により消滅しており、陸協部の確認は出来ていない。

しかし、当遺柵は周洲部の残存串が闘いことから、南西隅のコーナー部が陸橋である可能性が高い。平面形

は方形で７６ｍ剛方を測る。主体部は完全に消滅しており確認できていない。周溝内からの遺物の出土はな

いが、周辺の周洲蕊の年代から11i戦時代初頭の時期を想定できると考えられる。

周澗蝦SZOO6・柵SDOO2（Fig.58）捌査区のほぼ中央部、遺構を検出した最も南側で検出した周瀧と櫛の

切り合った遺柵。剛川Iには蝋穴辿物、Ｉ‘'il洲墓があるが、SZOO6は隣接し後出するSZOO5と並列する周洲墓

144
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弥生時代前期

下江中島遺跡

溝・土坑

自然流路

(堰状遺栂）

竪穴建物

方形､円形周満墓

木製品
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調査原因

九州新幹線

建設工事

〃

1区自然流路NROO1より古墳時代

後期の流路の一部を堰状に利用した

跡を確認。内部には木製品を多く包

含するとともに同時代の魚骨・貝類

も合わせて出土･中でも卜骨が出土

している。また、４区からは自然流

路内の堰遺槻内から８世紀の木製品

｢扇」が出土している。

弥生時代前期の集落と方形周溝墓が

出土。山陰系土器も方形周満墓から

出土している。

古墳時代の自然流路が有明海に注ぎこむ河口部付近に位置し、微高地を利用した一時的な

作業空間であった可能性が高い。同時代の竪穴建物など生活に関する遺構・遺物の出土は

なく、堰状遺栂とそれに付随する作業施設と考えられる。検出できた遺構は主に打ち込み

杭による掘立柱建物と簡易的なものであり、長期間の生活の場であったとは見られない。

４区SUOO1で出土した遺物は須恵器杯蓋、杯身、高杯等が中心で水辺の祭祁跡である可

能性もある。同区NROO5-4から出土した木製｢扇｣は県内初の出土遺物として注目される。

上日置女夫木遺跡

弥生時代前期の集落跡とこれに続く墓域である。前期遺物は主に遺物包含層、竪穴建物か

らの出土であり､隣接する同時代の「島田遺跡」への集落の広がりが予想されることとなっ

た。また、方形周溝墓内からは山陰系土器の出土もあった。集落から墓域への変遷をたど

れる貴重な事例である。
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